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煌こう帝ていのバトルスローネ！








井上悠宇





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　Prologue







　Ａ区多発失血事件、というのを知っているだろうか。




　北に山、南を海に面した僕の住む地方都市のＡ区で起きた事件だ。

　被ひ害がい者しやは男女年ねん齢れいを問わず、発見時にかなりの貧血状態にあり、病院に運ばれた時には自分の名前すら分からなくなるほど、精神を喪そう失しつしていたという事件である。

　今も話すことさえできない状態で、実際に何が起きたのかはよくわかっていない。

　被害者には目立った外傷がなく、現場に血が散乱していることもなかったので、当初は〝原因不明の失血性の病気〟として扱あつかわれていた。

　しかし、現場を目もく撃げきした人が、「透明な羽で空を飛ぶ赤い少女を見た」と発言したことから、世間の注目を集め、一いち躍やく有名になった。

　春先からの一ヶ月の間、十数件の事件が発生し、現在も犯人は捕つかまっていない。そもそも、犯人がいるのかどうかすらも不明のままである。

　現場近くの学校では緊きん急きゆうに全校集会が開かれ、複数での登下校を義務付けるなど、社会的な影えい響きようも大きかった。

　そんな中、生徒たちの間でまことしやかに囁ささやかれていたのは、〝血まみれ妖よう精せい〟の仕し業わざという、馬ば鹿かげた噂うわさだ。

　それがどういうものかというと、ある日突とつ然ぜん、可愛かわいらしい〝血まみれ妖精〟が目の前に現れ、「血まみれ妖精のあまーい質問です。赤いアメと、青いアメ、どっちが好き？」と聞いてくる。

　赤いアメを選ぶと、「赤くて甘い血を舐なめさせてね」と全身の血を抜ぬかれ、一方、青いアメを選ぶと、「青くて甘い涙なみだを舐めさせてね」とこれまた全身の血を抜かれる。

　何も答えないでいると、殺されてしまうという、どこかで聞いたことがあるようなお粗そ末まつな話だった。

　結局どちらを選んでも、血を抜かれる事に変わりないが、〝血まみれ妖精〟は辛からいものが苦手らしく、〝ハバネロの入った激辛のお菓か子し〟を投げつけると、逃にげていくのだという。

　子供が考えたような稚ち拙せつさではあるけれど、近所のコンビニでハバネロ入りのお菓子がずっと品しな薄うすになっていることを考えると、信じている人も少なくないようだ。

　僕はといえば、当然そんな噂を信じているわけでもなく、未知の伝でん染せん病びようだったりしたら怖こわいな、なんて他人ひと事ごとのように考えていた。

　Ａ区には自分の通う高校があったし、身近で起きた事件でもあったが、事件の当事者ではないのだから、実感が伴ともなわないのは仕方のないことだろう。

　クラスメートがふざけて「血を吸っちゃうぞー」と相手をくすぐっている光景をよく見るようになった、くらいの感覚でしかなかった。




　──まさか、自分がその当事者になるなんて、夢にも思っていなかったわけで。







　第一章　遭遇　Encounter







「ねぇ、お兄ちゃん！」

　放課後、本屋にでも寄ってから帰ろうかと街を歩いていた時、突然背中を叩たたかれた。

　振ふり向くと、そこには黒いドレスを着た金きん髪ぱつで碧へき眼がんの可愛らしい少女がいた。黒いリボンで長い髪かみを飾かざってツインテールにした少女は、潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見上げている。

　いわゆる、ゴスロリ服というものだろう。特とく殊しゆな地域でのみ着ることを許された衣服、という意識が強く、実際に目にしたのは初めてだった。

　しかし、外国人であろうこの少女の着こなし方に違い和わ感かんは無く、まるでアニメの世界からそのまま現れ出たようにとてもよく似合っていた。

　むしろ、普ふ通つうの服を着せた方が似合わないだろうとさえ思う。

「助けて欲しいの」

　少女は僕の足にぎゅっと抱だきついてくる。

「うわっ、ちょっと──」

　思わず引き剝はがそうとするが、

「お願い」

　僕の手を取って、少女は上うわ目め遣づかいに懇こん願がんした。

　青色の瞳が揺ゆれて、小さな唇くちびるは引き締しめられている。

　周囲の視線を気にしながら、僕は少女から話を聞くために屈かがんで目線を合わせた。

「何？　どうした？」

　僕は他人からお人ひと好よしだとよく言われる。

　事実、頼たのまれごとは滅めつ多たに断らない。どんな些さ細さいな用事でも、自分でやればいいのにと思うような事でも、嫌いやな顔一つせずに引き受けることにしている。

　もちろん、この少女の助けにも応じるつもりだった。

　しかし、それは僕の人ひと柄がらの良さからくる行動では決してない。

　そこには僕の心の弱さからくる、誰にでも好かれる人間で在りたいという利己的な思おも惑わくがあった。

　僕は〝善人〟に見られたいが為ために、断るという選せん択たく肢しを自ら捨てたのだ。今も心の中では面めん倒どうだなと思いながら、それを表情には出さず、虚きよ飾しよくの笑えみすら浮うかべて、助けを求めてきた少女の話を聞こうとしていた。

　わかりやすく言えば、僕は偽ぎ善ぜん者だった。

「あっち」

　少女の指差す方向は、道から外れた路地裏である。

「急いで」

　突然に駆かけ出した少女に手を引かれ、あやうくバランスを崩くずしそうになった。

「遠いのか？」

「見つかっちゃうから、早く」

　見つかる？

　辺りを窺うかがってみるが、誰かが追いかけてきている気配はない。

　少女は僕から手を離はなすと、俊しゆん敏びんに前を駆けていった。

　狭せまく細い路地裏の、飛び出た室外機を避よけ、転がったビールケースを飛び越こえる。

　その度たびに、金色のしっぽみたいなツインテールが跳はねた。

　僕は鞄かばんを担かつぎ直して、その後を追う。

「君は──」

　声をかけようとしたが、振り返りもしない少女の態度に、その言葉を飲み込んだ。ついて行けば分かる事だし、少女も足を止めることはなさそうに思えたからだ。

　しばらく走って幾いくつもの路地を抜け、広い道みち幅はばの、見知らぬ場所にたどり着く。

　辺りには年季の入った町工場や、老ろう朽きゆう化したプレハブの建物が建ち並んでいた。

「ここだよ」

　少女が立ち止まって振り返る。

　目の前にあったのは打ち捨てられた廃はい工場だった。重じゆう厚こうな門は人が通れるくらいに開いており、その先の敷しき地ちには手入れが施ほどこされておらず、雑草が蔓延はびこっている。

　少女はするりと、門の中へと入っていく。

「あ、ちょっと待って──」

　しかし、少女の姿はもう既すでにない。

　廃工場は見るからに、他ほかを寄せ付けない雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　君子危あやうきに近寄らず、というフレーズが脳のう裏りによぎるが、ここまで来て引き返すわけにもいかない。それに、助けを求めてきた少女を放っておくこともできなかった。

　僕は少女と話しているところを目撃されているし、少女の身に何かあったら、良くない立場に立たされてしまうだろう。

　そんな自己保身の思考が頭をよぎり、僕は自分の陰いん険けんな性格にうんざりする。

　ブウウウン、と耳みみ障ざわりな羽音をたてて飛ぶ羽虫を手で払はらうと、ため息をついて、僕は少女の後を追うことにした。サビの浮いた廃工場の外がい壁へきに、ポッカリと空いた暗い入り口は、僕を食くらおうと待ち受けているかのように見えた。

　恐おそる恐る廃工場の入り口に立って、中の様子を窺う。

　言い知れぬ不安と恐きよう怖ふで、心しん拍ぱく数すうが上がる。

　埃ほこりのかぶった太いパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされ、仕組みのわからない機械がずらりと並んでいた。天てん井じようには無骨な鉄骨が格こう子し状に組まれていて、高い屋根のガラス部分からは光が射さして室内は意外と明るい。

　辺りに人の気配はなく、ひっそりと静まり返っている。

「こっちだよー」

　奥の方で少女の声がした。

　僕は観念して、声のした方へと歩みを進める。鉄のステップを踏ふみ越え、サビの浮いた手すりには触ふれずに進んでいくと、開けた場所に出た。

　そこに少女の姿があった。

　青いペンキの剝はげたドラム缶かんの上に、足をぶらつかせて座っている。天井から射し込んだ光の中で、少女の金髪は光が乱反射して、キラキラと輝かがやいて見えた。

「お兄ちゃん、名前は何ていうの？」

　いたずらっぽい笑みを浮かべる金髪の少女。

　いつの間にか、スティックキャンディを口に咥くわえている。

「結ゆう城き、零れい司じ」

　なぜだろうか。僕と少女の立場が逆転してしまったように感じられた。

　空気の質が変わったみたいに、やけに息苦しい。僕は少女の助けを求める声に応じてやってきたというのに、そんな状じよう況きようにあるように思えなかった。今になって、何か取り返しのつかないことをしてしまったのではないかという後こう悔かいの念がわいてくる。

「あたしはグーラ。蟲むし姫ひめのグーラ」

　ムシヒメのグーラ？

「ねぇ、レイジ。もうちょっと、こっちにおいで」

　グーラと名乗った少女は咥えていたスティックキャンディをその場に投げ捨てると、幼い外見からは想像できないような手慣れた仕草で、僕を手招きした。

　とても嫌な予感がして、僕は近づきたくないと思う。しかし、まるで魔ま法ほうにかけられたみたいに、勝手に足が動き、グーラの方へと近寄ってしまった。

「わぁ！」

　と、グーラが勢い良く飛びついてくる。

　バニラのような甘ったるい匂においが、鼻び孔こうをくすぐった。

　近くで見るグーラの顔は、精せい巧こうに作られた人形のように整っていて、この世のものとは思えない完かん璧ぺきな美しさを備えていた。

「あたしは、どうしても勝たないといけないの。だから、協力して欲しいんだ」

　少女が僕の首に腕うでを回して、ぶら下がるように抱きついている。

　ただそれだけなのに、僕は化物に心臓をワシ摑づかみにされているような感覚を覚えた。背筋が凍こおりつき、まるで金かな縛しばりにあったみたいに、ものを言うことも、身体からだを動かすことさえも出来なかった。

　肩にかけていた鞄が、音を立てて地面に落ちる。

「ウフフ。その表情──すごくイイ。ヨダレ止まんないかも」

　不意にグーラは僕の頰ほおをペロッと舐なめた。

　電気が走ったような感覚に、僕は鳥とり肌はだが立つ。

「思った通り、甘いし。うん。レイジは、あたしのお気に入りにしてあげる」

　グーラは無む邪じや気きにクスクスと笑う。

「さぁ、食事の時間だよ」

　妖あやしげに耳元で囁ささやいた。

「赤くて甘い血を舐めさせてね」

　──その言葉は。

　グーラの背中に視線をやると、そこには、二対の透とう明めいな妖よう精せいの羽があった。

　それは小刻みに震ふるえ、ブウウウンという羽音をたてる。

〝血まみれ妖精〟というフレーズが脳裏をよぎった。

　──本当にいたのか。

　そして、グーラは僕の首筋に舌を……。




　その時、轟ごう音おんと共に天井が裂さけた。




　グーラが僕から離れるのと、天井を突つき破って目の前にレイザービームのような光の柱が降り注ぐのとは同時だった。

　眩まばゆい閃せん光こうと爆ばく風ふうに、僕の身体は吹ふき飛ばされ、壁かべにぶつかって背中を強く打ち付ける。

　その衝しよう撃げきで、一いつ瞬しゆん呼吸が止まった。

　僕は背中の痛みを堪こらえ、咳せき込みながら、何が起きたのかと顔を上げる。

　天井に穴が開いて光が射し込んだ中を、誰かがふわりと降りてきた。

　翼つばさのような赤いマントに白いドレス、長い銀ぎん髪ぱつ、金色の瞳ひとみの少女。

　その少女は着地するなり、腰こしまである銀髪を手で搔かきあげて流すと、勝ち誇ほこったようにニッと笑った。

　また、人間に在らざるものが、降りてきた。

　そんなイメージを抱いてしまう。しかし、小こ悪あく魔ま的なグーラの禍まが々まがしさと違ちがって、天使が降りてきたような、そんな神こう々ごうしさだった。




「不意打ちにつき、今のはあえて外した。お食事中のところだったようだが、失礼をしたかな？」




「竜りゆう姫ひめ……!?」

　妖精の羽を細かく震わせて浮ふ遊ゆうしていたグーラは、悔くやしそうな表情で銀髪の少女から距きよ離りをとって着地する。

「いかにも」

　銀髪の少女は、右手を前に差し出し、高らかに名乗りを上げた。

[image: ]

「余は〝憤ふん怒ど〟の竜姫イラ・エンペルト・ドラゴニカ！　此こ度たびの皇位継けい承しよう戦争、〝暴食〟のグーラに、敗北宣言をするまでの決けつ闘とうで勝負を申し込むものである！」

「イヤよ！　べーっだ！」

　間かん髪はつをいれずに、グーラが舌をつきだして拒きよ否ひした。

「ほう？　ならば、そちらのルールを申してみよ。どんな勝負方法でも受けて立つぞ」

「だから、イヤだってば！　まだ、あんたとなんか戦わないっての！」

「そちらの準備不足は承知しておる。しかし、余にはお主のその〝準備〟が看過できんのでな。早急に倒たおすことに決めたのだ。ルールを決めないというなら仕方がない。実力行使をしてでも、お主のシンボルを奪うばい取らせてもらうことにしよう」

　銀髪の少女イラが、懐ふところから竜の形を模した赤い駒こまのような物を取り出すと、幾つもの光球が彼女を取り巻くように現れた。

「なにこの展開、いきなり本気出すとか、あり得ないんだけど！」

　グーラは再び浮遊し、ポケットから白い駒を取り出す。そちらは羽の生えた妖精のような形をしていた。

「〝血化粧ブラツデイドレス〟！　首刈り鎌サイズ」

　白い駒から赤い液体が吹き出して、大きな鎌の形になる。

「あーっもう！　まだ全然食べてないのに！」

「ふむ。他人の血を吸って力に変えるそうだな。お主の汚お名めいはよく聞こえておる。そこまでの物を作るのに、何人の犠ぎ牲せい者しやが出たのであろうか。お主、食われる側の気持ちを考えたことはあるのか？」

「ばーか！　食べ物のキモチなんて、考えてらんないっての！」

　僕は何が起きているのか理解できず、ただ啞あ然ぜんと事態を見守るしかできなかった。

　しかし、少なくとも、何か異常なことに巻き込まれたことだけはわかる。会話の内容は意味不明だったし、二人共、普ふ通つうの人間であるようには思えなかった。

　きっとここにいることが、ものすごく場ば違ちがいだ。

「……やはり、最初に倒すべきはお主だな」

　イラが不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやいて右手を前に突き出すと、それに応じるように周囲の光球がグーラめがけて放たれた。

　空中にいるグーラは、それらを俊しゆん敏びんな動作でひらりひらりと飛んで躱かわす。グーラから外れた光球は、廃工場の壁や機械に次々と着ちやく弾だんし爆ばく発はつを巻き起こした。

「一つ聞くが、煌こう帝ていを殺あやめたのはお主か？」

「なにそれ、知らなーい」

「白しらを切らずに、早めに白状した方が身のためだと思うぞ」

　イラを取り巻く光球は更さらに倍に数を増やす。

　そして、次から次へと、無む尽じん蔵ぞうに繰くり出される光球の弾だん丸がん。

「アハハ！　そんなのあたんないよ！」

　グーラはそれらを巧たくみに躱し、或あるいは、赤い鎌で切り捨てる。

　炸さく裂れつする轟音と、破裂する爆音。

　廃はい工場は破は壊かいされ、穴が開き、揺ゆれ、崩くずれた。

「うわぁあああ！」

　立ち竦すくんでいた僕は、あちらこちらで起きる爆発から逃のがれようとする。

　壁に打ち付けた身体の節々が痛んだが、そんなことに構っていられなかった。

　とにかく、逃にげなければいけない。

　腰こし砕くだけになりながらも、来た道を戻もどろうとする。

　早く、早く！

　気ばかりが焦あせって、足がもつれてしまう。

　それでも必死に逃げようとして。

　──頭上で、何かが重く軋きしむ音がした。

「……あ」

　見上げると、天てん井じようで組まれていた鉄骨がこちらに落下するのがわかっ──。




　ぐしゃり。




　僕は自分が潰つぶれる音を聞いた。




　　　　※




　幼い頃ころに両親を亡なくした。

　僕は、ある日突とつ然ぜんいなくなることを、〝死ぬこと〟だと理解した。




　僕を引き取ってくれた叔父おじと叔母おばはとても優やさしかった。

　自分の子供でもない僕を家族同然に扱あつかってくれた。

　叔父と叔母には僕と同い年の娘むすめもいて、寂さみしくもなかった。

　僕はそんな叔父と叔母に好かれたい、気に入られたいと思った。




　僕には生きるために叔父と叔母という存在が必要だった。

　でも、実の両親ではないこの人たちは僕を必要としていない。

　そう考えると、嫌きらわれることがとても恐おそろしくなった。

　だから、幼い僕は単純に、ある結論を導き出した。

　嫌われたくないなら、〝善人〟で良い子を演じればいい、ということ。




　僕は努力家で勤勉で、従順で寛かん容ようで、禁きん欲よく的であろうとした。

　ルールを守り、ワガママを言わず、いつも笑え顔がおを絶やさない良い子になった。

　その甲斐かいがあって、僕は叔父と叔母から叱しかられることはなかった。

　ただの一度も。




　僕は誰だれにも嫌われない人間でいたかった。

　嫌われたくなかったから、誰にも怒いかりを見せなかった。

　拒きよ絶ぜつされたくなかったから、誰にも好きだと言わなかった。

　それゆえに、僕は人と深く関かかわりあう事を恐れた。




　僕は笑顔を能面のように張り付けて、毎日を過ごした。

　他人と一定の距離を取り、必死に好かれる努力をした。

　男友達からはイイヤツだな、と言われ、女友達からはイイヒトね、と言われた。

　そういった言葉を聞くたびに僕は安あん堵どした。




　いつの間にか、僕は優等生と呼ばれるようになっていた。

　でも、本当にそうなのだろうか？

　本当に僕は優等生と呼ばれるに相応ふさわしい人間なのだろうか？

　そう見えるだけで、腹の中では浅ましい欲よく望ぼうを抱かかえていなかっただろうか？

〝善人〟な僕と、〝偽ぎ善ぜん者〟な僕、どちらが本当の僕なのか？

　いつしか僕は本当の自分さえわからなくなっていた。




　ある日、優ゆう秀しゆうな成績で彩いろどられた通知表を見て、叔父が言った。

「君は賢かしこくて理想的な子供だと思う」

　なぜか叔父は、とても悲しそうに見えた。

「でも、時々、私と君の間に見えない壁かべがあるように思うことがある」

　いつものように褒ほめられると思っていた僕にとってそれは予期せぬ言葉だった。

「それは私に、君を叱ることができなかったせいだろうか」




　僕の心の中で、何かが音を立てて崩れた。




　なぜ、僕は良い子でなくては、いけなかったのだろうか。

　叔父は実の父親でないがゆえに、僕に踏ふみ込めず。

　僕は家族になる為ために、叔父から距離をとった。

　果たして、その行動は正しかったのだろうか。




〝善人〟の仮面は、僕の顔と表ひよう裏り一体となっている。

　本当の自分を見失った僕には、それを外すことさえ恐ろしかった。

　まるで自分が自分でなくなるように思えて。

　だから、僕は今日も〝善人〟を演じ続けていた。

　きっと、これからも、ずっと。




〝自分の意思とは関係なく巻き込まれ、無意味に死ぬのはさぞ悔くやしかろう〟




　僕は他人にいい顔をしたいばかりに、少女の助けに応じた。

　その結果、死ぬことになった。

　でも、そのことに後こう悔かいはない。

　なぜなら──。




「……これが、僕の生き方だから、それでいい」




〝死を受け入れるというのか？　理り不ふ尽じんな死を許すのか？〟




　死ねば、もう〝善人〟でいなくて済むのだろうか。

　だったら──。




「……許すよ」




　　　　※




「許さああああああ─────ん!!」

　銀ぎん髪ぱつの少女が、地じ団だん駄だを踏んで激げき怒どしていた。

「なぜ、怒おこらぬ!?　そこは烈れつ火かのごとく憤ふん怒どすべきであろうが！　ああ、情けない！　つまんない！……余はおもしろくなーい!!」

　そして、僕をビシッと指差した。

「少年よ、生きて憤怒せよ！」

　言っている意味がよくわからない。

　僕は上半身を起こして、辺りを窺うかがう。

　廃工場に居たはずが、いつのまにかガラクタの上に横たわっていた。

　いや、もしかして、この一面のガラクタは廃工場の残ざん骸がいでは──。

「うわ、なんだこれ……」

　はだけたシャツから見える左胸に、刺青いれずみのような黒い模様が描かかれているのに気づく。

　慌あわてて手で拭ぬぐってみたが色はとれなかった。

「それは余のシンボルである」

「……シンボル？」

「うむ。それは〝憤怒〟のシンボルであり、我が力の根源。瀕ひん死しの状態であったお主を治ち療りようするために、そこに埋うめ込んだのだ。その証あかしが刻印となって浮うき出ておる」

　まったくもって理解できない。

　シンボルを埋め込んで治療？　その証が刻印？　なんなんだ、それは。

「お主、鉄骨に押し潰されたのを憶おぼえてはおらんのか？」

　そう言われてみれば、僕は落下してきた鉄骨に潰されたはずだった。そのことは確かに憶えている。

　自分の身体からだを確かめてみた。

　手も足も普ふ通つうに動く。それどころか、かすり傷一つなかった。

「余に感謝するが良い。お主を救うために、最強無比と謳うたわれた我が力を手放したのだからな」

　少女は偉えらそうにふんぞり返る。

「ちょ、ちょっと待って──」

　制止したものの、次の言葉が出てこない僕は、目の前にいる銀髪の少女をただ呆ぼう然ぜんと見つめてしまう。

「コラー！　余を生まれたてのさえずるしか能のないヒヨコちゃんを見るような優しげで憐あわれんだ目で見るでなーい！」

「見てないよ！」

「ならば良し」

　銀髪の少女は、赤いマントをなびかせ、腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちをしている。

　勝気な金色の瞳ひとみに、長い銀髪がサラサラと風に揺ゆれていた。

「そんなことよりも、なぜ死ぬことを受け入れたのだ？」

　僕は返答に困る。

　鉄骨に押し潰されて、走そう馬ま灯とうのようなものを見た覚えはあった。

　なにかを聞かれて答えた気もするが、現実感が伴ともなわず判然としない。

「死の淵ふちにあっても、生きたいと望むのが普通であろうが。生きることが楽しくないのか？」

　生きることが、楽しいか。

「……楽しくないよ」

　人の顔色を窺い続ける僕の生き方は、とても退たい屈くつで、疲つかれる生き方だ。

「でも──」

「よかろう！」

　銀髪の少女は僕の言葉を遮さえぎって、純真無む垢くな笑みを浮かべた。

「ならば、これからは余がお主の人生を面おも白しろくしてやる！　その代わり、命を賭として戦うのだ！」

「ええ……？」

　状じよう況きようが理解できない。

「戦うって何と？」

「先ほど、余が戦っておった相手を憶えておるか？」

　グーラと名乗った金きん髪ぱつの少女。

　或あるいは、世間を騒さわがせている〝血まみれ妖よう精せい〟。

「お主のせいで取り逃にがしてしまったが、あれは〝暴食〟の種族王グーラだ。そして、余は〝憤怒〟の種族王イラ・エンペルト・ドラゴニカである。余たちは幻想世界ギルテイアからやってきた」

「幻想世界ギルテイア……？」

「うむ。幻想世界ギルテイアとは、人間の欲よくのエネルギーで成り立つ、七つの種族が共存しておる世界である。それぞれの種族の長おさとして種族王が存在し、さらには、種族王の中から選ばれた煌こう帝ていによって、統治されておるのだ」

　こことは違ちがう世界。

「つまり、異世界ってこと？」

「その通りである」

　一いつ瞬しゆん、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ったが、空を飛んだり、体の周りに爆ばく発はつする光球を浮かべたりといった超ちよう常じよう的な現象を見たあとでは、異世界の住人であるという説明の方が正常であるような気がしてきた。

「此こ度たび、その煌帝の座をめぐっての皇位継けい承しよう戦争が、掟おきてに従ってこちらの世界で行われることになった。七種族のシンボルを奪うばい合い、全すべて集めた者が次の煌帝となるのだ。だから、余は他ほかの種族王たちと戦わねばならぬ」

「シンボルって、まさか──」

　僕は左胸を押さえる。

　そこに描かれている模様は、どことなく翼つばさを広げた黒い竜りゆうのようにも見えた。

「そう、お主の体内に入っているそれだ。シンボルとは種族の象しよう徴ちようであり威い信しん、そして、この世界で力を行使するための神器でもある」

「どうしてそんな大事なものを」

「元はと言えばお主が悪いのだ！」

　イラは拳こぶしを固く握にぎりしめ、

「死にたーい、とか、それでいいー、とか、もう許したー、とか、生なま温ぬるいことばっかり言いおって、余の目の前で気持ちの悪い笑えみを浮かべながら、容た易やすく死のうとするなど、腹がたって仕方ないわ！」

　両手を上げてイラは憤ふん慨がいしている。

「言ってない」

「言った！　聞いた！　余はそう思ったのだ！」

「思ったって、そんな勝手な……」

「ええい！　余のすることに口出しするでないわ！　とにかく、これからお主の中に埋め込んだシンボルを奪いに、種族王たちがこぞってやってくることになろう。お主はそやつらを、完かん膚ぷなきまでに打ち負かしてシンボルを余に献けん上じようするのだ」

「そんな無む茶ちやな……」

「そんな無茶な～」

　イラが僕の顔真似まねをする。

　いや、絶対にそんな変な顔はしてない。

「ではないわ！　命を救ってもらったのだから、お返しをするのが礼れい儀ぎであろ！　命は尊く、煌帝も尊い──つまりは、そう、等価交こう換かんである！　それに、余はシンボルを失った事により、ほぼ無力化しておる。他に誰だれを頼たよれというのだ！」

　本当に異世界から来たのならば、色々と大変なことだろう。

　命を助けてもらった恩義もある。そう考えると、僕の中の〝善人〟な部分がざわつき、何かしてやりたいような気持ちになってくる。

　僕に何かできるとは思えないけど。

「コラー！　余を檻おりの中で草を食はむ小さくて可愛かわいらしいウサギちゃんを見るような慈じ愛あいのこもった目で見るでなーい！」

「見てないって」

　イラは不服そうに頰ほおをふくらませ、唇くちびるをとがらせる。

「どちらにせよ、体内にあるシンボルが奪われたら、お主は死ぬのだからな」

「え？」

「少し考えればわかることであろ？　シンボルを与あたえる前の状態に戻もどる。つまり、先ほどのテローンとした瀕死の状態に戻るということだな。何もすぐに死ぬわけではないぞ。激痛に悶もだえ苦しみながら、地べたを這はいずりまわって、数分後に絶命するのだ」

　それは笑えない。

「さっきはわりと、楽な感じでいけそうだったんだけど……」

「ええい、余の目の前で死ぬなと言っておるのだ！　楽にも苦しくも、死なせはせん！」

　またもやイラは憤慨する。

　素す直なおな感情表現をみせるイラに、僕は少し戸と惑まどっていた。

「良いか。一見、治っているように見えても、お主の身体は体内にシンボルがあることで維い持じされておる。完治してシンボルを抜ぬくまでには、今いま暫しばらく掛かかるだろう。その間、種族王から奪われぬようにする必要がある。シンボルがなければお主は死ぬ。お主がいなければ余は煌帝になれぬ。そう、余とお主はもはや一いち蓮れん托たく生しよう。これも運命と思って諦あきらめよ！」

　運命と言うよりは、めぐり合わせの不幸とも言うべきか。

　そもそも、イラたちに関かかわらなければ、死にかけることもなかったのだ。

「さぁ、理解したなら、さっさと案内いたせ！」

「……案内って？」

「お主の家に決まっておろうが」

「僕の家に？」

「当たり前だ。どこに帰れというのだ？」

　イラは座りっぱなしだった僕に手を差し伸のべると、

「余はお主を必要としておる」

　初めて柔やわらかく微笑ほほえんだ。




　僕は幼い頃ころから、誰かに頼られることが、何よりも嬉うれしかった。

　それだけは、確かな自分の気持ちだった。

　だから、今はそれに従おうと思う。




　僕はイラの華きや奢しやな手を摑つかんだ。







　第二章　災難　Disaster







　高校進学を機に、僕は両親の遺のこしてくれた一いつ軒けん家やに一人で住むことにした。

　叔父おじと叔母おばは「いつまでもウチにいてくれていいのに」と言ってくれていたが、僕は一人で生活する道を選んだ。誰とも関わらなくてすむのが、気楽に思えたからだ。

　その判断が功を奏したというべきか、今、リビングでは銀ぎん髪ぱつの少女が大きめのシャツ一枚の姿で、漫まん画がを読んで楽しそうに、ゴロゴロしている。

　もし、叔父と叔母と一いつ緒しよに住んでいたら、一ひと悶もん着ちやくあったに違いない。僕は叔父や叔母に嫌きらわれたくないので、イラを家に招きいれることを反対されたら、素直に従っていただろう。きっと段ボール箱に『心優やさしい方、拾ってください』と書いて、イラを放り込んで、放置したと思う。

　ただし、そんなことをしているのが、人目にさえつかなければの話だが。

「ちょっとシャワーを浴びてくるよ」

「好きにするがよい。気き遣づかいは無用である。楽にせよ」

　まぁ、僕の家だし、そっちは楽にしすぎだけど。

　漫画が気に入ったのか、やたら機き嫌げんのいい異世界のお姫ひめ様。

　シャツの裾すそからパンツが見えそうになっているが──いや、そもそも、異世界に下着ってあるのかな、という疑問が胸をかすめ、すぐに自分を戒いましめた。

　男はいつでも邪よこしまな感情で身を滅ほろぼすのだ。気をつけなければならない。

　男子たるもの、常に硬こう派はたれ、である。

　パンツは見るものではなく、見せるものだ──これは、何か違うな。

　動どう揺ようを隠かくせない僕は、着き替がえ用の部屋着を摑んで、足早に風ふ呂ろ場ばに向かった。

　とにかく、重く血を吸ったこの学生服を、早く洗わなければならない。服を脱ぬぐと、想像していたよりも大量の血が身体からだに付着していて、気分が悪くなる。

　凄せい惨さんな事故現場、その被ひ害がい者しや、という言葉が想起される。

　イラのお陰かげでなんともないが、死ぬ直前までいったことを改めて実感した。

　ここにこうしていられる事自体、奇き跡せきに近いのだ。そう考えると恐おそろしくなってきた。

　僕はそんな思いを振ふり払はらって風呂場に入ると、シャワーを出した。

「冷たっ！」

　お湯にすると血が固まりそうなので、学生服を水洗いする。学生服から赤く染まった血がとめどなく流れ出て、また気持ち悪くなってきたので、昨日見た教育テレビの内容を思い出しながら洗うことにした。教育テレビの世界はいつだって平和だ。

　ついでに血のついた身体も洗う。

　ふと、左胸の刻印が気になったので、シャワーを止めて、鏡でよく見てみた。

　翼を広げたような竜の形。この左胸の中には憤ふん怒どのシンボルが入っている。

　シンボルというのはイラが光球を出した時に、握っていた赤い駒こまのことだと思う。

　試ためしに、左胸を強く押してみた。中に何か入っているような感じはない。

　その時、風呂場のドアがいきなり開いた。

「余も湯ゆ浴あみをしたいのでな？　その、しゃわあとやらの使い方を教えよ」

「うわぁ！」

「うわぁ！　ではないわ。早く教えよ」

　こっちが座っているせいか、銀髪の少女のスラリと白くて長い足がやたら強調されて見えた。心しん拍ぱく数すうが、急きゆう上じよう昇しようする。

　僕は慌あわてて近くにあったタオルで身体を隠した。

「……えっと、このレバーを左にやるとお湯が出て、右だとここから水が出る。お湯の温度はこっちの。このメモリあたりでちょうどいい温度だと思う」

「ほうほう」

　イラが屈かがむと、サイズの合ってないシャツの胸むな元もとがあらわに──いかん、イカガワシイ感情は身を滅ぼすのだ。僕は目を逸そらす。

「こうか？」

　レバーを倒たおしたイラの顔に向けて、シャワーがかかる。

「ぷわ！　なんだ、よせ！　余の顔にいきなり何をするのだ！」

　僕はレバーを元に戻してシャワーを止める。

「……どういう仕組みになっておるのだ。まことに恐ろしいな」

　濡ぬれてべったりとシャツが張り付いたイラの身体のラインが──落ち着け。

「そ、そこの棚たなの上に、バスタオルがあるから、それで身体を拭ふくといいよ」

「ほう。ばすたおるとな。どれ……これか。おお、フワフワして気持ちが良い」

　イラが風呂場から出ていって、僕は気を落ち着かせる。

　異世界にもちゃんと下着があるらしい。いや、違ちがう。教育テレビの内容を思い出せ。平和について考えろ。平和な教育テレビの世界にはイカガワシサなど存在しないはずだ。

「風呂場は狭せまくて二人ではおれぬな。早く上がるのだぞ！　交こう替たいだからな！」

「わ、わかった！」

　シャワーを水に変えて、頭にかける。とにかく今は、冷静にならなくてはならない。

　何か他ほかのことを考えよう。

　そういえば、今日の晩ばんご飯はんは──。

「あ」

　慌ててシャワーを止め、風呂場から出る。濡れた髪かみもそのままに、バスタオルを手にとって腰こしに巻き、そのままリビングへと向かった。

「イラ、ちょっと隠れて──」




　だが、時は既すでに遅おそかった。




　リビングではイラと、片手鍋なべを持ったショートカットで小こ柄がらなセーラー服少女が鉢はち合あわせしていた。濡れた髪を拭いている銀髪の少女と、バスタオル一枚の裸はだかの男。
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　この状じよう況きようはどう考えても──。

「ねぇ、レイジくん」

　ショートカットの少女が、無表情なままゆっくりと僕へと視線を向けた。

　どうあがいても、絶望だ。

「九十五点」

　しかし、謎なぞの採点が行われた。

「この子、九十五点の可愛かわいさだよ。ほぼ満点に近いよ！　ホットケーキにメープルシロップをかけて、さらに粉砂糖をふったくらい完かん璧ぺきだよ！　どこからこんな秘密兵器持ってきたの」

　恐れたような展開にはならずに、独自思考に走る少女は、従姉妹いとこの如月きさらぎ萌もえ花かである。

　同い年だが兄妹きようだい同然に育ち、別居してからもご飯の用意をしてくれたり、朝迎むかえに来てくれたりと、甲斐かい甲斐がいしく世話を焼いてくれている。

「強敵過ぎる……」

　萌花は片手鍋を手に持ったまま、何事か悩なやみ、

「うん、ちょっと水着に着替えてくる！」

　と、踵きびすを返そうとした。

「待てい！　余にもそのミズギとやらを用意いたせ！　この服は、濡れていて気持ちが悪い！」

　イラの制止に、動きを止める萌花。

「ということは、水着勝負に──？」

「ほう？　余に勝負を挑いどむか！　受けて立つぞ！　〝毒を持った荒あらぶる銀の薔薇ばら〟とも呼ばれた余に、生身の人間でありながら挑むとは恐れを知らぬ奴やつめ！　フフ、気に入ったぞ。恐きよう怖ふと絶望の中で、己おのが無む謀ぼうを悔くやむが良い！」

　そう呼んだ人は、褒ほめるつもりが全くなかったと思う。

　話がどんどん訳の分からない方向にそれていく。

　勝ち誇ほこっているイラと、牙きばを剝むいた小動物みたいな萌花は互たがいに視線を交かわす。

「……ダメ」

　萌花は片手鍋を持ったまま、

「負けた。水着になっても勝てる気がしない……私にもっと胸があれば、さらなる加点も見込めたのに」

　がっくりと肩かたを落とした。

「目測で己おのれの力量を測ることが出来たか。フフ、賢かしこい奴よ。何も恥はじることはない。それだけの眼識を誇るがよかろう！」

　放っておいても大だい丈じよう夫ぶそうなので、とりあえず僕は風呂場まで戻もどって着替えることにした。




　　　　※




「幻想世界ギルテイアは、こちらの世界の欲よく望ぼうや感情のエネルギーで成り立つ世界である。そこには欲望や感情を司つかさどる種族がそれぞれに存在しておる。すなわち、

〝憤怒〟の竜りゆう種しゆ、

〝傲ごう慢まん〟の幻げん獣じゆう種、

〝嫉しつ妬と〟の海種、

〝怠たい惰だ〟の野や獣じゆう種、

〝強ごう欲よく〟の鳥ちよう獣じゆう種、

〝暴食〟の昆こん虫ちゆう種、

〝色しき欲よく〟の有角種。他にも種族はいるが、大きく分けてこの七つの種族である」

　萌花から真っ白なワンピースを借りたイラは、三人にん掛がけソファの上にちょこんと座って、麦茶をストローで飲んでいる。

「かつては種族同士の争いが絶えなかったことから、全すべての種族をまとめる者──煌こう帝ていをそれぞれの種族の長である種族王の中から選び、統治することになったという歴史があるのだ。まぁ、今でも小こ競ぜり合いはよく発生しておるがな。此こ度たび、その煌帝が廃はい位いになったことから、新煌帝を選ぶ皇位継けい承しよう戦争が行われることとなった」

　リビングでは状況を理解していない萌花と、僕へのおさらいとして、イラによる説明が行われていた。

「皇位継承戦争は、種族同士が大規模に戦争をすることを避さけるため、それぞれの代表として各種族王たちがこちらの世界にやってきて、互いに持っている力の象しよう徴ちようであるシンボルを奪うばい合うのが決まりとなっておる。こちらの世界に来るのは、煌帝たる資質を学ぶため、とも聞く。もちろん、全てのシンボルを集めたものが煌帝となるのだ」

　隣となりでお盆ぼんを抱かかえ、ふんふんと頷うなずいている萌花が口を挟はさんだ。

「つまり、ファンタジーってこと？」

　細かいことは気にしないのが萌花の生き方である。

「なんだそれは？」

「イラちゃんの世界は、ドラゴンや王様やお姫様がいたりする世界ってこと」

「その通り。余が〝憤怒〟の種族王、竜りゆう姫ひめイラ・エンペルト・ドラゴニカである」

　萌花が両手で猛もう獣じゆうが襲おそい掛かかるポーズをし、

「本当は、がおー、なんだ？」

「がおー、である！」

　同じようにイラも返した。

「いいね。私も協力する」

「うむ。協力せよ。物分かりの悪い誰だれかと違って、余も心強い」

　よくわからないが、意思の疎そ通つうは出来たようだ。

「じゃ、温めているカレーの様子を見てくる」

　普ふ段だんからあまり表情の変わらない萌花だが、心なしかキッチンに向かう足取りが軽かろやかだ。そういえば、彼女はおとぎ話や、ファンタジー小説が大好きだった。

「ところで、グーラのことなんだけど──」

　僕は世間を騒さわがせている〝血まみれ妖よう精せい〟の話をイラに聞かせた。

「それは、グーラの仕し業わざに相そう違いないな」

　イラはペンギンのクッションを抱えてゴロゴロし始めた。

「あれの能力は、他人の血を吸って力に変えると聞いておる。何でも血を吸われた者は、心を失って身体からだも動かせず、会話すらもできなくなるらしい」

　それならば、色々と辻つじ褄つまが合う。

　Ａ区多発失血事件の犯人は、〝暴食〟のグーラ。

　皇位継承戦争のために、こちらの世界にやってきたグーラが、手当たり次し第だいに血を吸って力を蓄たくわえた。その姿が目もく撃げきされて〝血まみれ妖精〟の噂うわさとなったわけだ。

「余がもっとも煌帝に相応ふさわしくないと思っておるのがグーラでな。幻想世界ギルテイアでも評判は散々であった。〝暴食〟は昆虫種、感情が希き薄はくな種族である。グーラにしても、性格は残ざん忍にんで冷れい酷こくでワガママ、なんでも、相手の恐怖を舐なめて味わうとか」

　そういえば、グーラに顔を舐められた覚えがある。

　それを思い出すと、再び鳥とり肌はだが立った。

「その、血を吸われて心を失った人たちを元に戻す方法って──」

「余は知らぬ。親しい知人でも被ひ害がいにあっておるのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「お人ひと好よしだの。他人の心配をしている余よ裕ゆうなどないぞ。いつ、他の種族王に挑まれるかもわからんのだ。七種族の中でも最強の力を持つ〝憤ふん怒ど〟の余が、真っ先に狙ねらわれることはなかろうが、力を失ったことが知られれば──」

　アクティブにゴロゴロし続けたイラは、ソファの背もたれに両足をかけ、今では逆さまになっていた。その状態で、ニヤリと不敵に笑う。

「フフ、面おも白しろくなってきおったな」

「その自信が一体どこからくるのか不思議だよ」

「心配するでない。余には秘策があるからの。全てはお主自身の頑がん張ばりにかかっておることに違ちがいはないが」

　イラはそのままズルズルとずり落ちて床ゆかに仰あお向むけになった。

「僕に何かできるとは思えないけど」

「今までのお主では無理であろう。しかし、今は〝憤怒〟のシンボルが身体に埋うめ込まれておるからな。そうだな……」

　再び、もそもそとソファによじ登り、背もたれの部分に抱だきついてこちらを向く。

「即そく死ししない程度の怪け我がならば、すぐにでも治してやることができる」

　それはそれで凄すごいけど、根本的な解決にはならない。

　僕は何の取り柄えもないごく普ふ通つうの人間なのだ。

　あんな異常な戦いの中、〝怪我が治してもらえる〟だけで、何の役に立てるというのか。

　思案する僕の前で、イラはソファの上ででんぐり返しをしていた。

「ところで、さっきから何をやっているんだ？」

「この物体の使い方を模も索さくしておるところだ」

「それはソファっていって──」

「みなまで言うな。腰こし掛かけであることはわかっておる。しかし、余くらいの器うつわとなれば、新たなる可能性を見み出いだしてやることもできよう」

　子供が遊んでいるようにしか見えないけれど。

「とにかく、グーラには多少なりとも手傷を負わせておるし、煌帝最有力候補である余に目をつけられたからには、もう表立っては動けまい。こちらから探さぐりだして先手を打つのが良かろうな」

「先手を打てたとしても、戦いになったら勝算は無いよ」

「なにも戦せん闘とうだけが勝敗を決する方法とは限らぬぞ。挑ちよう戦せんを申し込む方がルールを提示し、相手がそれを承しよう諾だくすれば、その勝負方法で戦うことができる。皇位継承戦争は、煌帝を決めるためのもの。まっとうな勝負方法を申し込まれて断るとなれば、己の格を下げるも同じ。種族の代表として恥ずべき行こう為いよ。まぁ、グーラはそんなこと全く気にしておらぬようだが」

「だとしたら、今日みたいに断られる可能性の方が高いんじゃ？」

　ソファの可能性を探っていたイラはバランスを崩くずし、転がり落ちて机の脚あしに額をぶつけ、「おふっ」と声をあげた。

「だ、大丈夫？」

　額を押さえて悶もん絶ぜつしていたイラが涙なみだ目めで立ち上がる。

「うっ……うう。要するにだ！　相手が断らないような条件にすれば良いのであろうが！　グーラの方が有利であるとか！　余を倒たおせる絶好の機会に見せるとか！　色々あるであろ!?　お主が考えよ！　余は知らぬ！　考えぬ！　もうソファでは遊ばぬ！」

　やはり遊んでいたらしい。

「はーい、ご飯ですよう」

　その時、カレーを温めていた萌花がこちらにやってきた。

　テーブルの上に、カレーライスと大盛りのサラダが置かれる。

「おお、実に美味うまそうな匂においであるな」

　イラはケロッとした様子で目を輝かがやかせた。

「これはなんという料理だ？」

　僕の分のカレーライスも置きながら、萌花はイラに説明する。

「カレーっていうの。うちのはインド人のクンさん秘伝のスパイスの調合で辛から口くちなルーに、隠かくし味にバナナを潰つぶしたものを入れてるの。美味おいしいよ」

　クンさんというのは、駅前にあるカレー屋『ダルマ』の店主だ。陽気な関西弁を話し、やけにテカっているオデコとカールしたひげがチャームポイントである。

「ほう。華か麗れいか。なるほど。余が食するに相応しい名であるな」

　実際、萌花の料理の腕うでは抜ばつ群ぐんに秀ひいでている。

　普段はおっとりとしている彼女であるが、料理には一いつ切さい妥だ協きようせず研究を怠おこたらない。

　料理を始めた頃ころに、「胡こ椒しよう少々って何グラムだと思う？　適当にされたら困るんだよね。こっちは美味しい料理を作るのに、命をかけてるんだから」と、料理本の出版社に電話で問い合わせたこともあったくらいだ。

「さあ、召めし上がれ」

　僕はスプーンを手にとって「いただきます」と、カレーを口に運んだ。

　やはり、美味かった。食べたあとからやってくるピリリとした辛さ。

　カレーはこれくらい辛くなくてはならない。

　その様子を見ていたイラも「いただいてやろう」と座り、同じようにスプーンを手に取ってカレーを口に入れた。

「……ぐむ」

　一口食べて、イラは口元を押さえる。

　異世界の住人には、こちらの料理が口には合わないのだろうか。

　イラは再びカレーを口に運ぶと、今度はプルプルと震ふるえだした。

　まずいのか？　と聞こうとして、僕は自制する。萌花の前でそんなことを口にしたら、どんな事態を引き起こすか想像もつかない。

　さらに、三口目を口に運んだイラは立ち上がり、庭に面したガラス窓を開け放って──。




「コラァ───────────！」

　と、炎ほのおを吐はいた。




　暗くなりかけた空を一いつ瞬しゆんだけ明るく照らす、オレンジ色。

　足早に帰ってきたイラは、

「萌花は、恐おそろしい料理を作る……」

　と、意い気き消しよう沈ちんした様子で俯うつむいた。

「あまりの美味さに、自分では制せい御ぎよ出来ぬほどの激情を引きずり出されたわ……戦いであればいざしらず、敵もおらぬのに力を誇こ示じするとは。なんたる滑こつ稽けい、末代までの恥はじ。今の事は内ない緒しよにして欲しい。わかっておるな？　誰にも内緒だぞ」

　恥はずかしいのか、耳まで真っ赤にしている。

　しかし、それならば、「コラー！」ではなくて、「ウマーイ！」と表現すべきだと思う。

「さっきの炎ってどうやって──」

　それにしても、炎を吐ける身体の仕組みが気になった。

「ええい！　聞くでない！　余は本気で恥じておる。それに、まさかこの姿でも華麗を口にすれば、ブレスが吐けるとは想定外であったわ。華麗とは、まことに恐ろしい食べ物であるな」

　この姿でということは、イラには別の姿があるのだろうか。

「はぁ、びっくりした」

　隣となりで萌花も驚おどろいていた。

「辛いと口から火が出るって本当だったんだね」

　僕は「そうだね」と相あい槌づちを打った。

　この先どうなるのか不安ばかりだったが、萌花のお陰かげで今は平和に思えた。




　我が家ではしばらくカレーを自重することが決定した。




　　　　※




「おおおわ？　セーラー服とな？　実に動きやすく洗練された服よ。余の着る服に相応しいわ！　だが、胸まわりの生き地じに少し圧あつ迫ぱくされるな？　こんなものなのか？」

　朝のリビングには、萌花のスペアのセーラー服を着てはしゃいでいるイラに、心なしか口をとがらせて、自分の胸を確かめている萌花がいた。

　イラは萌花より、頭一つ分小さい。

　二人とも華きや奢しやな体つきなのだが、萌花の胸はイラより薄うすいらしい。僕は起きたてのうまく回らない頭でぼんやりとその光景を眺ながめ、トーストをかじっていた。

　萌花は歩いて十分程度の所にあるマンションに叔父おじや叔母おばと暮らしているが、登校前に我が家に寄ることを常としていた。今日はかなり早めに来て、朝食の用意もしてくれている。いつも世話になっている身としては、萌花には頭が上がらない。

「どうして、制服を着てるんだ？」

　僕の言葉に、イラが腰こしに手をやって自じ慢まんげに答えた。

「それは、余もお主や萌花と一いつ緒しよにガッコウに行くからである！」

「へぇ……」

　コーヒーを手にとって飲む。

「ん？　僕の高校に行くのか？」

　フッフッフと不敵に笑ったイラは、腰につけた金色のベルを手にとって見せた。

「これは〝刷り込みの鈴インプリンテイング・ベル〟と言ってな。つけておるだけで、その場に違い和わ感かんなく溶とけ込めるという素す晴ばらしい道具なのだ！　音色を聞かせた相手に軽い暗示をかけることも可能であるぞ。ガッコウには人がたくさん集まるのであろ？　グーラや他ほかの種族王の動向がわかるかもしれんし、この世界のことを知るのにも役立つしの。何よりも、こんなところに一日いても暇ひまなだけであろ？　余はこの世界を楽しみたいのだ！」

　萌花はそんなイラを見て、クスクスと笑っていた。

「レイジよ。見るがいい、この装備を」

　イラが右みぎ腕うでにつけているのは、花はな柄がらで水色のシュシュだった。

「ガッコウでは、余のようなロングヘアーは禁止されておるので、これを使って、こうやって……このように、ぽにいているにすると良いらしい！　どうだ？　可愛かわいかろ？」

　クルッと回ってみせる。確かによく似合っていた。

　イラは見つめられていることを急に意識したのか、

「コラー！　いくら可愛いからって余を飢うえたケダモノみたいな目で見るでなーい！」

　と、両手を上げて嬉うれしそうに憤ふん慨がいした。

「見てないよ」

「フフ、仕方ないの。今回は特別に許してやろう」

　イラは生意気な感じで微笑ほほえむと、ポーズをとってみせた。

　どうやらシュシュをとても気に入っているようだ。

「でも、校則だとゴムで留めないといけないんじゃ？」

　視線をやると、萌花は胸を張って答える。

「イラちゃんは本当の生徒じゃないからいいの」

　確かにそうだ。

「余はガッコウが楽しみである」

　ソファにダイブしたイラは、足をばたつかせ、待ちきれない様子で頰ほお杖づえをついた。

　学校とはそんなに楽しい場所だったか？

　僕はトマトにフォークを突つき刺さしながら考えた。

　穏おん便びんに暮らすには、ひどく神経を遣つかう場所だ。

　目立ち過ぎれば嫉しつ妬とされ、距きよ離りを置き過ぎれば不満を買う。

　多くの人間の中で生活すれば、それだけ多くの関わり合いを持つことにもなる。

　つかず離はなれず、好かれず嫌きらわれず。

　空気みたいな存在でいられるように、僕はいつも細心の注意を払はらっている。

　しかし、いつからこんなに難しく考えるようになったのだろう。

　僕は素す直なおで純真なイラを羨うらやましく思った。

「学校では目立ち過ぎない方がいいよ」

　独り言みたいに、呟つぶやいてみる。

　萌花が顔を曇くもらせ、一方、イラは聞こえなかったのか、ご機き嫌げんなままで鼻歌を歌っていた。いつの間に覚えたのか、それは露ろ骨こつな商業主義に走るアイドルグループの流行曲だった。僕はトーストを食べ終えて、コーヒーを胃に流しこむ。

　そして、深くため息をついた。




「今日は一日かけて、ガッコウを見て回る。明日にはジュギョウも受けるつもりであるから、必要な物を用意しておくのだぞ！」

　高校に到とう着ちやくするなり、イラはそう言い残して、脱だつ兎とのごとく駆かけ出し、行方ゆくえ不明になった。僕には何らかのトラブル発生は、回かい避ひ不可能に思えた。




　しかし、僕の不安は杞き憂ゆうのまま、何事も起こらずに放課後を迎むかえる。

　イラは昼にも姿を見せず、今もどこで何をしているのか全くわからない。

　捜さがしに行くべきかどうか思案していると、不意にクラスメートの男子に声をかけられた。

「わりぃ、掃そう除じ当番替かわってくれねー？」

　確か、名前は小こ松まつ野のだったか。クラスでもお調子者で名が通っている。

　小松野は手をあわせてこちらを拝む。

「部活の用があってさ、急いでるんだ！」

　掃除当番になる度たびにそんなことを言っている気がした。

　でも、僕は普ふ段だん通りの〝善人〟ぶりを発揮し、

「ん。いいよ」

　と、再び鞄かばんを机の上に置いた。

「まじで助かるわ。よろしくな、レイジ」

　僕は返事の代わりに笑え顔がおで返した。

　気安く下の名前で呼ばれはしたが、高校生活が始まってまだひと月あまり。小松野とは顔を知っている程度で、それほど親しい関係ではない。

　むしろ、名前を憶おぼえられていたことに、驚いたくらいだ。

「それじゃ、頼たのむわ！」

　用は済んだとばかりに、小松野は鞄を担かついで教室から出ていった。

「ちょっと、本当にいいの？」

　近くにいたお下げ髪がみで眼鏡の──いかにもクラス委員長を絵に描かいたみたいな女子が、不服そうな顔で僕に聞いた。

「あいつ、帰宅部だよ？」

　彼女の名前は、滝たき川がわさんだったか。

　同じクラスメートなのに、名前を言い間ま違ちがえたり、憶えていなかったりすると嫌われる原因にもなりかねないので、僕はできるだけ顔と名前を一いつ致ちさせて憶えることにしている。

「あ、そうなんだ？」

　噓うそは良くないな、と思った。

　一つ噓をつけば、雪だるま式に噓を重ねることになってしまう。

　それは巡めぐり巡って自分の首を絞しめることになるのだ。

　噓なんてつかなくても、頼まれれば、僕は掃除当番でも何でも引き受けるというのに。

「あ、そうなんだ？　じゃないわよ。前から思ってたんだけど、結ゆう城きクンって、かなりのお人ひと好よしじゃない？　ほとんど毎日掃除やってるし」

「そういえば、そうだね」

　好きでやっているわけではないが、断らないのがポリシーなので仕方がない。

　事実、毎日誰だれかしらの掃除当番を引き受けている。

「そうだね。じゃないわよ。〝頼みごとをするならレイジに〟って、男子の合言葉みたいになってるんだから」

　なるほど、それで、あのお調子者な小松野も僕の名前を知っていたのか。

　そんなことよりも、男子って言い方が、彼女のクラス委員長的な風ふう貌ぼうによく似合っているなと僕は思った。

「いつも面めん倒どう事を押し付けられてさ。そんなことじゃ、あの小動物みたいなカノジョに、愛あい想そつかされるよ？」

　おそらく、その小動物みたいな人は、カノジョではなく、従姉妹いとこなのだけれども、誤解があったところで特に問題もないので否定はしなかった。

「いや、すぐに帰っても暇だったから」

　心にも思ってないことを言ってみる。

　かくいう僕も、幼い頃ころの虚きよ飾しよくのせいで、こんな風に噓をつかなくてはいけなくなっている。単純な噓をつくよりも、自分を偽いつわることの方が、よほど悪いことかもしれない。

「ふーん」

　委員長っぽい滝川さんは、珍めずらしい生き物でも見るような目で僕をまじまじと見て、

「なんか愛想笑いが顔に張り付いているって感じ」

「え？」

「なんでもない。私も当番なんだ。さっさと掃除終わらせよ？　机を拭ふくの、お願い」

　興味を失ったみたいに、くるりと僕に背を向けた。

　僕は不ふ愉ゆ快かいにさせたかもしれないなと不安に思いながらも、教室の掃除に取り掛かかることにした。机を教室の後ろに運び終えた後で、ロッカーからバケツと雑ぞう巾きんを取り出すと廊ろう下かに出る。

　手洗い場でバケツに水をいれながら、なんとなく鏡に映った自分の顔を確かく認にんしてみた。

　愛想笑いが顔に張り付いている？

　言われてみればその通りだ。

　とりあえず笑っておけばいいという浅い考えから、いつも笑顔でいることが多い。

　でも、今までは指し摘てきされたことがなかった。

　委員長っぽい滝川さんが鋭するどいだけなのか、それとも、もう通用しないのか。

　笑顔が通用しなくなるのは、面めん倒どう臭くさいなと思った。

　いつの間にかバケツの水が溢あふれていたので、僕は慌あわてて水を止める。

　ふと、通りすがりの男子たちが話す声が耳に入ってきた。

「体育館、すごいらしいぜ！　男子バスケ部相手にポニーテールの外国人がダンクシュート決めてるってよ！」




　あの歩く自然災害みたいなお姫ひめ様が、じっとしているはずがなかったわけで。




　　　　※




　銀ぎん髪ぱつのポニーテールを揺ゆらして、男子バスケ部員の間をドリブルで駆け抜ぬける姿は、まるで銀色のイナズマのようだったと後に語られた。




「余が気に入らないのは、遠くからごおるを決めた方が、ぽいんとが高いという所である。戦せん闘とうの華はなは近接にある。敵てき陣じん深くに入り込み、最高の一いち撃げきを食くらわせることが最も難しく、最も美しい。遠えん距きよ離りから攻こう撃げきするのは王者であり、近きん距きよ離りから攻撃するのが勇者である。たとえぽいんとが低かろうとも、余に挑いどむ限り、お主たちは勇者であれ！」

　セーラー服でバスケットボールを小こ脇わきに抱かかえた、怒いかれるお姫様はプレーに参加した男子バスケ部員を全員正座させて、説教を垂れていた。

　人だかりができた体育館で、その光景を目にした僕は目眩めまいを覚える。

「技量は確かにお主たちの方が一枚も二枚も上であろう。しかし、余を見くびったことがお主たちの敗因よ。一対一などではなく、多数で勝負を挑めば良かったのだ。眼識の狭せまさと油断、それが敗北へと繫つながったのである！」

　勝負に負けたらしい男子バスケ部員は、ただ黙だまって聞いている。

　一見か弱そうな女の子ひとり相手に、それなりに練習を積んだバスケットボール経験者が複数で勝負を挑むなんてことは、普ふ通つうしないと思うけど。

「コラー！　余を傍ぼう若じやく無ぶ人じんな暴君を見るような恐きよう怖ふに畏い縮しゆくした目で見るでなーい！」

　とにかく、目立ち過ぎだ。僕は野や次じ馬うまをかき分けて、イラへと近づく。

　それが大誤算だった。

　目立ちたくないのならば、僕はこの輪の中に入るべきではなかった。

　今までどおり、平へい穏おんで平和に生きていくならば、イラのことなど放っておいて、素知らぬ顔で教室に戻もどるべきだったのだ。

「おー、レイジではないか！」

　周囲の視線が僕に集まる。どよめく観衆。しまった、と思った時には既すでに遅おそかった。

「ガッコウは間違いなく楽しいぞ。生きることが楽しくないと感じるのは、お主の態度に問題があるのではないか？」

　屈くつ託たくのない笑顔で、こちらに近寄ってくるイラ。

　僕の思考は停止し、それに合わせて体の動きも止まる。

　全脳のう細さい胞ぼうがフル回転して、この状じよう況きようからどうやって逃にげるかを考えようとする。

　しかし──。

「余は汗あせをかいた。お主の家でシャワーを浴びたいぞ」

　刺さすような周囲の好こう奇きの視線が痛い。

　それでも、まだ、大だい丈じよう夫ぶ。まだ、取り返しはつくはずだ。

「今日は一いつ緒しよにシャワーを浴びるか？」




　僕の平穏な日常が、音をたてて瓦が解かいした。







　第三章　傲慢　Pride







「素す晴ばらしい！　なんと巨きよ大だいで立派な鏡だ！　勇ゆう猛もうな俺を映すのに相応ふさわしい！」

　彼は歓かん喜きに打ち震ふるえていた。

「必ずこの世界も手中に収めてやる！」

　彼には大きな野心があり、そして、それに見合う力もあった。

「見ろ！　全すべての鏡が映し出す、俺の姿のなんと勇ましいことか！」

　黒のブーツに革かわのパンツ、濃のう緑りよく色しよくのタンクトップで、両手にはグローブ。胸むな元もとには銀色のペンダントが輝かがやいている。

　彼は自らの力を誇こ示じするように拳こぶしを振ふるった後、片手で顔を覆おおってポーズを決めた。

「やはり、どこから見ても王者としての威い厳げんに満ち溢れている！」

　ウェーブがかった髪かみを無造作に後ろに流し、精せい悍かんな顔立ちをした青年の姿を、鏡面加工したビルのガラスが映し出していた。

　彼は公園の街路灯の上に立ち、ガラスに映る自分の姿に見み惚とれている。

「あー、そこの君！　危ないから降りなさい」

　数時間もの間、街路灯の上で意味不明なことを言いながら、変な動きをする怪あやしい人物がいる、との通報を受けて、数人の警察官がやってきており、拡声器を手に声をかけていた。道行く人たちは関かかわりあいになりたくないようで、ちらりとは見ても、足を止めることはない。

「俺は絶対王者！　向かうところに敵なし！　ハッハッハ！」

「君、名前は？　早く降りなさい！」

　ようやく、彼は眼下にいる警察官たちに気づいた。

「名前を名乗りなさーい！」

　彼はじっと見下ろした後、右手を高く掲かかげると、叫さけんだ。




「獅し子し王、ただ勝────つ！」




　それを聞いた警察官は隣となりの同どう僚りように「シシオ、タダカツ。うん。犯罪歴から洗って、それと近くにあるそっち方面の病院からの脱だつ走そう者がいないか連れん絡らくとって」と小声で話す。

　彼は自分の言葉で眼下が静かになった事に満足すると、街路灯から跳ちよう躍やくした。

「落ちたぞ！」

　一人の警察官が叫び、辺りに緊きん張ちようが走る。

　しかし、彼は軽かろやかに着地すると、そのまま悠ゆう々ゆうと歩き始めた。

　かなりの高さから飛び降りたにもかかわらず、平然としている彼に動どう揺ようする警察官たちだったが、自らの職務を思い出して、彼を取り囲もうとする。

　そんな警察官たちを片手で制して、彼は口を開いた。

「〝愚者は従うトラスト・ミー〟」

　もう片方の手にはいつの間にか、獅子の形を模した濃緑色の駒こまが握にぎられている。

「控ひかえろ」

　その場にいた警察官全員が膝ひざをつき、額を地面に擦こすりつけた。当の本人たちも、なぜそんなことをしたのかわからず、頭を下げたまま、口々に驚おどろきの声をあげる。

　少し離はなれた所にいた腰こしの曲がったお爺じいさんが、ポカンとその様子を眺ながめていた。

「まずは俺が最強であることを、証明せねばならんな」

　そして、彼は振り返って呟つぶやく。

「あれを使ってみるか」




　警察官たちが顔を上げた時には、彼の姿は既になかった。




　　　　※




　面めん倒どうな事になった。




　留学生の結ゆう城きイラは、つい最近転校生としてやってきて、同い年ながら僕とは血の繫がらない義理の妹であり、一緒に暮らしているのだという。さらには、外国人とのハーフであるが、こちらの国で育ったので外国語は全く話せないそうだ。

　姿を見ないと思っていたら、〝刷り込みの鈴インプリンテイング・ベル〟を駆く使しして、職員室で自分に都合の良い設定作りを行っていたらしい。もちろん、「先生さえ押さえておけばこっちのものだよ」という萌もえ花かの入れ知ぢ恵えである。

　そのおかげか、今ではイラは僕と机を並べて、授業を受けることが出来ていた。

　彼女のお気に入りは日本史、世界史、生物の授業で、その他ほかの授業は寝ねている。

　もとい、全力で寝ていた。

　教科書を持ってないので、僕と席をくっつけて授業を受けているのだが、リアクションは大きいし、頻ひん繁ぱんに僕に話しかけてくるなど、とにかく目立って仕方ない。目立つことを恐おそれる僕にとっては、迷めい惑わく以外の何物でもなかった。

　さらに、イラの学校生活の本分は、放課後にこそあった。

　男子バスケ部員を倒たおした次の日には、テニス部で県大会上位の記録を残す部長を破り、その次はサッカー部の練習に横から入り込み、ボールを奪うばってゴールを決めたりした。

　運動部だけでなく、文化部にも顔を出し──こちらはあまり得意ではないらしいが、毎日一つずつ、全ての部活動を制せい覇はしていくと意気込んでいる。

　そんなイラの挑ちよう戦せんを見守る人たちで〝イラの活かつ躍やくを見守って説教を聞く会〟がいつの間にか結成され、学校ではすっかり時の人となっていた。

　一いつ般ぱん人であってもそれだけ動き回れば注目されるのに、イラの場合、自分たちとは違ちがった風ふう貌ぼうで、しかも顔立ちも良いので、さらに人気に拍はく車しやがかかったようだ。

　そんな誰だれもが注目する時の人の、かなり近い存在と認にん識しきされた僕の立場は大変だった。

　クラス内はともかく、クラス外からも知らない人にイラのことを聞かれ、新聞部からはストーカーのごとくつきまとわれてインタビューされ、馬ば鹿か正直になんでも話そうとするイラの言動を制せい御ぎよするために、アイドルのマネージャー的行動を強しいられている。

　休み時間もイラの席の周りには女子が集まり、僕の席の周りには男子が集まる事態になっていた。

　男子も素す直なおにイラの所にいけばいいのに、なぜ、僕の周りに集まって、イラの情報を聞き出そうとするのか、理解し難がたい。思春期なんて発動させずに、女子の中に交ざればいいのに。

　そんなことを思いながらも、僕はいつもと変わらない調子で〝善人〟を演じ、終始笑え顔がおを振りまいて、愛あい想そよく適当に話を合わせていたが、心の休まる時がなかった。

　僕はあと何回、一緒にシャワーなど浴びてないことを説明すればいいのか。

　靴くつ箱ばこに入れられた、嫉しつ妬とに狂くるった男からの呪のろいの手紙を捨てる毎日にはもううんざりだ。

　瞬またたく間に一週間が過ぎ、僕は心から、以前の平穏な日常を望んでいた。




「学校とは、実に楽しい場所であるな」

　昼休み、屋上。

「……冗じよう談だんじゃないよ」

　毎日繰くり返される質しつ問もん攻ぜめと、イラとお近づきになりたい男子たちの対処にグロッキーな僕はそう呟いて屈かがみ込む。

　その隣で萌花は無関係な顔をして、壁かべにもたれて小説を読んでいた。タイトルは『羊をめぐる冒ぼう険けん』とある。きっと、眠ねむれなくなった男が、羊を探す冒険譚たんなんだろう。

　元気いっぱいなイラは、フェンスにしがみついて外の景色を見ている。

「いろんな人間がこれだけ集まっておるのだ。何も起きないなんてことがない。実におもしろいではないか。幻想世界ギルテイアでは、余はお飾かざりとして扱あつかわれ、日々が本当に何もない繰り返しで、飽あき飽きしておった」

「イラが居ない時は、何も起こらないのが日常だったんだ」

　僕としては毎日何もない方が気楽でいい。

「レイジよ。この前知ったのだが、イベントを起こすためには、フラグとやらを立てる必要があるらしいな」

　この間、イラが恋れん愛あいゲーム同好会にも突とつ撃げきしていたことを思い出す。変な知識ばかり増やさないで欲しい。

　イラはフェンスを手で摑つかんで押したり引いたりしながら、

「ゲームの中では〝会いに行く〟〝会いに行かない〟という選せん択たく肢しが現れて、〝会いに行かない〟を選ぶと、フラグが立たずにイベントが起きないのだという。余はそれを知って気づいた」

　そう言って振り返った。

　勝気な金色の瞳ひとみがこちらを見つめ、銀ぎん髪ぱつのポニーテールが揺ゆれる。

「お主は常に、フラグの立たない〝会いに行かない〟選択肢ばかりを選んでおるな？」

　まさしくその通り。

「その選択肢が出たら、間ま違ちがいなく、僕は〝会いに行かない〟を選ぶよ」

　フラグなんて立たなくていいし、イベントなんて必要ない。

　その度たびに人と関わるのは、面倒事が増えて疲つかれるだけだ。

　小説を読んでいた萌花が、なにか言いたげにちらりとこちらを見て、すぐに逸そらした。

「それがダメなのである。ゲームでは〝会いに行かない〟を選び続けると、話も進まないままに物語が終わるらしい。現実の世界もそれと同じだと余は思うぞ。〝会いに行かない〟を選び続けることの何が楽しい？　何も起こらず、何も進まない。余はつまらぬと思う」

　違う。そうじゃない。

　僕は──。

　言い返そうとして、言い争いを好まない僕の〝善人〟スイッチが入った。

「そうだね。イラの言うとおりだ」

　イラが正しいのだ。

　きっと、僕の生き方が歪ゆがんでいるのだから。

　イラはつかつかとこっちにやってきて、

「そんな生き方を余は許さーん！」

　いつもの、両手を上げて憤ふん慨がいするポーズをした。

　他人の怒おこっている姿は見るに堪たえないが、イラに限ってはそうではなく、なぜか可愛かわいらしい仕草に思えてしまうのが不思議だ。

「余はお主に楽しい生活を約束した！　それに、皇位継けい承しよう戦争を勝ち抜ぬいていくために必要なのは、お主の心の成長である。だから、もっとフラグを立てよ！　女の子とチュッチュせよ！　他人と関われ！　心を動かせ！　いろんな物を見て、いろんなことを感じよ！　そして──」

　イラは偉えらそうな態度で胸を張る。

「思う存分、憤ふん怒どするがよい！」

　憤怒は余計なんじゃないかと思う。

　何事も平和なのが一番だ。

　でも、なんだろう。

　僕はそんなイラの言葉を聞いて、思わず笑ってしまった。

[image: ]

　イラのそばにいるのは疲れるが、嫌いやではなかった。

　それはもしかすると──。

　ふと、視線に気づくと、隣となりで萌花が顔の下半分を本で隠かくしてこちらを見ていた。

「ふふ、レイジくん、これが青春だよ、青春。いいね」

「そんなにキラキラしてないと思うけど」

「私には、今までのレイジくんより、なんだか楽しそうに見えるよ」

「その、今までの僕より、疲れてるようには見えない？」

「見える。でも、それでいいんだよ。青春だからね」

　萌花がクスクスと笑う。

「さぁ、レイジくん、張り切って女の子とチュッチュしなさい」

「しないって」

「コラー！　余を釣つりあげたことで、完全に興味が失うせた魚みたいに放置するでなーい！」

　それはもしかすると、積極的に人と関かかわろうとするイラが羨うらやましく、眩まぶしく見えるからかもしれなかった。




　　　　※




　萌花のいない我が家の食しよく卓たくは質素である。

　今日はレジにて半額のパック寿ず司しだ。

　どうやらイラは刺し激げき物ぶつが苦手なようで、炎ほのおこそ吐はいていないが、さきほどからわさびの入った寿司を口に入れる度に、涙なみだを浮うかべて悶もん絶ぜつしている。

「このさあもんとやらは、不ふ穏おんな響ひびきの食べ物だが、実に美味である」

　でも、寿司自体は好きらしい。次回からはわさび抜き決定だ。

　リビングではつけっぱなしのテレビからニュースが流れていた。

　すっかり鳴りを潜ひそめてしまった〝血まみれ妖よう精せい〟こと、グーラの動向を探さぐるためニュースは欠かさずチェックしていたが、最近は、イラが音楽番組やニュースを好んで見るので、つけていることが多い。

「あ、これ、事件現場近いな」

　寿司を口に入れながら、僕が注目したのは、〝高層ビル連続落書き魔ま〟の事件だった。

　これも〝Ａ区多発失血事件〟と同じＡ区で起きている事件であり、いくつものビルの壁に赤いペイントで奇き妙みような落書きが描えがかれたのだそうだ。

　ニュース画面にはその落書きされたビルの様子が映されている。

　落書きはどれも全部同じで、見たこともない文字のような模様がビルの壁全面を使って、大きく描かれていた。なんでも〝シシオタダカツ〟と名乗る不ふ審しん人物が近くで目もく撃げきされていて、警察はその行方ゆくえを追っているらしい。

　高層ビルの壁に落書きなんて、一体どうやってするのだろうか。

　案外、ビルの清せい掃そう会社の人が、日ひ頃ごろのストレス発散のためにしたのかもしれない。

　でも、それだと、自分で消さなくてはいけないから、結局自分の首を絞しめるだけになりそうだ。

　イラはそのニュースを見ながら、口いっぱいに寿司を頰ほお張ばって、リスみたいに頰が膨ふくれていた。箸はしが使えないので、わし摑んで寿司を食べるその様は、とてもお姫ひめ様には見えなかった。

「ところで、レイジよ。余は二つ聞きたいことがある」

　イラは口の中のものをモグモグと咀そ嚼しやくして飲み込む。

「まず一つ、グーラに挑いどむルールは考えたのであろうな？」

「……うーん。一応、考えた」

　この一週間、何も考えずに過ごしてきたわけではない。

　自分の命もかかっていることだし、何よりもあんな異常な戦せん闘とうに巻き込まれるのはごめんだ。だから、僕は必死に考えた結果、安全で平和的で誰だれも傷つかず、力の差があっても勝敗が平等に決する戦い方を一つだけ思いついていた。

　僕はイラにその戦い方を伝える。

「ほう、それはどういうルールなのだ？」

　目を輝かがやかせてイラが身を乗り出した。

「……ぐーはちょきに勝って、ちょきはぱーに勝って、ぱーはぐーに勝つ、だと!?」

　イラは斬ざん新しんな戦い方に嬉うれしさが隠し切れないのだろう、お気に入りのペンギンのクッションに顔を埋うずめてぎゅーっと抱だきしめた。

　やがて顔をあげると、立ち上がって、

「おもしろくなーし！　そんなにつまらぬ戦い方初めて聞いたわ！　それはあれか、余がぐーを出して、相手がぱーを出したら、負けか！　お主はそれで死ぬのか？　余はそれで煌こう帝ていを諦あきらめるか？　それとも必勝法でもあるのか？　なかろ？　どう考えてもなかろ？　やりおる！　やりおるわ！　余をここまで激げき怒どさせるとは！　余はお怒いかりじゃ───！」

　憤慨した。

　じゃんけんは、やっぱりダメだったようだ。

「む……逆げき鱗りんに触ふれてしまったか」

「触れておらぬわ！　そもそも、余の逆鱗はここである！」

　イラがシャツの胸むな元もとを大きく広げた。鎖さ骨こつと鎖骨の間、首元から少し下の所に、小さな逆三角形の赤い水すい晶しようのようなものがついている。

　どうやらそれが逆鱗らしい。

　その逆鱗の右側には黒い刻印が、不完全に欠けた状態で刺青いれずみのように描かれている。

　まさか、逆鱗が体の一部としてあるとは思ってもみなかった。

「よいか！　この逆鱗に触れたが最後、余は自我を失い、灼しやく熱ねつのブレスを撒まき散らし、破は壊かいの権ごん化げとなって、この辺り一帯は焦しよう土どと化すぞ！　数十年は草木も生えぬ不毛の地となるのだ！　それに比べれば、全然、全く、ちょびっとも、逆鱗になど触れておらぬ！　この程度、蚊かに刺さされた程度の怒りであるわ！　余をバカにするでなーい！」

「わかったって、ごめん」

　とにかく謝っておくことにした。

　イラはソファに腰こしを落ち着けると、温かいお茶を手にとって飲む。

　怒りっぽいがすぐに落ち着くのもイラの特とく徴ちようである。すぐに発散することで、怒りを溜ためこまずに済んでいるのだろうか。

「もう良いわ。お主に期待した余が愚おろかであった。余の秘策をもって決けつ闘とうに挑むしかあるまい」

　秘策があるならそれでいいじゃないか、と思ったけど口にはしなかった。

「では、二つめである。この辺りにある一番高い塔とうはどこだ？」

「塔？　うーん……イメージしてる塔とは違ちがうかもしれないけど、港にある電波塔が一番高いかな。一応、観光名所の一つで有名だし」

「それはここから遠いのか？」

「モノレールで二十分ってところだね」

「ふむ。良いだろう」

　イラはすっと立ち上がると、

「今からそこに行く」

「ええ？　今から？　外はもう暗くなってるけど……それに、夜は中に入れないし、行くなら昼だよ。というか、何しに？」

「決闘である」

　イラはテレビ画面を指さす。

「さきほど、映っておったビルの壁かべに書かれておったのだ。〝竜りゆう姫ひめに勝負を申し込む。この街の一番高い塔で〟とな。挑まれた勝負から逃にげ出すことはできん」

　どうやら、あの落書きはイラにあてた果たし状だったらしい。

　非情に迷めい惑わくな話だ。あれを消さされる清掃会社の社員が不ふ憫びんでならない。でも、確かにグーラであれば空を飛べるのだから、壁に落書きをすることは簡単だろう。

「グーラと戦うには、準備が足りない気がするけど」

　僕には覚かく悟ごも足りていない。

「いや、あれはグーラの仕し業わざではないな」

　すっかり失念していたが、種族王はグーラだけでなく、他ほかにもいるのだった。

　当然、グーラ以外から挑ちよう戦せんを申し込まれることもあるだろう。

　ニュースで言っていたのは──。

「シシオタダカツ？」

「そう名乗っておるようだが、煌帝最有力候補と目されている余を、最初の相手に選ぶような愚か者は一人しかおらん」

　遠くを見つめ、シリアスな顔をしたイラだったが、頰にはかなりアグレッシブにご飯はん粒つぶがついている。

「幻げん獣じゆう種、〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオよ」

　ちょうどこちらを向いたので、僕は「ご飯粒ついてるよ」と、とってやった。

「ええい！　今のは余のキメ顔だったのに！」

　イラは顔を真っ赤にして憤ふん慨がいした。




　　　　※




　港にある電波塔は、暗くら闇やみを赤く彩いろどっていた。

　高さは百メートルと少し。細長い砂時計みたいな形で、外がい壁へきである組み合わさったパイプが赤く発光している。

　その電波塔は観光タワーとして造られたものでもあり、子供の頃ころに聞いた〝ゴジラと同じ目線で街が展望できる〟という触れ込みを僕は印象深く憶おぼえていた。

　人工島にあることから、移動手段が車かモノレールしかなく、終電も早いため、駅には既すでに人ひと気けがなかった。

　無人の改札機を抜ぬけて駅を出ると、道は真っ直すぐに電波塔へと続いていた。

　辺りは静かで、僕たち以外に誰も居ないようだった。周囲にあるのは資材倉庫ばかりで、遊べる場所もなく、夜に人がいないのも仕方がない。

　ポツポツとある街路灯を頼たよりに、僕とイラは進んでいく。

　海が近いためか、仄ほのかに潮の香かおりがした。

「本当にここでいいのか？　誰もいないようだけど」

「うむ。おそらく、あそこにおるな」

　イラは歩きながら、赤い電波塔を指さす。

「余たちはシンボルの気配を感じ取る事ができる。もちろん、気取られぬよう隠かくすこともできるが、今回のように、相手を呼ぶために気配をわざとあらわして、招き寄せることもできるのだ。ここからでも〝傲慢〟の気配をひしひしと感じおるわ」

　白いワンピースにサンダル姿で、ずんずんと前を行くイラ。

「ちなみに、余の〝憤ふん怒ど〟の気配はシンボルが手元にないゆえに、常に全開になってしまっておる。他の者からすれば、さぞかし挑戦的に感じられることであろうな」

「それって、向こうに見つけて下さいって言ってるようなもの？」

「何か問題があるのか？　挑戦者は片っ端ぱしから返り討うちにすればよいだけであろ？」

　そう言われると、何も言えなくなってしまう。

　返り討ちにできればいいが、そんな自信は僕にはない。

「ところでさ、今から戦うのに、そんな薄うす着ぎで大だい丈じよう夫ぶ？　なんかもっとこう、鎧よろいとか戦闘服みたいなのを着るとか」

　僕もジーンズにシャツというラフな格好だから、あまり人のことは言えないけれど。

「ふむ。そうであるな」

　イラは立ち止まると、右手を掲かかげた。

　一いつ瞬しゆん、閃せん光こうがあたりを包む。

　次の瞬間には、イラは最初に会った時の、赤いマント姿に変わっていた。

「すごいな。それ」

「フフン、凄すごかろ？　召しよう喚かんである。これしか着られぬがな」

「でも……着ていたワンピースはどこにいった？」

「中に着ておる」

　マントを広げると、確かに中は白いワンピースだった。

「このマントは我が種族に伝わる宝でな。灼熱の炎ほのおを防ぎ、鋭するどき刃はをも通さぬ。冬は温かく夏は涼すずしい！　そして、無む味み無む臭しゆうである！　格好よかろ？」

　イラはマントを摑つかんで、ひらりと回転してみせた。

　嗅かいだり、舐なめたりしたことがあるようだ。

「似合っているよ」

　イラは満足気に「お気に入りなのだ」と頷うなずくと、再び前を歩き始めた。

　余よ裕ゆうそうなイラとは対照的に、僕はどうも落ち着かない。

　流されるままに、こんなところまで来てしまったが、本当にそれでよかったのだろうか。

　もし負けてシンボルを奪うばわれた場合、僕は死ぬことになる。

　もっと何かしておくことがあったのではないか。お世話になった叔父おじや叔母おば、それから萌花に一言、別れの挨あい拶さつなり、お礼なりをしておくべきではなかったか。

　そんな思いがぐるぐると頭の中を駆かけ巡めぐり、僕は平常心でいられなかった。




　電波塔の近く、小さな公園にまでやってきた時、「止まれ」とイラが僕を制した。

　イラの視線の先、ライトアップされた電波塔の真ん中辺りに、仁に王おう立だちをしている人物がいるのが見えた。

　どうやってあんな所に登ったのだろう。

　外壁の赤いパイプを摑んでよじ登るしかなさそうだけれど。

　そんなことを考えていると、その人物はいきなり電波塔から跳ちよう躍やくした。

　五十メートル以上はあるだろう。普ふ通つうの人間ならば怪け我がどころでは済まない高さである。

　しかし、その人物は激しい音を立てて着地すると、何事もなかったように悠ゆう々ゆうとこちらに歩み寄ってきた。

「どうだ？　美しい夜景よりも、この俺の方が映はえて見えたか？」

　ウェーブがかった髪かみを無造作に後ろに流し、長身で筋肉質の、精せい悍かんな顔立ち。

　その青年は両手を広げて立ち止まり、意志の強そうな瞳ひとみでイラを見つめた。

「お主は〝傲慢〟のスペルヴィオか？」

　名前は知っていても顔見知りではないようだ。

　青年はフン、と鼻で笑って答える。

「そうだとも。俺からの挑戦状ラブレターは無事に届いたようだな。竜姫よ」

　どうやらこの青年が〝傲慢〟を司つかさどる幻獣種の種族王のようだ。

　さっきイラから聞いた限りでは、幻獣種は、〝憤怒〟の竜種に次ぐ力を持っており、煌こう帝てい有力候補の第二位に位置づけされているという。

　そして、その種族王スペルヴィオは勇ゆう猛もうで、正面切って戦うことを好むことから〝獅し子し王〟とも称しようされ、何事も力でねじ伏ふせてきたという実力者らしい。

　筋骨隆々でたくましく、正面から挑いどんで勝てそうには到とう底てい思えない。

　本当に大丈夫なのだろうか。不安で仕方なかった。

「愚か者と煙けむりは高いところが好きというが、お主もそのようだの」

　イラの挑ちよう発はつに、スペルヴィオはニヤリと笑う。

「王者とは常に高みに在るものだ。俺は絶対王者。全すべての民たみの上に君臨する者。この街を睥へい睨げいする場所にいて当然だ。愚か者や煙よりも、さらに高くにいるべき存在だからな」

　その返答がおかしくてたまらないというように、イラは笑って返した。

「ならば、高みにおればよかったのだ。わざわざ、余の前に降りてくるなど、己おのれが格下であることを認めたようなものであろ？　先ほどの着地はどうしたことか、まるで、余に頭こうべを垂れたように見えたぞ」

「……くっ！」

　スペルヴィオはイラを睨にらみつける。

　辺りの空気が急に殺気を帯びたように感じられ、平和主義な僕はヒヤヒヤした。

　挑発に乗って襲おそい掛かかられたら、こちらはひとたまりもないというのに。

「早く、勝負方法を申せ。余はもう眠ねむい。さっさと終わらせたいのだ」

　イラは小さくあくびをしてみせた。

　何の思おも惑わくがあるのか知らないけれど、いい加減、挑発するのをやめて欲しい。

「どこまでも俺を愚ぐ弄ろうするか。いいだろう。さっさと終わらせてやる！　勝負方法は殴なぐり合いの決けつ闘とう。ややこしいことはいらん！　最後まで立っていたものが勝ち！　それでどうだ！」

　長身でがっしりとした体たい軀くであるスペルヴィオに相対するイラは、いかに常人離ばなれした運動神経があろうとも、細身で華きや奢しやな体つきだ。殴り合いの喧けん嘩かでは、どう考えても勝ち目がなさそうに見えた。

　それでも、イラは余裕の表情を変えない。

「良かろう。時間無制限の殴り合いであるな？　受けて立とうではないか。ところで、スペルヴィオよ。最強の竜種である余に、ただの腕わん力りよくで勝てると思っておるのか？　無策できたのならば、とんだ阿あ呆ほうだが」

「策など、力を持たぬ弱者が必要とするもの。最強であるこの俺には必要ない！　力を持って全てを打ち砕くだく、ただそれのみだ！」

　単純そうだが、真っ直すぐな性格のようだ。

「策などいらぬか。まぁ、良い。だが、余は戦わぬぞ。お主ごとき、余が手を下すまでもない。余の代わりにそこにいる者がお主の相手をしてくれよう。何、気にするな。こやつが負ければ、シンボルはくれてやるわ」

　秘策はどうなった!?

　いきなりのご指名に、僕はひどく動どう揺ようした。

「無礼な！　この俺にただの人間と戦えというのか！」

　スペルヴィオの形相が怒いかりに歪ゆがむ。

「何度も言わせるでない。誰だれがお主のような汗あせ臭くさそうなヤツの相手などするか。触ふれるだけで汗の臭においが移りそうであるわ。それとも何か？　まさかお主、ただの人間に負けるのか？」

「負けるわけがない！　俺をなんだと思っている！　美しさ、筋肉、正義！　そして──この筋肉！　貴様たちの持ちえない力の全てを、俺は持っている！　貴様たちのようなヒョロヒョロなど、歯し牙がにもかからん！」

　やたらと己の肉体にプライドを持っているらしい。

　これは、相当変な人だ。

　きっと電波塔とうも、赤いパイプを摑んで登ったのだろう。その姿が容易に想像できる。

「ならば、そのお主の誇ほこる力だけで、余の策を打ち砕いてみるがいい」

「いいだろう！　小こ賢ざかしい策など容た易やすく蹴け散ちらして、俺の力こそが全てであることを証明してやる！」

　イラは超ちよう然ぜんと微笑ほほえむと、

「では、策を練らせてもらう。五分ほどそこで待て」

　くるりとスペルヴィオに背を向けて、つかつかと僕の方へとやってきた。

「レイジよ」

　そして、呆ぼう然ぜんとしている僕に困った顔で、

「つい、からかうのが面おも白しろくて、調子に乗って挑発し過ぎた。後は任せたぞ」

　と、無む茶ちやを言った。




　鬼おにの形相でこちらを睨んでいるあの人を僕が何とかする？

　──無理。どう考えても無理。

「フフ、冗じよう談だんである」

　驚おどろきのあまりに言葉を失っていた僕は、少しだけ安あん堵どした。

　心臓に悪すぎる冗談だ。

「実は余にもグーラと同じように、特とく殊しゆな力がある」

　イラはいきなりワンピースの胸むな元もとをずり下げて僕に見せた。

　色いろ仕じ掛かけ──それは女性の誰もが持つ、男性にだけ効く魔ま性しようの力。

　しかし、それがこの状じよう況きようの中でどう使えるというのか。

「前にも見せたと思うが──」

「いや、見てない！　全然見てない！」

　僕は慌あわてて視線を逸そらした。

　それにグーラは色仕掛けなんて、仕掛けてこなかった！

「何をうろたえておるのだ？　しっかりとこちらを向いて、目を開けて見よ。この逆げき鱗りんの周囲に〝憤ふん怒ど〟の刻印があるであろ？　これは余にどれだけの感情力エナジーが残っているかを表しておる。感情力とは特殊な力を使うためのエネルギーみたいなもの。感情力が溜たまれば刻印は増え、使えば消えていく。その量を表しておるのがこの刻印である。まぁ、お主を蘇そ生せいした時にほとんどの感情力を使ってしまったのでな。残っておるのは、微び々びたる量である」

　色仕掛けは僕の勘かん違ちがいだったらしい。良かった。

　イラが近づいてきて、不意に僕の胸に手で触れる。

　その瞬間、

「痛ッ」

　電気が走ったような刺し激げきが全身を駆け巡った。

「今、余の刻印とお主の刻印を同調させた。つまり、感情力をお互たがいに共有する状態となったわけだ。自分の胸を見てみるが良い」

　僕はシャツのボタンを外して、確かく認にんしてみる。前は完全な形の刻印だったが、今はイラの刻印と同じように、ほんの少しだけになっていた。

「これでお主も、余の力を行使できるようになった」

「イラの力って？」

「うむ。具体的には、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟と、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の二つである」

　イラは人差し指を立てて、スペルヴィオを意識してか、声を抑おさえて説明を始める。

「〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟は、余がバスケットボールで使った能力だな。一時的に身体機能を高めることができる。種族王との戦せん闘とうともなれば、頻ひん繁ぱんに使用することになるであろう。ただし、身体の強度があがるわけではないから、素す手でで壁かべを壊こわそうなどとは考えるでないぞ。あくまで、五感や運動能力といった身体機能を高めるだけである。便利な力ではあるが、使っている間、少しずつ感情力を消費し続ける。うまく制限して使うが良い」

　なんだかゲームの説明を聞いている気分になってきた。

「そして、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は、〝憤怒〟の種族王にだけ使える力である。存在、事象、記き憶おく、概がい念ねん、あらゆるものを、一時的に破壊、または消去できる。〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟と言葉で発して、あとは対象物が何であるかをイメージしながら触れるだけで良い。狙ねらった効果を発揮したければ、言葉にすると良いな。これは余を最強たらしめている最強無比の絶大な力である。そうだな、スペルヴィオという存在そのものを消去することもできるぞ。どうだ？　あれに触れるだけで勝てるのだ。勝つことなど、容易かろ？」

　もしかして、秘策というのは、これのことだったのだろうか。

　相手に触れるだけで勝てるなんて、反則以外の何物でもない。

　もっと早く教えてくれていれば、こちらも安心できたというのに。

　しかし、イラは顔を曇くもらせる。

「ただし、スペルヴィオという存在を消去した場合、失われた命は取り戻もどせぬ。つまり、手で触れただけで生物を完全に抹まつ消しようすることが可能なのだ。先ほどはスペルヴィオに使えばと言ったが、相手が種族王であっても、生きている者に消去の力を使うことは許さん。破壊の力は自由に使っても良いが、消去の力を使う時は余に必ず確認を取れ。良いか？　余の目の前では、誰一人殺してはならぬ。生物を消去するのだけは、どんな事情があっても絶対に許さんからな」

「……分かった」

　普ふ段だん見せない真面目まじめな顔に、僕は深刻さを感じ取って頷うなずいた。

「当然、そこにはお主も含ふくまれておる。余の前では決して死ぬでないぞ」

「うん」

　ありとあらゆるものを破壊、消去できる力。手で触れただけで相手を殺せる力。

　そんな恐おそろしい力をどう使えばいいのか。考えただけで、空恐ろしい気分になる。

「でも、こんな凄すごい力を、簡単に僕に使わせてもいいのか？」

「ふむ……まぁ、お主なら悪いようには使わんであろ」

　重さを振ふり払はらうように、イラはやんわりと微笑んだ。

　それなりに信用はされているようだ。

　僕は不安を振り払って、この〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力を正しく使う事を決心する。どんな力も、使う者次し第だいだ。使い方を間ま違ちがえなければ、いいだけの話なのだから。

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は大きく感情力を消費する。刻印の四分の一程度の感情力は必要であるな」

「つまり、感情力が完全に溜たまった状態であれば、四回は使えるってことか」

「いや、一いち概がいにそうとは言えん。破壊や消去を使う対象によって、消費も変わってくる。難易度の高さや、効力の大きさによって、相応の感情力が必要である。四分の一というのはあくまで目安だな」

　確かに、小さな消しゴムを消去するのと、大きな建物を消去するのが、同じ消費量であるとは思えなかった。

「それから、前にも言ったが、どれだけの怪け我がを負っても死なない限りは、余が手を触れるだけで身体を治してやることができる。これはお主の中にあるシンボルから力をひき出すので感情力の消費はない。だから、傷つくことをそれほど恐れなくても良いぞ」

　身体能力が向上して、攻こう撃げきする手段があって、怪我をしても大だい丈じよう夫ぶ。

　なんだかいけるような気がしてきた。

　それでも、僕は戦う以外の方法がないものかと考えてしまう。

　それは僕の他人の目を気にする、独善的な意識のせいかもしれなかった。

　じゃんけんとまでは言わないにしろ、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟なんて物ぶつ騒そうな力を使わなくても、もっと平和的に勝敗を決められないものだろうか。

「最後に感情力の溜め方なのだが──」

「いい加減にしろ！　いつまで俺を待たせる気だ！」

　イラの言葉を遮さえぎって、スペルヴィオが怒ど鳴なった。

　さすがに放置し過ぎだった。業ごうを煮にやして怒おこるのも無理はない。

　ため息をついて、イラは振り返る。

「スペルヴィオよ。王者とは誰よりも優すぐれた存在である。ならば、普ふ通つうの人間よりも忍にん耐たい力を備えているもの。まさか、お主の忍耐力はその程度なのか？」

「……いいだろう！　いくらでも待ってやる！」

　スペルヴィオは腕うで組ぐみをしながら即そく答とうした。

　あの人、案外いい人そう。

　イラは「……単純なやつめ」と呟つぶやいて、再び視線をこちらに向ける。

「余の力は〝憤怒〟の力。周囲にいる人間の憤怒の感情や、余自身が憤怒すれば、それが感情力となる。戦う相手を怒らせれば、それが全すべて余の感情力となっておったのだ」

　ようやく、ずっとスペルヴィオを挑ちよう発はつしていた理由に合が点てんがいった。

　全ては感情力を溜めるためだったらしい。

「しかし、どうやら相手の憤怒を感情力に変えることができなくなっているようだ」

　それって──。

「おそらく、余のシンボルがお主の身体と同化しておるせいだな。感情力を溜めるにはシンボルをこの手に持つことが必要だからな。シンボルを奪うばわれた種族王は、特殊な力を失い、感情力の供給もできぬようになって弱体化してしまうのだ。さらに困ったことに、余が憤怒しても感情力が全然溜まっておらん」

　急に暗雲が立ち込めてきた。

「つまり、感情力を溜める方法がない？」

　今ある感情力はほんの少しだけ。〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟一回分にも遠く及およばない。

　イラは運動部荒あらしで、頻繁に〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使っていたみたいだけど、どうしてもっと計画的に使わなかったのかと問いたくなる。

「いや、一つだけ方法がある」

　イラは指をパチンと鳴らした。

「お主が憤怒すればよい」

「……え？」

「シンボルを体内に持つお主が〝憤怒〟すれば、おそらく感情力が溜まる。スペルヴィオに対する怒いかりでも、この世の理り不ふ尽じんに対する怒りでもよい。相手を憎にくみ、嫌けん悪おし、罵ば倒とうし、憤怒の力を感情力に変えるのだ！　余の挑発で、スペルヴィオは種族王の力を使わずに、純じゆん粋すいに己おのれの肉体のみで戦う事だろう。後はお主が憤怒し、我が力を使って、打ち倒たおすだけでことは済む」

　話はこれまでとばかりに、イラは踵きびすを返した。

「あ、ちょっと──」

　赤いマントがふわりと翻ひるがえる。

「待たせたの、スペルヴィオよ！　開戦である。いざ──」

　そして、右手を前につきだし、決め台詞ぜりふとばかりに、




「少年よ、憤怒せよ！」

　高らかに声をあげた。




「やっぱり、話し合いで解決しよう！」




　流れをぶった切った僕の発言は本意ではない。

　本意ではないが──。

　イラは裏切られた顔でひどく狼ろう狽ばいした。

「今のは、余の見せ場だったのだ！　こう、バシッと決めて戦闘が始まって、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟の性能にお主が驚きよう愕がくし、それでも、パワーでは数段上のスペルヴィオにボコボコにやられて怒りが溜まり、ぎりぎりの所で〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が炸さく裂れつして勝つという展開が待っておったのだ！　なぜに、水を差した！　今まで何を聞いておった！　今いま更さら、話し合いで解決できるかぁー！　ふざけるでなーい！」

　摑つかみかからんばかりの剣けん幕まくで、イラは僕に詰つめ寄ってくる。

「いや、ごめん。でも、僕──」

　こればかりは僕の本質だからどうしようもない。

「生まれてこの方、怒ったことがない」

「何……!?」

「そこまでテンションを上げられる自信がない」

　イラは信じられないものを見たような、驚愕の表情を浮うかべた。

「てんしょんとかの問題ではないわ！　怒るであろ！　普通、怒ったことくらいあるであろ!?　今朝、お主のアンパンがなかったのは、余が食べてしまったからである！　夜中にこっそり貪むさぼり食ろうてやったわ！　ものすごく美味であったぞ！　どうだ！　怒ったか！　怒るのだ！」

「……無理。全然なんとも思わない」

　アンパンを勝手に食べられたくらいでは怒らない。

「もし、余がそんなことをされたら、消し炭に変えてやるくらい腹立たしいというのにか!?　怒らぬと感情力が溜まらぬぞ!?　何としてでも怒るのだ！　さあ、早く！」

　必死になるイラ。その一方で、僕の感情はどんどん冷めていく。

「怒ろうとすると、急に冷めるというか、かえって冷静になってしまうというか──」

「ええい、それならば、スペルヴィオを思いつく限りの言葉で罵倒せよ！　そうすれば、少しは溜まるはずである！　あの単純バカを思い切りなじるのだ！」

「罵倒とか……確かに単純だなって思ったけど、言われた本人は傷つくだろうし」

「ちっが──────────う！　そんな悠ゆう長ちような事を言っておる場合では──」

「誰だれが、単純バカだッ！」
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　疾しつ風ぷうのように突つっ込んできたスペルヴィオは、拳こぶしを突き出し──僕はそれを奇き跡せき的に間かん一いつ髪ぱつのところで避さけた。

「ほう、躱かわしたか」

　しかし、繰くり出される二撃げき目は、体勢を崩くずした僕には避けられず、咄とつ嗟さに両りよう腕うででガードするしかなかった。重い鉄球でもぶつけられたみたいな衝しよう撃げきに、僕は文字通り、吹ふっ飛んだ。

「戦いは始まっていたな？　男に二言はないはずだ！」

「ま、待て！　スペルヴィオ！　まだである！　話が終わっておらん。それに余は女だ！　二言がある！」

「男女を平等に扱あつかう俺の中では、女にも二言はない！」

　ビシッとイラを指さすスペルヴィオ。

「俺はやると決めたら引かん！　止まらん！　やり遂とげるまで全力を尽つくす！　それが俺のモテる秘ひ訣けつだ！」

「そんなこと聞いておらんわ！」

　僕はゆっくりと立ち上がる。

　打だ撃げきを食くらった右腕がジンジンと痺しびれていた。鈍にぶい痛みはあるが、手は動く。

「少しは楽しませろよ！　少年」

　再び、スペルヴィオがこちらに向かってくる。

「レイジよ！　〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使うのだ！」

　使うってどうやって──。

　試ためしに〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟と、心の中で唱えてみる。

　ドクン、と左胸の刻印が鼓こ動どうした。

　焼印を押し当てられたように、左胸が熱くなる。

　その効果を実感する間もなく、スペルヴィオの左のフックが襲おそい掛かかってきた。

「わっ」

　僕は上半身を引いて、拳を避ける。

　続けざまに右のストレート。

「ちょっと──」

　それもスペルヴィオの左側へと回りこんで躱す。

　なぜか不思議と相手の攻撃が見える気がした。

　身体がやけに軽く感じられ、思ったとおりに身体が動く。

　いや、思った以上に身体が動く。

　五感が冴さえ渡わたり、スペルヴィオが踏ふみにじった地面の擦すれる音さえ聞こえた。

　スペルヴィオはそのまま勢いにのせて、回し蹴げりを放ってくる。

「ちょ、待って──」

　足に力を込めて、横に飛ぼうとすると、驚おどろくほど勢いよく跳ちよう躍やくしてしまう。それは地面に踏ん張らないと慣性の力を殺しきれないほどだった。靴くつと地面の摩ま擦さつで砂すな埃ぼこりが立つ。

　だが、そのおかげでスペルヴィオとの距きよ離りが少し離はなれた。

　僕は息を乱し、荒あらい呼吸を繰り返す。

　脳内でアドレナリンが分ぶん泌ぴつされ、刻印の脈動と連動して鼓動も速くなる。

　──大だい丈じよう夫ぶ。

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟のおかげで、なんとか戦せん闘とうについていけている。

　しかし、凄すごい力だ。全身に力が漲みなぎっているようだった。

　まるで自分だけが加速しているみたいだ。

　聴ちよう覚かくが強化されているのか、周囲の音がクリアに聞こえる。視覚も目を凝こらせばどこまでも見えそうなくらいよく見えた。

　対たい峙じすると、あらためてスペルヴィオの大きさがよく分かる。

　僕よりは頭一つ分は背が高いだろう。

　鍛きたえられた身体が、さらに一回り大きく見せていた。

「ただの人間にしてはやるようだが、逃にげるばかりではこの俺には勝てんぞ！」

　確かにスペルヴィオに勝たなくては、僕はシンボルを奪われてここで死んでしまう。

　それでも、僕は、

「こんな方法じゃなくて、もっと平和的な決着のつけ方があると思うんだ。だから──」

「何を言っておる！　もう感情力が尽きるぞ！」

　イラの言葉と同時、問答無用とばかりに踏み込んできたスペルヴィオに対応しようとして、急速に全身の力が抜ぬけるのを感じた。

　──避けられない。

　今度は自分ではなく、周りの世界が加速したように感じられる。

　その刹せつ那な、重いボディブローが僕の腹に叩たたき込まれた。

　体の内部で、骨が折れるような音が鳴る。

　激痛が走り、息が詰まった。

「戦いの最中に、ふざけたことを──」

　スペルヴィオが僕の襟えりを摑みあげて、

「ぬかすなッ！」

　頭ず突つきが炸裂する。

　視界に火花が散り、意識がぶれる。

　鉄てつ塊かいをぶつけられたような衝撃に、自分の頭が砕くだけたように錯さつ覚かくした。

　痛みは限界値を突とつ破ぱし、ただ熱く感じられた。

　僕はどうにか足あ搔がこうとして──。

　しかし、摑まれた状態で繰り出される拳に為なす術すべはない。

　思い切り顔面を殴なぐられて地面に転がった。

「がはっ」

　口の中に広がった血を吐はき出す。

　痛む腹をかばって立ち上がろうとするが──。

　そのまま蹴りあげられ、僕は仰あお向むけにひっくり返って悶もん絶ぜつする。

　再び、襟を摑まれて持ち上げられると、

「つまらん……弱すぎる。貴様らがグダグダと話している方が長かったな」

　今度はそのまま地面に叩きつけられた。

　そして、僕の頭にスペルヴィオの足が乗せられる。

　頭ず蓋がいがミシミシと音を立てた。

　戦闘についていけたのは、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟が使えた、ほんの一時だけだった。数分も持たずに、僕は完かん膚ぷなきまでに叩きのめされてしまった。

　でも、これは当然の帰結だ。

　喧けん嘩かをすることもなく、ごく普ふ通つうに生きてきた僕が、いきなりこんな暴力を前に、何が出来るというのか。何も出来ないに決まっていた。

　そもそも、怒おこることが必要とされた時に、僕はすぐに勝つことを諦あきらめたのだ。

　僕は怒らないし、怒れない。そんなことは、誰よりも一番自分がよく分かっている。

　イラに与あたえられた力を、活用しようという気さえ起こらなかった。

　僕は初めから戦うことを放ほう棄きしていたのだ。

　だから、地面に這はいつくばって、頭を踏みつけられている。

　これは当然の報むくいだった。

　誰もが予想して、誰もが納なつ得とくする結果だ。

「さて、最後まで立っていたものが勝ちだったな。シンボルを渡してもらおうか」

　途と切ぎれそうになる意識の中で、スペルヴィオの声が聞こえた。

「レイジよ……その様なことをされても、お主は憤ふん怒どせぬのか？」

　僕の心を満たしている感情は、怒いかりから程ほど遠とおく、もっと卑ひ屈くつで卑ひ怯きような感情だった。

　身体は痛いし、息も苦しい。

　この苦痛に耐たえられない。

　だから、今すぐにでも逃げ出したい、その一心しかなかった。

　僕は人前でいい顔をしたいだけの、偽ぎ善ぜん者だ。

　どこにでもいる、弱くて上辺ばかりを取り繕つくろった、臆おく病びような高校生なのだ。

　圧あつ倒とう的な力の差を見せつけられたら、戦意だって簡単に喪そう失しつする。

　逃げてもいいじゃないか。

　泣き言を吐いてもいいじゃないか。

　悔くやしくもなんともない。情けなくて当たり前だ。

　当たり前すぎて、腹なんて立つはずがない。

　そうやって僕は心の中で、必死に自己弁護を繰り返し続けているばかりだった。

「……シンボルは渡せぬ」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつする、凛りんとした声。

「余の前では、もう誰一人として死なせん」

　その言葉に僕は耳を疑う。

　駄だ目めだ。それは、駄目だ。

　僕はもう負けた。負けたからもういいんだ。

　本当はここに来る前から僕は死を覚かく悟ごしていたのだから。

「気高き〝憤怒〟の種族王、竜りゆう姫ひめともあろう者が、約束を違たがえるとは驚きだな。俺は初めから、貴様を倒たおして最強であることを証明しようとしていた。人間などと戦うのは準備運動にすらならない。絶対王者を自負するこの俺が正面から戦いを挑いどみ、最強と目される貴様を倒してシンボルを手に入れる。それでこそ、箔はくがつくというものだ」

　僕のことはいいから、シンボルを渡して欲しい。

　そう声に出そうとしても、呻うめき声にしかならなかった。

「お主ごときに、余が倒せるとは思えんがの」

　もともと少なかった感情力は、さっき僕が使い果たした。僕が怒らない限り感情力が溜たまらないのであれば、今のイラは何の力も持たない、ただの少女だ。

　僕は身体を動かそうとする。

　しかし、頭を強く踏みつけられたままでは、動くことすらままならなかった。

「こいつと同じ目にあっても、その強がりが続くか。偉えらそうな小こ娘むすめが泣きながら許しを請こう姿は、さぞかし見ものだろうな」

　頭から足が退どけられ、スペルヴィオがイラへと向かって歩き出す。

　イラが、僕と同じ目に？

　僕がここで負けてしまったら、当然そうなってもおかしくはなかった。

　力を失ったイラの代わりに、僕が戦っていたのだから。

　イラも地面に這いつくばらされ、踏みつけられて──。

　その姿が脳のう裏りをよぎり、折れかけていた僕の心が、力を取り戻もどす。

　駄目だ。やめてくれ。

「竜姫、覚悟はできているか？」

「負ける覚悟などいらぬ」

　やめろ。よせ。それだけは。

「どんな目にあわされようとも、余は負けなど認めぬ」

「そうか。女子供に手を上げるのは本意ではないが、そこまで言うなら仕方ない。シンボルを差し出さなかったことを、後こう悔かいさせてやる」

　──絶対に駄目だ。




〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟




　左胸の刻印が、心臓が、ドクン、と脈を打つ。

　口内に溜たまった血ち反吐へどを吐き出し、無む理り矢や理りに空気を肺へと送り込む。

　まぶたを開き、赤く染まった視界で前を見み据すえ、立ち上がり、全身の力を振ふり絞しぼって、「うぉおおおおお！」吠ほえながら駆かけた。

　満足そうな表情を浮うかべるイラと、こちらに視線をやるスペルヴィオ。

　その両者の間に割って入る。

　しかし、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使っても、かろうじて立つのがやっとだった。

　足に力が入らず、今にも倒れてしまいそうだ。

　それでも、僕は──。

「まだ……立てる」

　まだ、負けたわけではない。

「それがなんだというのだッ！」

　スペルヴィオが拳こぶしを握にぎりしめ、こちらへと襲おそい掛かかってくる。

　それに合わせるように、僕はスペルヴィオへと、一歩足を踏ふみ込んだ。

　恐おそれずに、前へ。




「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」




　左胸、半分ある刻印が、シャツを隔へだてていても視し認にんできるほどまばゆく、赤く、発光する。刻印がドクン、ドクンと脈動する。

　僕はスペルヴィオが繰くり出す腕うでを摑つかみ、体を滑すべり込ませ、胸むな板いたに手を当て──。




「両手両足の機能を、破壊する」




　がくりと、スペルヴィオが膝ひざから崩くずれ落ちた。

「な、なんだ!?　貴様、何をした!?」

　地面に倒れ伏ふし、驚きよう愕がくするスペルヴィオ。

　僕はその姿を見下ろしながら、

「……どんなに力を誇ほこっても、使い方を間ま違ちがえたら意味がない」

　ここにきて、僕の口から飛び出すのは、それでも〝善人〟に飾かざられた言葉。

「何のための力なのか。その意味を一度、力を奪うばわれて考えてみるといい」

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟の効果が切れる。

　無理矢理に酷こく使しした身体はひたすらに重く、僕は地面に膝をつき、そのまま倒れた。

「スペルヴィオよ、最後まで立っていたものが勝ちというルールだったな？　どうやら、今回は引き分けのようである。では、一週間後、ここで再戦といこうか」

　イラの言葉に、スペルヴィオは「ありえん」と繰り返し、やがてそれが咆ほう哮こうに変わった。

　ふっと鼻び孔こうを優やさしい香かおりがくすぐる。

「上出来であったぞ。褒ほめて遣つかわす」

　イラが僕の肩かたに手を触ふれ、耳元で囁ささやいた。

　つい最近経験したばかりの、深い微睡まどろみが襲ってくる。

　触れているイラの手は温かく、僕は心地ここちよい虚きよ脱だつ感の中で、意識を失った。







　第四章　逆鱗　Enrage







　怒りを他人にぶつけられたら、どんなにすっきりすることだろう。

　憎にくしみや嫌けん悪おの言葉で相手を罵ば倒とうし、感情に身を任せて拳を振り上げる。

　自分を否定するものを、感情そのままに、否定することの気持ち良さ。

　力で相手を屈くつ服ぷくさせることの快楽。

　勝者こそが正義で、暴力はその手段である。

　怒れるまま、自分の思うように、相手を従わせられたら──。




　怒りとは毒のようなものだ。

　その感情を溜めれば溜めるほど、身体は蝕むしばまれていく。

　かといって、表に出せば人に嫌きらわれる。

　どこにも捨てられぬ、厄やつ介かいなお荷物だ。




　怒いかりに狂くるえば、容た易やすく自分を見失い。

　怒りに支配され、激情に流されれば、暴力に至る。

　暴力は争いを生み、やがて、自分の取り巻く世界を破壊する。




　だから、僕は怒りを否定する。

　怒りという感情があるから、理性を失い、他人を傷つける。

　僕は誰だれも傷つけたくないし、誰からも嫌われたくない。




　怒りの感情が嫌いだ。

　怒おこる人が嫌いだ。

　怒る自分は、もっと嫌いだ。




　だから、僕は怒らない。

　どんな時も、怒らない自分でいたい。

　そう考えていたのに。




　スペルヴィオに勝てなければ、僕は死んでしまう。

　憤ふん怒どの力を溜めて、皇位継けい承しよう戦争に勝ち残らないと死んでしまう。

　今、僕は生きるために、〝憤怒〟することを求められていた。




　そして。




「ど───しても、憤怒できぬというなら仕方ない。余が手を貸してやろう」




　イラが金色の瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせて、イタズラを思いついた小こ悪あく魔まのように微笑ほほえむ。




「さて、お主の逆鱗はどこにあるのだ？」




　そんなものはない。




　　　　※




　スペルヴィオとの戦いの翌日。

　目が覚めた僕は尋じん常じようではない筋肉痛に襲われていた。

　身体を起こそうとしただけで、全身に針を刺さされたような痛みが走る。

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟は、肉体のリミッターを解除して運動能力を上げるため、このような反動がくるらしい。もともと人並み以上の運動能力があるイラならいざ知らず、ごく普ふ通つうの人間には過ぎた力なのだろう。酷ひどい筋肉痛になるのも分かる気がした。

　でも、スペルヴィオにあれだけ酷くやられた傷は、かすり傷きずも残っていない。

　イラの治ち療りようは外傷を治すことは比ひ較かく的てき簡単にできるようだが、痛みを感じなくさせるのは苦手なようだ。

　つまりは、この筋肉痛は我が慢まんするしかない、ということ。

　体を癒いやすシンボルの力も無制限に使えるというわけではなく、使うほどに取り出すのが遅おくれるし──そもそも、身体が元通りになるのにどれだけかかるのかも分からないらしく、できるだけ使わない方が良いのだそうだ。

「おふ」

　僕は一歩ごとに、情けない悲鳴を上げ、壊こわれたロボットみたいな動きで、リビングへと向かった。こんな時くらい学校を休めばいいのかもしれないが、休むわけにはいかない。

　雨の日も、風の日も、熱、喉のどの痛み、鼻づまり、といった症しよう状じようがある日も、一日も休まず登校してきた僕の皆かい勤きん賞がかかっている。

　それを、こんな筋肉痛ごときで──。

　部屋を出るまでに三分以上かかった。

　さすがにこの調子では無理なので、気休め程度にストレッチをすることにした。




　多少身体が動かせるようになってから、リビングへとやってきたが、イラの姿がない。

　試ためしに名前を呼んでみても反応はなく、イラの使っている客間を覗のぞいてみてもいなかった。

　制服も見当たらないということは、もう学校へ行ってしまったのだろうか。

　そういえば、今日から〝イライラ大作戦〟を実じつ施しするから、先に学校へ行って準備をする、と言っていた事を思い出した。スペルヴィオとの再戦のために、僕を怒らせてくれるらしいが、そのネーミングセンスには脱だつ帽ぼうさせられる。

　しかし、今度こそ憤怒の感情力を溜ためて勝負に挑いどまないと、またコテンパンにやられてしまうのは目に見えていた。痛いのはやっぱり嫌いやだし、死ぬのはもっと嫌だ。

　怒ることは好きではないが、協力してくれるというのだから、こちらも真しん摯しに応じるべきだ。感情力を溜められるように、頑がん張ばって努力しよう。

　時計を見ると、いつも萌もえ花かが来る時間を過ぎていた。

　今まで一分と遅れることなく、律りち儀ぎにやってきていた萌花がまだきていないのも、イラのイライラ大作戦とやらの一いつ環かんなのだろうか。

　いつまでも、萌花を待っていても仕方がないので、洗面所へと向かうことにした。

　ふと、今、スペルヴィオはどうしているのかが気になった。

　身体からだをイラに癒してもらって気がついた僕は、動けなくなっているスペルヴィオを木こ陰かげに運んだのである。身体が動かせなくなっていても、スペルヴィオは怒ど声せいを喚わめき散らし、動かせる頭だけでも使って嚙かみ付こうとしてきた。まるで凶きよう暴ぼうな獣けものみたいな男だった。

　これだけの元気があれば、心優しい筋肉好きな人に拾われて助けてもらえるに違ちがいない。

　そう考えて、そのまま放置して帰ってきたのだが。

　初めて使う能力で、どのくらいで効果が切れるのかもわからず、かなり酷いことをしてしまったように思う。

　あれは相当怒っているだろうな。

　そんなことを考えていると、なんだか憂ゆう鬱うつな気持ちになってきて、僕はため息をついた。




　廊ろう下かに巨きよ大だいな段ボール箱が置いてあった。

　あからさまに怪あやしい。

　蓋ふたがガムテープで留められてないし、心なしかモゾモゾと動いているような気もする。

　君子危あやうきに近寄らず。

　これが僕のモットーだが、この一週間はその限りではない。たとえ、罠わなであろうとも、僕は積極的にひっかかって、憤怒の感情力を溜めなくてはならなかった。

　落とし穴があるとわかっていても、あえて落ちる。お笑い芸人と同じだ。

「わあ、なんだ、この箱はー」

　棒読みっぽくなってしまったが、中に入っている人に聞こえただろうか。

　スリッパの音をあえて大きく立てて箱に近づく。




「どーん！」




　中から飛び出してきたのは──。

「萌花でした！」

　制服姿の萌花だった。

「……怒った？」

　僕は言いたいことを飲み込んで、

「いや、びっくりしたよ」

　心にもないことを言う。

「うん。私の想定通りだね」

　それで本当にいいのか、萌花。

「どれくらいその中に？」

「十分くらいだよ、セニョール。このまま配送されたらどうしようかと考えていたよ」

　楽しげに見えないのは、無理やりにやらされたように見えるからだろうか。

「大変だったな」

「やー、レイジ君を怒らせないと、死んじゃうってイラちゃんに聞いたからね。そんなことなら、私も協力を惜おしまないよ。うーん、イテテ」

　窮きゆう屈くつだったのだろう、萌花は腰こしを伸のばしている。

　その事態の深刻さがわかってないようにも思えるが、萌花はわかっているようでわかってなく、わかってないようでわかっている、という不思議な性しよう分ぶんなので、これが普通だ。

「怒ると身体に模様が増えるんだってね。今ので、どれくらい増えたのかな。見せてよ、セニョール」

　僕は上着をまくってみせた。

「ふむふむ。怒るとこれが増えていって紋もん章しようみたいになるのか。不思議なこともあるもんだ。ファンタジーだね」

　昨日使った時点で、刻印は一割未満になっていたから──。

「私の寝ね起おきドッキリで、だいぶ増えたようです。セニョール、ばっちりですな」

　全く増えていない。

「セニョールって何？」

「まぁ、顔を洗ってくるといいよ。私はトーストを焼いてきますので」

　段ボール箱から出ると、萌花はそそくさとリビングへと行ってしまった。

　セニョールって何だ？




　洗面所の鏡に向かい、僕は確信した。

　間ま違ちがいなく、今の僕は結ゆう城きセニョール零れい司じだった。

　顔を水と石せつ鹼けんでよく洗う。タオルでゴシゴシと拭ふく。

　歯は磨みがきは朝食を食べた後でするので後回し。

　鏡を見る。

　まだ結城セニョール零司である。

「油性マジックか……」

　胸の刻印を見てみる。増えていない。

　イラのイライラ大作戦の行く末がとても心配になった。

　僕は鏡に映った、落書きされた自分の変なヒゲ姿を見てため息をつく。

　このレベルなのか？




「セニョール。本当にそのまま行くの？」

　朝ごはんを食べ、学校に行く用意を整えた後、玄げん関かん先さきで萌花が聞いてくる。

「だって、消せないし」

　皆勤賞もかかっているし。

「消せるよ。セニョール」

　萌花は鞄かばんから、液体の入った小こ瓶びんを取り出した。

「この、エタノールを使えば、セニョールな部分だけ消せる」

　なぜ、そんなものを持っているのか不思議に思う。

　一いつ瞬しゆん手を伸ばしそうになったが、自制した。

「いや……いいよ。今日は、セニョールな部分有りでいくから」

　もしかしたら、みんなに笑われることで、僕は怒いかりを覚えるかもしれない。

　どんなことをしてでも怒りを溜めなくてはならないのだ。

　僕は今日一日、結城セニョール零司として生きることを、さっき決めたのである。

　その揺ゆるぎない決意を無む駄だにしてはならない。

　さっきちょっと揺らいだけど、決意とは決して揺るがないものなのだ。

　僕は靴くつをはこうとして、白い運動靴に下手へたな字で〝みぎ〟〝ひだり〟とペンで大きく書かれていることに気づいた。

「おや、親切にもイラちゃんが、履はく方はどちらなのかを注意書きしてくれているね」

　書かれなくても、よく分かっている。

　幼よう稚ち園えんに通っている頃ころから、間違えたこともない。

「これ、使う？」

　萌花がエタノールの小瓶を振ふってみせた。

「いや、いい。大だい丈じよう夫ぶ……うん、大丈夫」

　僕は〝みぎ〟と書かれた左の靴をはき、〝ひだり〟と書かれた右の靴をはく。

　逆に書かれているのは、わざとそうしたのか、それとも普ふ通つうに間違えたのか。注意書きの意味が全くなかった。かえってこれのせいで間違える可能性が高くなっている。

　いや、これは注意書きではなく、ただの落書きだ。

「ねえ、レイジくん」

「何？」

「……怒おこった？」

　僕はちょっと考えてから答えた。

「悲しい気持ちが強い」

「だよね」

　僕は気分一新とばかりに、鞄を担かつぎなおして、

「さあ、学校へ行こう、セニョリータ」

「あ。私は関係ないから、そんな風に呼ばないで」

　すごく裏切られた気分になった。

「……ごめん」

　玄げん関かんのドアを開ける。

　陽気なのは今日の天気と、僕の顔だけだった。




　　　　※




「まだこれっぽっちも、全くちょびっとも、憤ふん怒どせぬとは、ある意味、お主もすごいやつよの」

　すっかり着慣れたセーラー服で、ポニーテール姿のイラは、隣となりの席であくびを嚙み殺している。

「余がその様なことをされれば、一生口を利きいてやらん」

「そこまでのことを、よく出来たね」

「余も心苦しい。しかし、お主の為ためを思って、仕方なくやっておる」

　周囲のクラスメートは、やはり僕のセニョールな部分が気になるようで、チラチラとこちらを見ては、近くの席の人とクスクスと笑い合っている。

「安心するがよい。まだほんの序の口よ。イライラ大作戦はまだ始まったばかりであるからな」

　そう言って、ニヒヒ、と笑った。

　楽しんでいるようにしか見えないのは、気のせいだろうか。

　しかし、意を決してセニョールな部分を消さずにやってきたが、街行く人に好こう奇きの目で見られても、電車の中で子供に「変な人だ！」と指をさされても、クラスメートの嘲ちよう笑しようの的になっても、僕は何も感じなかった。

　怒りどころか、恥はずかしくもない。覚かく悟ごを決めたせいだろうか。

　僕は人間的にどこか欠落しているのではないか、とさえ思ってしまった。

　結城零司であろうが、結城セニョール零司であろうが、僕の本質は何も変わらないのだ。

「本当に、こんな調子で大丈夫なのかな」

　ポツリと呟つぶやいた言葉に、

「任せよ。余は憤怒のすぺしゃりすとであるからな」

　胸に手を当てて、イラが自信満々に答えた。




　僕は紙パックのフルーツ牛乳をこよなく愛している。

　何のフルーツだかわからないが、混こん沌とんとしたあの甘みと、爽さわやかな口当たりが好きだ。

　毎日買うのは金銭的にきついので、二日に一回だけ買うことにしていた。

　学校ではこのフルーツ牛乳しか飲まない。それくらい好きだ。

　それは僕の数少ない密ひそかな楽しみといって良かった。

　僕はフルーツ牛乳を買おうとして、百円玉を自じ動どう販はん売ばい機きにいれる。

　紙パックのジュースのいいところは百円玉一枚で買えるところだと思う。

　消費税が増税して、十円玉が必要になったら、僕は今の与よ党とうを絶対に許さないだろう。

　ピッ。

「あ……」

　フルーツ牛乳のボタンを押す前に、商品が出てくる。

　出てきたのは〝健康第一 ゴーヤージュース げきにが〟だった。

　これを飲んだクラスメートは、「エイリアンの体液みたいな色と味」と評した、誰だれが得するのか分からないジュースである。

　横を見るとイラがいて、指がゴーヤージュースのボタンを押していた。

　視線が合うと、イラはエヘッと愛あい想そ笑わらいをして、舌を小さく出して逃にげていった。

　密かな楽しみを妨ぼう害がいされる苦しみ、そして哀かなしみを覚えた。僕はその苦しみ、そして哀しみから逃のがれるため、つい、もう百円自動販売機にいれてしまう。

　ピッ。

「お……」

　横を見ると萌花がいて、指がゴーヤージュースのボタンを押していた。

　視線が合うと、萌花は「どうしても、仕方なく、だからね」と言って、去っていった。

　ゴーヤージュースは、ドブ川の水を飲めるようにしたみたいな味がした。

　イライラ大作戦その一、自動販売機のボタンを先に押される。




　お弁当の蓋ふたを開けると、キュウリが三本、みっしりと詰つまっていた。

　イラは僕の隣で、萌花の作った美味おいしそうなお弁当をがつがつと食べている。

　なぜに、キュウリなのだ？

　そのうち一本だけが浅あさ漬づけのキュウリだったのは、誰の優やさしさか。萌花か。きっとそうだ。僕は普通のキュウリと、浅漬けのキュウリを交こう互ごに食べて空腹を満たした。

　意外と美味しかった。

　イライラ大作戦その二、お弁当の中身を掏すり替かえられる。




「わりぃ、セニョール。掃そう除じ当番替わってくれねぇ？」

「まったく、セニョールは本当にお人ひと好よしね」

　お調子者の小こ松まつ野のはともかく、あのクラス委員長っぽい滝たき川がわさんまで、僕を変な愛あい称しようで呼び始めた。

　廊ろう下かからイラが大声で「セニョール！　一いつ緒しよに帰るぞ！」と僕を呼んでいる。

　イライラ大作戦その三、変なあだ名をつけられる。




　やけにテカっているオデコと、カールしたひげがチャーミングなインド人のクンさんと、学校近くの駅前でばったりと遭そう遇ぐうし、

「わかるでー、ワタシに憧あこがれる気持ち、めっちゃわかるでー」

　僕のセニョールな部分を指さされた。あえて言葉にはしないが、カールしたひげがチャーミングなインド人に、僕は憧れてなどいない。

「おそろいやなー。めっちゃ格かつ好こええやん。いいでー。今日はカレーめっちゃサービスするで！　めちゃめちゃ大盛りやでー」

　そのまま、腕うでを引かれてカレー屋『ダルマ』に連れ込まれてしまう。

　イラは僕の隣でカレーを食べて火を吹ふき、インド人をびっくりさせた。

　イライラ大作戦その四？　インド人に勘かん違ちがいされた上に、大盛りの激げき辛からカレーライスを食べさせられ、不必要な髭ひげの手入れの仕方も念入りに教わる。




　萌花が持ってきたトランプで、トランプタワーを作らされた。

　僕はわりと手先が器用な方で、根気のいる作業も平気だ。

　あと、二枚、頂上に載のせるだけで完成といったところで、

「えい」

　萌花の指先によって崩くずされてしまう。

「もう一回やり直し」

　二回目もなんとか頂上を残すのみといったところで、

「えい」

　萌花によって崩される。

「どうしても、仕方なく、だからね」

　本当に楽しそうに見えるのは、気のせいだろうか。

　それを、五回繰くり返した。

　イライラ大作戦その五、萌花の意外にサディスティックな一面を目まの当たりにしてショックを受ける。




「今夜は寝ねかさぬぞ」

　風ふ呂ろあがりのパジャマ姿で、大きなクッションを抱かかえたイラが、僕の部屋の前にいた。

「朝まで余とトランプで遊ぶのだ」

　というわけで、僕のベッドの上で、イラとババ抜ぬきを始めたのだが。

　イラはめちゃくちゃババ抜きが弱い。

　ジョーカーに僕が手をやると、ニヤリと笑うのだ。それを指し摘てきすると、今度は意識し過ぎて変な顔になるので、余計にわかりやすくなってしまった。

「ええい！　絶対に余が勝つまで、寝かさぬからの！　次は神経衰すい弱じやくで勝負である！」

　と、息巻いていたイラなのに、なぜか先にこっくりこっくりと頭を上下させて、船を漕こぎ始めていた。

「もう寝てもいいよ？」

「……フフ。もう、限界であるか？　人は眠ねむい時に、邪じや魔まをされると、腹が、立つので……余は……すぴー」

「おーい、起きろ」

「ええい！　起こすでないわ！　余が起こすのだ！　何を考えておるのだ！　お主は絶対に寝かさんからの！」

　その時は目を覚ましても、すぐにまた船を漕ぎ始める。

　やがて、神経衰弱のトランプに顔面から突つっ込んで動かなくなったので、僕はトランプを片づけ、イラをきちんとベッドに寝かせて掛かけ布ぶ団とんをかけてやった。

　幸せそうに寝ね息いきをたてているイラを確かく認にんし、時計に目をやると、まだ十一時を少し回ったところだった。

　僕はリビングのソファで寝ることにした。

　イライラ大作戦その六、今夜は寝かさないと言いつつ、先に寝られる。




　そんな感じで、数日に渡って幾いくつかの作戦が実行されたわけだが、怒いかりの感情力は全く増えず、むしろ、僕の心の傷ばかりが増える結果となった。




　そして、事件はイライラ大作戦その七、バケツで水をぶっかけられる、で起きた。

　イライラ大作戦の効果がイマイチであることに、イラは業ごうを煮にやし、物理的強きよう攻こう策さくに出たのである。

　放課後、階段を登ってくる僕に対して、上の踊おどり場からバケツに貯ためた水を頭からぶっかけるという、策でもなんでもない、ただの憂うさ晴らしを実行しようとしたのだ。

「これでダメなら、地じ獄ごくへゆけえぇえええぇ！」

　イラの気き迫はくは凄すさまじく、助走をつけて思い切りバケツをスイングし、僕に思い切り水をかけようとして──足を滑すべらせた。

「うえぇぇええええ!?」

　階段の一段目に足をかけた僕が、顔を上げた時に見たのは、空中を舞まうバケツと、バンザイみたいなポーズで悲鳴をあげながら、跳とんでくるイラだった。

　さすがにこの高さはヤバイ。

　僕は両手を差し出して、イラを受け止めようとして、不ふ可か抗こう力りよくで胸に顔を突っ込み、それでも受け止めきれずに、後ろに倒たおれて背中と肘ひじを強打した。

　バケツは壁かべに当たって跳はね返り、中の水は僕とイラを濡ぬらして、床ゆかに転がる。

　馬乗りになっているイラ、悶もん絶ぜつする僕。

「お、お、おお……」

　イラがその状態のまま、胸むな元もとを両手で押さえた。

「痛いてて」

「お主、余の逆げき鱗りんに──」

　あろうことか、僕はイラの逆鱗に頭ず突つきをかましてしまったらしい。

「いや、今のは、不可抗力で……」

　セーラー服に隠かくれているにもかかわらず、イラの押さえた両手の中から、赤い光が漏もれ出て、ドクン、ドクンと脈動するのが見えた。

　それは僕が刻印の力を使った時の感じによく似ていた。

「逆鱗に触ふれられたら、余は、自じ我がを失い、破は壊かいの、権ごん化げとなって──」

「いや、オデコが、たまたまぶつかっただけで……」

　自分でもそんな言い訳が利きかないのはよくわかっている。

　俯うつむいたイラの金色の瞳ひとみが、赤く変化していく。

　濡れた髪かみとセーラー服から、シュウシュウと水蒸気が立ち始めた。

　僕の身体からだの上で、イラの身体が熱く発熱する。

　小刻みに震ふるえる身体。身体が急激な変化を起こそうとし、イラはそれを必死に歯を食いしばって、耐たえているように見えた。

　なんかヤバイ。

「……逃げよ、余の、視界に入らぬ、ところ、まで──」

　赤い逆鱗の脈動が、徐じよ々じよに速くなっていく。

　まるでそれは今にも爆ばく発はつしそうな爆ばく弾だんみたいだった。

「はやく、逃げるのだ！」

　そう言われても、マウントポジションをとられているこの状態では、どうしようもできない。なんとか抜けだそうとしてみるが──。

　スゥゥッとイラが息を吸い込んだ。

　キィィィィン、と耳鳴りのような音がして。

　力がイラの口に収束していく。

　それが何か僕にはわかった。

　カレーを食べた時の、アレだ。

　たぶん、それの、もっと強力なやつ。

　僕は至近距きよ離りでそれを──。




　あ。これは、死んだ。

　僕は死を覚かく悟ごする。




「ヘクチュン！」




　ぽふっ。

「熱ッ！」

　口から吐はき出された、小さい炎ほのおが、身構えた僕を炙あぶった。




「ヘクチュン！」

　ぽふっ。

「熱ッ！」

　辺りを一いつ瞬しゆんだけオレンジ色に染める小さな炎。




「うー……」

　イラは上半身を倒して床に手をつく。

　シュシュはいつの間にか取れていて、銀ぎん髪ぱつのロングヘアーが僕に覆おおい被かぶさった。

　なぜか、銀髪はクリンクリンに撥はねて、くせ毛みたいになっている。
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　イラは真っ赤に紅潮した顔を、ググっと僕の顔に近づけると、

「キモチワルイ」

「え……？」

　僕から身体をどけるように倒れた。

　僕は上半身を起こす。

　イラは目を閉じて、コホコホと咳せき込んでいる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　返事はない。

　何がどうなったのか、よくわからない。

　イラの額に手を当ててみると、ものすごく熱かった。

「ヘクチュン！」

　ぽふっ。

「うわっ」

　どうやら、くしゃみのタイミングで、炎を吐くらしい。

　幸いなことに人ひと気けがないが、このまま放置する事もできず、かといって、保健室に連れて行くこともできない。くしゃみの度たびに炎を吐く理由を、どう説明すればいいのか。

「おい、イラ……しっかり」

　頰ほおをペシペシと叩たたいてみるが、ぐったりとしていて反応はない。

　僕は仕方なく、イラを階段に座らせてから背負った。

　鞄かばんは教室だが、財さい布ふは持っている。

　何が起きているのかわからないが、とにかく、すぐに家まで運ぶべきだろう。

　電車は人目につきすぎるので、タクシーを拾うしかない。僕はそのまま走って、校門を駆かけ抜ぬけ、部活動を始めた生徒たちの好こう奇きの視線を振ふり切り、大通りに出た。

「今から、絶対にくしゃみをするなよ。家まで我が慢まんするんだ。いいか？　タクシーの中では絶対にくしゃみするな。面めん倒どうな事になるから」

「……うー」

　一応は、聞こえているようだ。

　僕は道を通りかかったタクシーを、手を上げて止める。

「ヘクチュン！」

　ぽふっ。

　肩かた越ごしに火か炎えん。

　タクシーの運転手は振り返って、眉まゆをひそめた。

「やー……」

　僕はイラを後部座席に押し込みつつ、

「すごく辛からいカレーを食べると、火を吐くって本当ですかね？」

　訝いぶかしげにこちらを見ていたタクシーの運転手は、

「それはないね」

　顔をほころばせて、営業スマイルを浮うかべた。

「駅前の『ダルマ』っていうカレーのお店なんですけど、とにかく辛くて。この子具合悪くなっちゃったんです」

「知ってる、知ってる。変な関西弁のインド人のとこでしょ？　食べたことあるよ」

「そうです、立派なヒゲの」

「はいはい。凄すごい大盛りだよね、あそこ」

　何とか話題を逸そらすことに成功した。

　僕も乗り込んでイラの隣となりに座る。

　不意にイラが手を伸のばして、僕の手をぎゅっと握にぎった。

「お客さんも、カレー、食べたの？　顔が真っ赤だけど」

　僕はドギマギしながら答えた。

「いや、その、カレーのせいでも、恋れん愛あい感情とかでもないです」

「はぁ？」

　タクシーの運転手は首を傾かしげた。




　　　　※




「病院に連れて行った方がいいんじゃないの？」

　学校に置いたままだった鞄を萌花が持ってきてくれていた。

　さらには、ぐったりしたままのイラの着き替がえや、晩ばんご飯はんの買い出しもお願いした。

　やはり、萌花にだけは頭が上がらない。

「でも、くしゃみが問題なんだよ」

　今はイラの布団の周りを、バーベキュー用の防火マットで囲っている。

「ヘクチュン！」

　ぽふっ。

　タイミングよく、炎を吐いた。

「いつも元気なイラちゃんが風邪かぜをひくなんてね」

「風邪？　あ、いや、これはそうじゃなくて──」

　そう言われてみれば確かに、咳せき、くしゃみ、発熱、全すべて風邪の症しよう状じようだ。

「……案外、風邪薬が効いたりするのかも」

「あるよ」

　萌花が鞄の中を探さぐって風邪薬を取り出した。

「その鞄の中、なんでも入ってるね」

「入ってないよ」

「エタノールも入ってたし」

「必要なものしか、入ってないよ」

「エタノールは必要なんだ？」

「いつでも入っているわけじゃないよ」

「あ、そうなのか」

「必要とされる時に、必要な物を与あたえられる人になれ。これがウチの家訓だからだよ」

「初めて知ったけど」

「今、思いついたからね」

　萌花はキッチンで水を汲くんで、イラの上半身を起こし、「薬だよ。楽になる草と書いて、薬っていうんだよ。実際は草じゃないけど、飲むと楽になれるよ」と、声をかけながら薬を飲ませた。昔、風邪を引いた時に、叔母おばさんにそうやって薬を飲ませてもらったことがある。如月きさらぎ家の習わしなのだろうか。

　イラの様子は相変わらずで、意識があるのかないのかも分からない。

「この薬が効かなかったら、病院連れて行こうね」

「いや、でも、イラは一応異世界の住人なんだし、医者に見せて何かわかるとは思えないよ。もし、身体からだのどこかが僕たちと違ちがうことがわかったりしたら、大おお騒さわぎにもなるだろうし、病院にはやっぱり連れては行けない」

「うーん、それもそうか」

　健康保険証も無いし。

「ところで、どうして、イラちゃん髪かみの毛、こんなにクリンクリンになってるの？」

　イラの髪の毛は、まるでカリスマ美容師が気合を入れてパーマをかけたみたいになっていた。

「たぶん、僕が逆げき鱗りんに触ふれたからだよ」

「比ひ喩ゆ的な意味合いで？」

「いや、そうじゃないよ。実際にある逆鱗なんだ。胸むな元もとにあって、赤い逆三角形の、厚みのない水すい晶しようみたいな」

「そういえば、あったね。着せ替かえる時に見たよ」

「そこにオデコがぶつかって──」

「近いよね」

　急に、萌花がこっちに詰つめ寄ってくる。

「え、何が……？」

「胸元にオデコがぶつかるって、どういう状じよう況きよう？」

　いつもの無表情と変わらないのに、なぜか異様な気き迫はくを感じる。

「もしかして、チュッチュしていたのかい？」

「してない。階段でイラが足を滑すべらせて、不ふ可か抗こう力りよく的に──」

　近い状態にはなったけれども。

　それを思い出して顔が赤くなってしまった。

　萌花が背せ伸のびをして、両手を僕の頭に回して引き寄せた。

　まるで抱だきしめられたみたいな形になる。

「ちょ、萌花──」

　平常心を保つのだ！

　男は邪よこしまな感情で、身を滅ほろぼすぞ！

　僕は心の中で叫さけんで、自分を戒いましめた。

「ねぇ、レイジくんが捜さがしているのは、Ａ区多発失血事件の犯人〝血まみれ妖よう精せい〟なんだよね？」

「え？　ああ、そうだよ」

　意外な質問に、戸と惑まどってしまう。

「金きん髪ぱつでゴスロリな女の子、その子と戦うために、今、怒おころうと頑がん張ばっているんだよね？」

　そこまでの情報を萌花に言ってあっただろうか。リビングでイラとは普ふ通つうに話していたので、キッチンにいながら聞くこともできたようにも思う。

　よくわからないが、今の状況ではとても冷静にはなれず、僕は混乱する。

「だけど、レイジくんは怒ることが苦手だから、全然溜たまってない」

「……そ、その通り」

　知っているようで知らず、知らないようで知っているのが、萌花だ。

　いつも自分からは踏ふみ込んでこないが、距きよ離りをおいていたとしても、いつの間にか事情を把は握あくしている事が多い。

「よし。このくらいで、引き分けということにしてあげよう」

　さっと萌花が身を引いた。

　何なのだ、一体。

　僕の動どう揺ようは収まらない。

　萌花がイラの額に手をやって、「うん。落ち着いた」と満足そうに頷うなずく。

　薬が効いたのか、イラは穏おだやかな表情で寝ね息いきを立てていた。

「助けが必要な時に、助けるのが私の役目だからね」

　萌花はそう呟いて、イラの額にかかっていた髪の毛を手で払はらうと、ゆっくりと頰ほおを撫なでた。




　　　　※




　イラの看病のために、学校を休んで、皆かい勤きん賞を逃のがした日。

　自分のことでなければ、簡単に休めてしまう自分の偽ぎ善ぜん者振ぶりといったら、萌花も呆あきれるばかりだった。

　僕は昼ご飯のお粥かゆを作りながら、間近に迫せまるスペルヴィオとの決戦の日に、どう戦うかを悩なやんでいた。

　こちらからルールを提示できなければ、また殴なぐり合いになる可能性が高い。かといって、向こうが承しよう諾だくし、なおかつ、こちらが有利になるなんてルールは思いつかない。

　刻印はイライラ大作戦の実じつ施し前と変わらず、一割未満だった。

　せいぜい〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟が数分使えるくらいで、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は使えないだろう。これでは戦せん闘とうになったら、すぐに決着がついてしまう。

　現状ではどう考えても勝ち目はなさそうだ。

　どうにかして、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が使えるくらい感情力を溜ためる事が出来ればいいのだが、足を踏まれても、条件反射で謝ってしまうような僕が、誰だれかに対して激げき怒どできるかと考えたら、ほぼ絶望的だった。

　なぜ、この前は怒いかりの感情力を溜めることができたのか、今でも不思議でならない。

　あの時、僕は本当に怒ったのだろうか？

　感情力が溜まったのだから、確かに怒ったのだろうが、どうも腑ふに落ちない。

　怒りというのはもっと、暴力的な感情であるように思う。

　あの時の僕はいつも以上に冷静で、我を忘れるような激情に身を任せたわけでもなく、スペルヴィオに対して、憎にくしみの感情を抱いだいたのでもなかった。

　だから、怒った、というのとは少し違う気がした。

　では、なんだったのかと聞かれても、うまく説明できないけれど。

　もし、あの状況を再現できれば、もう一度感情力を溜めることができるかもしれないが、それも難しい話であるように思う。

　お粥を煮にすぎていたので、火を止めた。

　ボウルに水を張って、そこに鍋なべを突つっ込んで粗あら熱ねつを取る。

　更さらにもう一つ懸け念ねん点があった。

　グーラの動向だ。

　スペルヴィオと戦った後、再びＡ区多発失血事件が起き始めていたのである。

　どうやら、スペルヴィオの存在に気づいたグーラが、姿を隠かくすことよりも力を溜めることを優先した結果らしい。

　今はグーラを後回しにしているが、こうしている今も、被ひ害がい者しやは増え続けている。

　しかも、今度はＡ区だけではなく、近くの区にも出しゆつ没ぼつするようになっていた。距離を取りつつ、それでも大きく離はなれようとしないのは、虎こ視し眈たん々たんとこちらを倒たおす機会を窺うかがっているからだろうか？

　問題は山積みだった。

　でも、それらを解決する力は今の僕にはない。

　なんとかしたいという思いだけで、勝てる相手でもない。

　それもこれも、怒ることが出来ないという、臆おく病びような僕の平和主義思考が、問題解決の妨さまたげになっていることは間ま違ちがいなかった。でも、こればかりは本当にどうしようもなくて困っている。

　粗熱のとれたお粥を器うつわに入れて、冷蔵庫から梅干しを取り出して放り込んだところで、イラは酸すっぱいものがダメなことを思い出した。

「でも、味気ないしな……」

　気にしないことにして、お盆ぼんにお茶とお粥を載のせ、イラの寝ねている客間へと向かった。

「入るよー」

　ノックをしてからドアを開ける。

　ベッドでイラが上半身を起こした。

　相変わらず髪の毛は撥はね、瞳ひとみの色も真っ赤だったが、薬が効いているのか、くしゃみと咳せきの症しよう状じようは抑おさえられているようだ。

　逆鱗に触れられると風邪かぜをひいたようになり、さらに風邪薬が効くというのも変な話だが、良い効果が出ているなら、それに越こしたことはない。

「食しよく欲よくはある？」

　イラはこくり、と頷いた。

　朝方に目を覚ましてから、ずっとこの調子でいつもの元気がなかった。僕がお粥の入った器とレンゲを渡わたすと、イラは一口食べ、ものすごく酸っぱそうな顔をした。

　見ているこっちまで、唾だ液えきがでてきそうだった。

　しばらく、イラはモグモグと口を動かしていたが、

「……エネルギーが足りぬせいである」

　手を止めて、不意に口を開いた。

「本来は力の続く限りブレスを撒まき散らして暴れるはずなのだ。だが、今はそのエネルギーがない。それでも、無む理り矢や理りに力を使おうとして、身体だけが過か剰じように反応し、暴走するようである。余は思わぬ弱点を抱かかえてしまったようだな」

「まぁ、それが弱点になるって分かっただけでも良かったじゃないか。逆鱗に触れた僕も悪かったし……早く良くなって、例のイライラ大作戦？　あれの続きをしてもらわないとね」

　僕は努めて明るく答えた。

　ぽたり、何かが落ちて、布ふ団とんを濡ぬらす。

「殺してしまったかと……思ったのだ」

　突とつ然ぜんイラの真っ赤な瞳から止めどなく涙なみだが溢あふれ出した。

「余はもう目の前で、誰も死なさぬと誓ちかったのに」

　どうやら僕にブレスを吐はこうとした時のことを言っているらしい。

　イラが人の死を嫌きらうのは、よくわかっていた。

　スペルヴィオと戦う時にもそうだったし、僕が鉄骨に押し潰つぶされて死にかけた時も、自らの力と引き換かえにしてまで、命を救おうとしている。

「前の煌こう帝ていは、余の父である。幻想世界ギルテイアを永きにわたって統治し続けた賢けん君くんであった。争いの絶えぬ幻想世界ギルテイアで大きな戦争を起こさず、平和を愛し、寛かん容ようの精神を持つ、偉い大だいな煌帝だった──父は余の誇ほこりであった」

　僕は何も言わず、床ゆかに座って、ただイラの言葉に耳を傾かたむけた。

「父は何者かに殺された。最さい期ごを看み取とったのは余である。余が駆かけつけた時には、致ち命めい的てきな怪け我がを負って、しゃべることすらもできなかった」

　皇位継けい承しよう戦争が始まったのが最近のことなので、まだ近い出来事なのだろうか。父親を亡なくした傷は、まだ癒いえてないようだ。

「それでも、父は余の手を強く握にぎって、最期に笑ったのだ。きっと余はその時、託たくされたのだと思う。父の遺い志しと、幻想世界ギルテイアの未来を──」

　イラはそこまで話すと、俯うつむいた。

「煌帝の座を狙ねらって父を手にかけたものが、種族王の中にいるかもしれぬ。余はその企たくらみを阻そ止しし、なんとしてでも、煌帝にならねばならぬ。それが余に課せられた運命、〝憤ふん怒ど〟の姫ひめとして生まれた余の生きる道である。だが──」

　イラは両手で顔を覆おおう。

「余には、戦う方法がない。力もない。お主にシンボルを与あたえたのも、間違いだったのかもしれぬ。そのせいで、余計な苦痛を与えた。そして、シンボルが奪うばわれれば、お主を殺すことになろう。また、余の前で──」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　口から思わず言葉が出てしまった。

「……大丈夫だよ」

　根こん拠きよも何もない、空くう虚きよな言葉だった。

「僕が何とかする。誰も死なないし、死なせない。種族王全すべてに勝てばいいんだ。勝って僕は生きて、そして、君は煌帝になる。約束するよ」

　それは、軽けい薄はくで、聞こえだけはいい、いつもの〝善人〟ぶった言葉だったのかもしれない。

　それでも、僕は言葉にせずにはいられなかった。

「この争いに巻き込まれたのは、僕の意思じゃなかった。いつのまにか死にかけて、命を救われて、自分が死なないために、戦うことになってた。よく考えず、戦う理由も持てないまま、ここまできてしまった。だから、ずっと不安だったし、正直な所、逃にげたいって気持ちの方が強かったんだ」

　そんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度が、イラを苦しめる原因の一つでもある。

「だけど、ようやく自分の気持ちが、わかった気がする」

　僕は自分の意思を相手に伝える事を恐おそれていた。

　だから、いつも言葉少なく、意見も言わず、他人の意思を受け入れてきた。

　でも、今はなぜか自分の思っていることを伝えたいという思いに駆られている。

「きっと、僕は君の力になりたいんだと思う」

　イラと出会う前の僕であったら、こんな風には考えなかった。僕は傷つくことを恐れて、他人と関かかわり合いになることを避さけていたからだ。

　求められれば応こたえても、求められない限り、自らは何もしなかった。

　でも、今は少し違ちがう。イラの気持ちを聞いて、泣いている姿を見て、なぜか僕は無む性しように出来る限りのことをしてあげたくなった。

　誰かに良く見られたいわけでもなく、風評を気にしてのことでもない。

　僕は純じゆん粋すいに、本心から、イラの力になりたいと思ったのだ。

「だから、泣かないで。戦うのはこれからだよ」

　僕はポケットからハンカチを取り出して手て渡わたす。

　不意にイラの瞳の色が金色に戻もどり、髪かみの毛も力を失うように元に戻った。

　それに呼応するように、イラの顔が真っ赤になる。

「ん……熱があがってきた？」

　額に触ふれようと伸のばした僕の手を振ふり払はらって、

「もう大丈夫であるわ！」

　イラはハンカチで、ズビビビ、と鼻をかんだ。

　それは、涙を拭ふくために渡したハンカチです。

「余としたことが、気弱なところを見せてしまったな。今のは、忘れよ」

　イラは表情を和やわらげると、

「ただし、約束したことは余が忘れぬ。絶対に忘れてやらん。余を煌帝にするのだ。よいか。絶対だぞ！」

　いつもの調子に戻った。

「わかったよ」

　そして、再び、お粥かゆをレンゲですくって口に入れると、

「コラー！　いつまでも余を病弱で、か弱い深窓の令れい嬢じようを見るような目で見るでなーい！」

　酸っぱそうな顔のままで憤ふん慨がいした。

　その様子を見て、僕は安あん堵どのため息をついた。

　僕が心を決めたからといって、勝てる算段が整ったわけでもなく、口では偉えらそうな事を言っていても、敗色の濃こい現状は何も変わっていない。

　それでも、僕は少し前を向くことができたように思う。




　夕方、学校帰りに寄ると言っていた萌花が、どれだけ待っても来なかった。

　携けい帯たい電でん話わにメールを送ってみても返信がない。仕方なく冷蔵庫の中にあるもので、間に合わせの晩ご飯を作り、イラと二人で食事をしていると、家の電話が鳴った。

　電話は叔母おばからで、萌花が救急病院に搬はん送そうされた事を告げるものだった。




　　　　※




　自転車の後ろにイラを乗せて、救急病院につく頃ころには、辺りはすっかり暗くなっていた。

　小高い丘おかの上にある救急病院は、暗くら闇やみの中、窓からオレンジ色の光を放ち、どことなく不ふ穏おんな気配を漂ただよわせているように感じられる。

　受付で病室の場所を聞き、足早に向かう。

　病室の中には目を赤く腫はらした叔母がいて、僕の姿を見て立ち上がった。

「来てくれたのね、零司君。その子は？」

　見慣れないイラが気になったようだ。

「萌花の友達です」

　小さな個室のベッドの上で、萌花は上半身を起こして、ぼんやりと視線を漂わせている。

　イラが近づき、萌花の頰ほおに手を当て、

「萌花」

　声をかけるが、反応はない。

　萌花の瞳には、意思の光が宿っていなかった。

「発見された時には、もうこんな状態だったらしいの」

「一体、何があったんですか？」

「私にもわからない。でも──」

　叔母は近くに置いてあった萌花の学生鞄かばんの中から一冊のノートを取り出した。

「これ、さっき鞄を調べていて見つけたんだけど……警察にも見せるつもり。零司君これって──」

　叔母から手渡される。

　授業でよく使う大学ノートだ。僕は早さつ速そく開いてみた。

　印刷されたＡ区付近の地図が貼はられ、赤いペンで数字が書き込まれている。

　隣となりのページには、その数字の場所、日時が細かく表記されていた。

「変なことに首を突つっ込むような子じゃなかったのに」

　そのノートは明らかに、Ａ区多発失血事件について調べたものだった。

「萌花の容態は……？」

　返答される内容は予想できたが、それでも聞かずにはいられなかった。

　叔母は首を横に振る。

「今、流行はやっている原因不明の病気なんですって。同じ病気の人たちも、この病院にいて、みんなこんな状態のままで、治った人はいないそうよ。もしかしたら、ずっとこのままかもしれないってお医者さんが──ごめんなさい。私がしっかりしなきゃね。少しだけ外の空気を吸ってくる。零司君ここにいてくれる？　すぐ戻るから」

　僕が頷うなずくと、高ぶった感情を抑おさえきれないのか、叔母が手で顔を覆って、病室から出ていった。

「レイジよ、すまぬな」

　イラは萌花の手を握っている。

「謝らなくてもいいよ」

　そう、イラが謝る理由などない。

「萌花なりに考えて行動した結果だったんだ」

　僕はノートをイラに手渡した。

「Ａ区多発失血事件について自分で調べたらしい。きっと、僕らの役に立とうとして、グーラに襲おそわれたんだろう」

　萌花から手を離はなして、イラはノートをパラパラとめくった。

「助けてあげられるだろうか？」

「……わからぬ」

　イラは小さくため息をついて、ノートを傍かたわらに置いた。

「生命力が奪われた結果、こうなっているのであれば、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力ではどうしようもない」

「グーラの創つくりだした武器を破壊すれば、元に戻せるんじゃないか？」

「いや、それは危険である。生命力を武器に変えておるのならば、萌花の生命力そのものを破壊してしまうことにもなりかねない。下手へたをすれば、取り返しの付かないことにもなろう」

　萌花はただ静かに、虚うつろな瞳ひとみのまま、ゆっくりと呼吸していた。

　感情もなく、生気もないその姿は、知っている萌花の姿とは全く違って見えた。

　まるで萌花らしさ、というものが奪われてしまったようだった。

「どうして、こんなに酷ひどいことができるんだろうか」

　強者による搾さく取しゆ、或あるいは、暴力を目にする度たびに、いつも不ふ愉ゆ快かいに思う。

　その力は、本当にそんな風に使うべきものなのだろうか。

　イラも不愉快そうに眉まゆをひそめている。

「全ての生命は、他ほかの生命を奪わなければ生きてはいけぬ。それが食う、ということだ。しかし、〝暴食〟とは、貪どん欲よくに食い漁あさる欲よく望ぼう。必要以上に求め、使い捨てる行こう為いである。力を追い求めるがゆえに、他者の犠ぎ牲せいを顧かえりみない。実に卑いやしく、浅ましい欲望である」

　グーラが再び動き始めた時に、行動を起こすべきだったのかもしれない。自分の見えない所で、犠牲者は増え続けていたのに、それが分かっていながら僕は放置していた。

　なんて卑ひ怯きよう者なのだろう。

　被ひ害がいを防ぐことができたのは僕だけだったのに、身近にいる者が犠牲にならなければ、何かをしようとも思わなかったのだ。

「……僕には何もしてやれないかもしれない」

　それでも──。

「グーラを倒たおそう。犠牲者はこれ以上出さない。萌花で終わりにする」

　何としてでも萌花を助けるという決意を新たにする。

　イラはどこか満足そうな笑えみを浮うかべると、

「レイジよ。お主は自らが怒おこることを嫌きらっておる。確かに、憤ふん怒どとは自分勝手で、利己的な感情である。お主の性質とは反対のものだ。だが──」

　ワンピースの胸むな元もとを、引き下げた。

「わかるか？　お主が今、覚えている感情も憤怒である」

　そこには、半分以上に増えた刻印があった。

「何も憤怒とは自分のためだけにある感情ではない。他者を思いやるがゆえに憤怒する。そういう事もある」

　イラは再び萌花の手をとると、

「これを見よ」

　萌花の手のひらを見せた。

　そこにはペンで字が書かれている。

〝みんなの代わりに怒ること〟

　これは一体、どういうことだ？

「イライラ大作戦。自分を犠牲にする、といったところかの」

　僕は絶句する。

「萌花はよく理解しておったのだろうな。怒ることができなければ、お主は死んでしまうということを。聞き流しているようで、誰だれよりも重く受け止めておったようだ」

「そんな……だったら、萌花は自分からグーラに襲われたとでも？」
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　イラは頷く。

　冗じよう談だんじゃない。

　誰もそんなことを望んでいない。

「スペルヴィオとの勝負の時、なぜ、力が溜たまったのか。余はようやく理解した。お主は自分が傷つけられることは許せても、誰かが傷つくことは許せないのだ」

「……違ちがう」

　口では否定しながらも、なぜか納なつ得とくしてしまう自分もいた。

　人にいい顔をして〝善人〟でありたがる、それが僕だからだ。

「お主は自分のためではなく、誰かのために怒ってやれる人間なのだ。誰よりも近くにいた萌花にはそれがわかっておったのかもしれぬ。だが──」

　イラは萌花の髪かみを撫なでた。

「一人で勝手なことをしたことは、きちんと叱しかってやらねばならんの」

　僕は拳こぶしを固く握にぎり締しめる。

「僕はそんな聖人君子みたいな人間じゃない。それに、誰かのために怒るなんて、偽ぎ善ぜんもいいところだ」

　思わず語気を荒あらくした僕に、イラは少し驚おどろいた様子だったが、

「偽善で良いではないか」

　腰こしに手をやって微び笑しようした。

「憤怒など、どう隠かくそうが表に出そうが、眉をひそめられ、非難されてしまうようなものである。ならば、怒いかりに振ふり上げた拳を、素す直なおに振り下ろせば良い。自分の意思を示して、非難を受け入れよ。誰かのためというならば、なお良いではないか。それによって、感謝されることもあろう。正義は全すべての者にある。偽善と呼ばれる前に、まずは、お主が自分の正しさを肯こう定ていしてやらずに、誰に肯定してもらおうというのだ」

「……偽善でも、いいのか」

　僕はずっと偽善は悪いことだと思っていた。

　だから、偽善的な行動をする自分を嫌けん悪おしていたのに。

「萌花やグーラの犠牲者たちのように、拳を振り上げる力すら奪うばわれた者たちがいる。その者たちの代わりに、お主が拳を振り下ろしてやれば良い。〝みんなの代わりに怒れるか〟どうかである。その為ための力を余が与あたえてやったではないか。萌花を思い、グーラに憤いきどおって、溜ためたその怒り、自分が思う正しさのために使うが良いぞ」

「僕の思う正しさ……」

「余はお主の、誰かのために怒るその感情。実に心地ここちよく、好ましく思うがな」

「ん……？」

　イラはなぜか、顔を赤くして、

「ええい！　純情可か憐れんな乙おと女めを見たような顔をして、余を見るでな───────い！」

　いつもより長めに憤ふん慨がいした。

「見てないよ」

「それはそれで許せぬ！」

　一体、どうしろっていうのだ。

　──ふと、萌花が笑ったような気がした。







　第五章　暴食　Gluttony







　次の日。

　学校を休んで、萌もえ花かのノートを頼たよりに事件が起きた現場を回ってみることにした。

　僕は私服で、イラはいつものワンピースに桜色のカーディガンを羽織っている。

　次の被害を防ぐためには、グーラを捜さがし出さなくてはならなかったし、現に萌花はこのノートを使って、グーラまでたどり着いたのだ。

　だから、それぞれの事件現場には何か関連性があるはずだと踏ふんだのだが。

「甘い匂においがするのー」

　イラを連れてきたのは、失敗だったかもしれない。

「……ベルギーワッフルだよ」

「美味うまそうだのー」

　チラチラとこちらを窺うかがってくる。

「さっき、鯛たい焼やき食べたよね？」

「あれは美味であった。余はあの尻尾しつぽの部分がカリカリとしていて好きである」

「その前はアイスクリームも食べたよね」

「冷たくて美味であったの。五段重ねは断られたな。余としては、十段くらいまで挑ちよう戦せんして欲しかったがの」

「更さらにその前は、クリーム白玉あんみつだったか」

「あれはモチモチ感が抜ばつ群ぐんであった！」

　失敗かもしれない、ではなく、大失敗だった。行く先々でイラの買い食いに付き合うことになり、何のために学校を休んでまできたのかわからない。

　これではまるでデートだ。

　いや、違う。これは偵てい察さつであり、調査であり、そんな邪よこしまなものでは決してない。皆かい勤きん賞を逃のがしたからといって、休むことに抵てい抗こうがなくなったということでもない。

　萌花が入院しているというのに、そのような破は廉れん恥ちな行為にかまけるなど、絶対にしてはならないのだ。

「……そんなことより、グーラの手がかりだよ。大体回り終えたのに、まだなんにもわかってない。真面目まじめにやらないと日が暮れてしまう」

　しかも、今日はスペルヴィオとの再戦の日。

　夜にはあの電波塔とうに行って、戦わなければならない。

　イラはフン、と鼻から息を漏もらした。

「まだわからんのか。余がただ甘いものをモグモグしていただけだとでも思ったか」

「……モグモグしていただけだと思っているけど？」

「ベルギーワッフルであるな」

「む……」

　ベルギーワッフルとは、いかに。

「あれを食べさせてくれたら、教えてやらんこともない」

　そうきたか。

　仕方なく僕はポケットから財さい布ふを取り出した。

「これで最後だからな」

「コラー！　余を毎日頑がん張ばっている自分へのご褒ほう美びとして思いっきり甘いものを食べちゃうスイーツ系女子を見るような目で見るでなーい！」

　あながち間ま違ちがってはいないと僕は思った。




「匂いである」

　公園のベンチに腰こし掛かけて、イラは白い粉砂糖のかかったベルギーワッフルを口いっぱいに頰ほお張ばっていた。

「匂い？」

「行く先々で、このベルギーワッフルみたいな甘い匂いがしておろう？」

「……バニラ？」

「そう、マニラだな」

　それはフィリピンの首都です。

「どこの場所でも、このような甘い匂いがしておる。余もつい引き寄せられてしまうほど魅み力りよく的な香かおりだな。グーラは甘いモノに目がない。こちらの世界に来ても、暴食の欲よつ求きゆうに従って、好きなものを好きなだけ食くらっているのではないかと思うぞ」

　そうなのだとしたら、行く先々でスイーツのお店と遭そう遇ぐうするのも頷うなずける。

　おかしいとは思ったのだ。

　もっと早く気づいていれば、余計な出費を抑おさえることが出来たのに。

「ということは、つまり、甘い食べ物屋を手当たり次し第だいに捜せば──」

「日が暮れるの」

「……そうだよね」

　Ａ区だけならまだしも、グーラの行動範はん囲いは近くの区にまで広がっている。小さなお店も含ふくめれば、一日では回りきれないほどの数になるだろう。

「でも、今までいったお店で、共通点が分かれば、なんとかなるんじゃないか？」

「それを考えて、余は全ての店でスイーツを食べてやったのだ」

「そうか！　そんなに深い考えがあったのなら、早く教えてくれれば良かったのに。なんか、食いしん坊ぼうを見るような目で見て悪かったよ」

「お、おう……そうである。あくまで調査の為に食べたのだ。決して、このまま黙だまっておればいくらでも食べられるなとか、思ってはいなかった。ちっとも、これっぽっちも、思っていなかったぞ」

「……ん？」

　イラは少し慌あわてた様子で、

「しかし、グーラを見つけてどうするのだ？」

　残っていたベルギーワッフルを全部口の中に放り込んだ。

「どうするって、まずは話し合って──」

「相変わらず考えが甘いな。出会ってしまえば、戦うことも想定せねばならん。あの聞き分けの無い小こ娘むすめが相手なら、そうなる確率は高かろ？　それに、今日はスペルヴィオとの再戦の日。連戦になるのは避さけるべきであろうが。二人とも、そう容た易やすく勝てる相手か？」

「……簡単には、勝てないと思う」

　半分程度の刻印を溜めるのにも、一週間近くかかったのだ。

　グーラに対して能力を使ってしまえば、当然スペルヴィオには使えなくなる。

　戦いの中で溜まることは、僕の性質上、あまり期待できない。

「萌花のことで焦あせり気負う気持ちも分かる。だが、そんな時こそ、一戦一戦慎しん重ちように事を運ぶ必要があるであろ？　お主が負けたら、誰だれが萌花を救ってやれるのだ」

「う……」

　もっともな意見すぎて、反論の余地もない。

「今はスペルヴィオとどう戦うかを考えるべきであろうな」

「そのことなんだけど……」

　言い難にくそうにする僕に、イラは首を傾かしげる。

「考えがあるなら、言ってみるがよい」

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力は凄すごい力だと思う。使い方によっては、なんでも出来てしまう。それこそ、問答無用で相手に触ふれるだけで勝てる。最強の力だよ。だからこそ、僕は、できるだけ使いたくないんだ」

　戦いを挑いどんでくる相手にも戦う理由や意思がある。

　それを踏みにじって、罠わなにはめる勝ちパターンを用意したところで、その勝利はあまりに虚むなしい。そんな風にして勝った者が、七つの種族を統すべる煌こう帝ていに相応ふさわしいとは、僕には思えなかった。

「絶対に使わないってわけではなくて、相手の出方に応じて使うのはいいと思う。だけど、最初からこの力を使って勝とうとするのは、卑ひ怯きような方法のような気がするんだ。甘い考えだって言われるかもしれないけど、やっぱり、相手の話を聞いてから、正々堂々と戦いたい」

　イラは黙って聞いていたが、

「良かろう。その力は、お主が必要とした時に、納なつ得とくのいく方法で使うが良い。余は何も言わん。ふむ。お主も言うようになったな」

　なぜか嬉うれしそうにやんわりと微笑ほほえんだ。

「獅し子しは兎うさぎを狩かるのにも全力を尽つくすというが、誇ほこり高き竜りゆうはそんなことはせん。全力を尽くす相手を倒たおすのが竜である。お主にその誇りがあって余は嬉しく思うぞ。それに、その方が勝負もおもしろかろうな」

　怒おこられるのではないかと思っていた僕は、すんなりと受け入れられたことに安あん堵どした。

〝善人〟ぶった意見は基本的に嫌きらわれるものだと、経験上知っていたからだ。

「だが、レイジよ。もし、互たがいに納得ずくのルールを決めたのならば、それに従うのだぞ。この前のように、逃にげ続けるだけではダメである。相手にとっても失礼なのだからな」

「……わかった」

　それは戦うと決めた時に、既すでに覚かく悟ごしていたことだ。

「さて、それでは行くか」

　ベンチからイラが立ち上がる。

「行くってどこへ？」

「あそこである」

　その指が指し示すのは、

「余はあの旗に書いてある、ちょこばななくれえぷとやらを食べる」

　ワンボックスカーを改造した路上クレープ屋だった。

「さっき最後だって言ったじゃん」

「さっきまでのは調査である！　今からはスペルヴィオ戦に向けて、英気を養うために食べるのだ。もしかしたら、最後の晩ばん餐さんとなるやもしれんからの。余は絶対に食べるぞ。絶対にだ！」

「……わかってないな」

　僕はため息をついて立ち上がった。

「あそこはホットチョコレートソース・アイスクレープが一番美味うまいんだ。それを頼たのまないのは、ハンバーグが美味おいしいお店でラーメンを頼むのと同じ事なんだって」

　萌花の受け売りだけど。

「では、それを三つ食べるとしよう」

「それは食べ過ぎ」




　　　　※




　静かな夜だった。

　赤い電波塔は変わらぬ姿でそこにある。公園には煌こう々こうと街路灯が灯ともり、体格の良い男の影かげを地面にくっきりと映していた。

　その男──スペルヴィオは右みぎ肩かたに黒いマントを羽織って、胸には獅子の装そう飾しよくが入った胸当てをつけ、腕うで組ぐみをして立っている。

「長い屈くつ辱じよくの日々だった。この日が来るのをどれだけ待ちかねたことか」

　相対する僕はいつもと同じ格好で、イラは初対面の時に着ていた赤いマントに白いドレスだった。

「……人間。貴様、名前は何という」

　スペルヴィオが懐ふところから濃のう緑りよく色しよくの駒こまを取り出して、手で弄もてあそぶ。

「……結ゆう城き零れい司じ」

「俺はスペルヴィオ。〝傲ごう慢まん〟の種族王、スペルヴィオだ。ユウキレイジよ、俺と対等に戦えたことを褒ほめてやろう。そして、光栄に思うがいい。貴様を絶対王者であるこの俺の敵として認めてやる」

　以前と比べて、格段に落ち着いた様子のスペルヴィオからは、気け圧おされるほどの威い圧あつ感かんが感じられた。

「余を無視するでない。お主の敵は余であろうが」

　イラが足を踏ふみ出して、視線の間に割って入る。

「スペルヴィオよ。一つ聞きたい。煌帝を殺あやめたのはお主か？」

　僕から視線を逸そらさずに、スペルヴィオは答えた。

「……もし、俺ならば、既に名乗りを上げているだろうな。暗殺など王者のすることではない」

「そうか、愚ぐ問もんであったな。では、さっさと勝負を始めようぞ。そちらのルールを聞こうではないか」

　スペルヴィオは右手を突つき出して、強く拳こぶしを握にぎった。

「俺が煌帝の資質に必要であると信じるのは力だ。何にも屈くつせぬ力。他者を圧あつ倒とうする絶対的な力。それこそが王者に求められるもの。だから、勝負方法は一つしかない。ただ、戦うこと。どんな方法を用いようと、戦って最後に勝ったものが勝者。それだけだ」

「相変わらずの、バカの一つ覚えであるな」

　そんなイラの挑ちよう発はつにも乗らず、スペルヴィオは一いち瞥べつを返した。

「さらに、貴様たち、二人同時に相手してやる」

　こちらを見下しているかのような、不ふ遜そんな態度で続ける。

「気にしなくていい。俺は〝傲慢〟の力を使う。そのために、傲慢であらねばならないだけだ。己おのれの力を過信することこそが、俺の力となる」

「良かろう。こちらもそれで異論はない」

　同時に相手をするといっても、イラは戦えないので、僕とスペルヴィオの殴なぐり合いという、想定通りの勝負方法だった。

　もし、その方法で戦うのなら、と僕は決めておいたことがある。

「……僕は前と同じように、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力を使う。だから、身体からだに触れることができた時点で、こっちの勝ちだ」

　溜ためた感情力で、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を発動し、速そつ攻こうで〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を使って倒す。

　あとは、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力を使うことを、相手に前もって宣言する。

　それが今回、自分に課したルールだ。

　それでも、触れただけで勝ちというこちらのアドバンテージは相当に高い。

　だから、せめて手の内を明かしておく。スペルヴィオの提案するルールに則のつとった上で、自分なりに正しいと思う力の使い方を考えた結果がこれだった。

　できるだけ相手を傷つけない方法で勝つ。

　そんな偽ぎ善ぜんと自己満足に満ちたやり方ではあるけれど、有利な状じよう況きように負い目を感じながら戦うよりは、どんな結果になろうとも、正々堂々と戦いたかった。

「俺に触れることができたら、貴様の勝ちか。別に構わんぞ」

　圧倒的に不利な状況でも、スペルヴィオは余よ裕ゆうのある態度を崩くずさなかった。

「だが、戦いを始める前に一つ聞く。なぜ、人間ごときが〝憤ふん怒ど〟の力を使えるのか。前回の俺の敗因は、それを全く予想していなかったこと、それに尽きる。貧弱な人間にしては、異常な動きにも納得がいかん」

　イラは黙もくして答えない。

「そこで、俺はひとつの結論に思い至った。竜りゆう姫ひめよ、〝憤怒〟のシンボルを、人間に持たせているな？　だから、貴様は戦わないのではなく、戦えないのだ。戦いを傍ぼう観かんすることしかできないのだろう？」

　落ち着き払はらったスペルヴィオは前回と印象が違ちがった。

　僕が能力を使ったことから、イラが無力化したことを看破する聡そう明めいさを見せていた。

「その通り。余のシンボルは、レイジが持っておる」

　隠かくし切れないと判断したのだろう。イラは素す直なおに白状した。

　スペルヴィオは露ろ骨こつに、嫌けん悪おの表情を浮うかべる。

「やはりか。しかし、種族の象しよう徴ちようたるシンボルを、人間などに渡わたすとは、なんと愚おろかな。臆おく病びよう風かぜに吹ふかれ、自らの肉体で戦わずして、煌帝の座につくつもりか？　見み損そこなったぞ。七種族最強の〝憤怒〟が聞いて呆あきれる！」

「なんとでも言うがよい。こちらには、こちらの事情があるのだ」

「やはり、煌帝の座に相応しいのは、この俺だな。二人共々、叩たたき潰つぶして、俺の覇は道どうの肥やしにでもしてやる」

　スペルヴィオは、もう話すことはないとばかりに身構えた。

「フフ、では、開戦としようか」

「……いつでもかかって来い」

　それを機に、僕は〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使って、前へと駆かけた。

　殴り合いになれば、こちらの分が悪い。だから、余計な感情力の消費を避さけるために、短時間で相手の攻こう撃げきを躱かわして身体に触れる。それが最善手だった。

　世界が加速する。

　それを知覚しながら、僕は距きよ離りを詰つめた。

　スペルヴィオは動く気配もない。

　触れられれば負けるというのに、なぜ動かないのか。

　そこに一いち抹まつの不安を覚えても、もう止まることはできなかった。

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」

　左胸の刻印が、シャツを透すかして赤く浮き上がり、脈動を始める。

　僕は難なく接近し、スペルヴィオへと右手を伸のばした。

　これではあまりにも呆あつ気けなすぎる、が。

「両手両足の機能を──」

　言い終わらない内に、

「〝愚者は従うトラスト・ミー〟」

　その言葉を聞く。

　視界の端はしで、獅し子しを模した濃緑色の〝傲慢〟のシンボルが、淡あわく光を灯すのが見えた。

「触れるな」

　僕の右手が、自分の意思に反してピタリと止まる。

　驚おどろきによるわずかな反応の遅おくれのせいで、スペルヴィオの左拳が僕の右顔面に炸さく裂れつした。視界に火花が散り、鋭するどい痛みが走る。僕は体勢を崩しかけて、何とか踏みとどまった。
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　何が起きた？

　──いや、何が起きてもいい。

　触れるだけで、この勝負を終わらせることができるはずだ。

　少し手を伸ばすだけで、まだ、触れられる距離にある。

　僕はもう一度、右手を伸ばそうとして、

「触れるな、と言った！」

　その声に再び、手が止まった。それ以上前に手を伸ばせない。

　まるで、時間が止まったように、右手だけが動かなかった。

　──いや、違う。右手は動く。

　だけど、言葉通り、スペルヴィオに触れられないのだ。

「貴様の傲慢は心地ここち良いな」

　ゾクリとするような、冷れい笑しようを浮かべたスペルヴィオに、僕は戦せん慄りつする。

「俺に容た易やすく触れられるとでも思ったのか？」

　慌あわてて、飛び退すさろうとして、

「止まれ」

　今度は、足が動かなくなる。

「……な？」

　そこに、スペルヴィオの右ストレートが襲おそいかかってきた。

　直ちよく撃げきの予感に、僕は思わず身を竦すくませる。

「二人同時に相手をするといったのはお主だからな」

　いつの間にか近くにやってきていたイラが、スペルヴィオとの間に身体を滑すべり込ませた。

　そして、白く輝かがやいたイラの右手がスペルヴィオの身体に触れると、

「うがぁ！」

　その身体を激しく吹っ飛ばした。

「……ふむ。やはり、微び々びたる力しか出せんの」

　イラは右手を突き出した状態で、マントを翻ひるがえした。

「助かった……今のは？」

　僕は冷や汗あせを腕うでで拭ぬぐう。

「グーラの時に余が飛ばしておった光こう弾だんである。感情力を集めた力、といっても良い。今となっては、飛ばすことは出来ず、触れたものを弾はじく程度のか弱い力になってしまったがな。それでも、感情力は一割弱消費してしまうようだ。お主には使えんぞ」

　僕はシャツのボタンを一つ外して、刻印を確かく認にんする。

　まだ半分ほど残っていた。

〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は宣言しても、効果が発動しなければ、消費は抑おさえられるらしい。

　しかし、スペルヴィオのあの力は一体なんなのか。

　それを思い出して、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

「身体が急に動かなくなった」

「うむ。あれが、〝傲ごう慢まん〟の力のようだな。どのようなものかは、余も知らなかった」

　無理やり言葉に従わせる能力だろうか？

　それとも、相手の行動を操あやつる能力だろうか？

　戦せん闘とう中に動きを止められたのでは、触れることはおろか、攻撃を躱かわすこともできない。

　スペルヴィオが余裕の態度を崩さなかった理由を思い知る。

　容易く勝てるというのは、僕の思いあがりだったようだ。

　早く対策を立てなければいけないのに、焦あせるばかりで何も思いつかなかった。

「動きを止められるのは、脅きよう威いであるな。次、接近されれば、前回と同じことになろう。そうだな、あの能力、〝無慈悲の殴打フルボツコタイム〟とでも名付けるか」

　それでも、普ふ段だん通りのイラに、張り詰めていた気持ちが少し和やわらいだ。

　地面に大の字になって倒たおれていたスペルヴィオは、

「……くだらん名前をつけるな。俺の能力の名は〝愚者は従うトラスト・ミー〟。何なん人ぴとも俺に逆らえない、絶対王者たるに相応ふさわしい力だ」

　前にも増して闘とう志しをみなぎらせて、起き上がった。

「今ので仕留めるつもりだったのだがな。しかし、次は逃にげられんぞ」

「レイジよ。余を抱かかえて、全力で資材倉庫の方へと引き返すのだ」

「えっ？」

「いいから、早くせよ！」

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟

　言われたとおりに、イラを前から抱だき上げて、僕はその場から逃げ出した。

「作戦タイムであーる！」

　イラを抱えて、疾しつ走そうする。長い銀ぎん髪ぱつが後ろに流れた。

「〝愚者は従うトラスト・ミー〟」

　後方でスペルヴィオが声を張り上げる。

　ああ、駄だ目めだ。足を止められたら、逃げ切れない。

「わっ！」

　イラが僕の首を摑つかんで、耳元で大声を出した。

「……何？」

　許容を超こえた音量に、耳がキーンと鳴って痛くなる。

「足を止めるな！　走るのだ！」

「鼓こ膜まくが破れるかと──」

「後でいくらでも治してやろう！」

　僕はそれ以上何も言わず、ただ走ることに集中した。

　戦う覚かく悟ごを決めてきた割に、すぐに逃とう亡ぼうだなんて、なんだか締しまらない。

　しかし、このまま続けても、負けは目に見えている。

　情けなく思えても、きっと、イラの判断が正しいのだろう。

　そんなことを考えながら、僕は暗がりの中をただひたすらに走り続けた。




「余には〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が使えぬことがわかった」

　資材倉庫の中で、僕は息を整えていた。

　中央には開けたスペースがあり、その周囲にはコンテナが積まれている。鉄材の足場なども組まれていて、身を隠すには丁度良い場所だ。

「これもシンボルが手元にない代だい償しようかの。さきほど、スペルヴィオに使えれば、勝負は決まっておったのに」

　オレンジ色をした予備灯が、頭上から辺りを照らしていた。

「……あぁ、そうなんだ？」

　全力疾走の後で、脳に酸素が回っていない僕は、うまく頭が働かない。

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟のおかげで、最初は軽く思えていたイラも、抱えている内にどんどん重く感じられ、今では両りよう腕うでがだるい。

　明日の筋肉痛のことを思うと、とても憂ゆう鬱うつになる。

　明日が来れば、の話だけど。

「スペルヴィオの〝愚者は従うトラスト・ミー〟だが、今のうちに対たい抗こう策を考えねばいかんな。前にも言ったが、シンボルを持たない余は気配を隠かくせぬ。見つかるのは時間の問題であるからな」

「……それにはまず、どんな能力か、だよ」

　僕はゆっくりと深呼吸をする。だいぶ落ち着いてきた。

「余が見た感じでは、言葉を発することで強ごう引いんに相手を従わせる力、であろうか。スペルヴィオが言ったのは、『触れるな』と『止まれ』。どちらも行動を制限、禁止させるものであるな」

「身体が動かされている感覚はなかったよ。突とつ然ぜん、動かなくなったっていう感じだった」

「しかし、単に動きを止めさせるだけであれば、全すべて『止まれ』で良いではないか。『触れるな』と言ったからには、相手に行動を強しいるものと考えるのが妥だ当とうであろ？」

　確かにそうかもしれない。『触れるな』と言われた時は、触れられなかっただけで、身体は、問題なく動かせたように思う。

「それから、効果時間であるが、今でもスペルヴィオに触れられないか？」

「いや、触れられると思う。『止まれ』の効果も切れているし。一呼吸くらいの時間だけ効果がある、のかな」

　それでも充じゆう分ぶんな脅威であることに間ま違ちがいないけれど。

「あとは、スペルヴィオの声さえ聞こえなければ、効果は発生せんようだ」

「どうして、そんなことが？」

「逃げる時に、余が大声をあげたであろ？　あの時、スペルヴィオは『止まれ』と言っておったが、お主はそのまま走り続けられた。その声が聞こえた余の身体は、硬こう直ちよくして止まっておったがの。つまり、効果が発生する距きよ離りではあったが、スペルヴィオの声は余の声にかき消されて、お主には聞こえず、影えい響きようを与あたえなかった、ということであろう」

「なるほど」

　それだったら──。

「耳みみ栓せんを用意すれば、無効化できるかも？」

　イラは首を横に振ふった。

「どこにその様なものがあるのだ？　それに、いかに耳栓と言えど、完全に相手の声が聞こえなくなるほどのものではなかろ？」

　その通りだ。聞こえにくければ大だい丈じよう夫ぶという保証はない。

「さらに、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟で五感が冴さえ渡わたっておるからの。耳をふさぐ程度では、スペルヴィオの声は聞こえてしまうかもしれぬ」

　僕は思考を巡めぐらせる。

　スペルヴィオの〝愚者は従うトラスト・ミー〟は、声が届いた相手の行動を、自分の思い通りに一瞬だけ強制する能力だとする。たぶん、これはそれほど間違ってない。この能力がある限り、スペルヴィオに触ふれようとしても、『触れるな』で不可能となる。

　さらに、スペルヴィオの声さえ聞こえなければ、能力は発動しないが、耳栓や耳を塞ふさぐ程度では、声が聞こえてしまう恐おそれがある。

　そして、こちらが使えるのは、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟は当然として、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が約二回分だ。〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は感情力が足りる限り、あらゆる物を一時的に破壊、消去でき、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟は、使用する間、超ちよう人じん的な運動能力が発揮できる。

　これらの情報からスペルヴィオと戦う方法は──。

　一つ、閃ひらめくものがあった。

「前から気になっていたんだけど、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の、一時的に、っていうのは、時間的制約みたいなもの？　破壊や消去できないモノもあるとか」

「いや、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟は、全てのモノを破壊、消去できる力である。一時的にというのは、条件付けにしか過ぎぬ」

「条件って？」

「うむ。少しややこしいが、物理的なものか、記き憶おくなどの目に見えぬ概がい念ねん的なものに使うかで、〝一時的に〟という条件が使えるかが変わるのだ。例えば、壁かべを破壊する時は、物理的作用であるから、一時的にというのは無理だな。壊こわしてしまったもの、消去してしまったものは戻もどらぬ」

　それは、前にイラが言っていた、相手を消去してしまった場合、命は完全に失われてしまう、といったことに通じる。

「一方、記憶などの目に見えない概念的なものに使う時には、完全に破壊、消去することも可能だが、特別に〝一時的〟という条件を与えてやれる。前回、スペルヴィオの身体の機能を破壊したが、あれは概念的な使い方であるな。肉体そのものを破壊したのならば、スペルヴィオの両手両足は物理的に破壊され、一生動けぬ身体になっておっただろう。しかし、お主が破壊したのは、あくまで、身体の機能という概念である。無意識に〝一時的に身体を動けなくさせるだけ〟という意識が働いたのだろう。〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の効果が切れさえすれば、スペルヴィオは元通り動けるようになった、というわけだ」

　物理的な破は壊かいと、概念的な破壊。

　要するに、物理的な破壊は完全に壊すことしかできないが、概念的な破壊の場合、一時的にという条件をつけることで、元の状態に戻すことが可能ということらしい。

「その、一時的に、っていう効果時間は調整できたりする？」

「感情力の消費によって、大体どの程度というのが操作できるな。少なければ、直すぐに効果が切れる。余であれば、秒刻みでも使えるであろうが、お主には無理だろうな。大体の感覚で、短く、或あるいは、長くというのを意識すれば、ある程度は調整できよう」

「じゃあ、こういう作戦はどうかな？」

　僕は思いついたまま、それを話した。

「良いではないか」

　イラはニッと笑った。

「その消去を、許可しよう」




「いつまで、逃にげるつもりだ？」

　ゆっくりとした歩みで、スペルヴィオが資材倉庫の中へと入ってくる。

　オレンジ色の光が、その精せい悍かんな顔を照らし出した。

「竜りゆう姫ひめよ、貴様はやはり煌こう帝ていには相応ふさわしくないな。敵に背を見せるなど、言語道断だ」

「だから、作戦タイムと言ったであろ？　逃げたのではない。戦略的撤てつ退たいである」

　コンテナの上に腰こし掛かけて、イラが応じる。僕はその足元に居た。

「同じ事だ。一度逃げれば、いつまでも逃げ続けることになる。上に立つ者の逃げる姿に、誰だれが従うというのか。一歩も退ひかずに、あらゆる困難を全力で正面から打ち破ることこそ、王者の使命だろう」

「余は配下に死の行進をさせるつもりはないのでな。退ける時には退くのだ」

　スペルヴィオは立ち止まって、イラを睨にらみつける。

「だが、どう足あ搔がこうと俺の力には勝てん。おとなしく降参しろ。命だけは助けてやってもいい」

　イラは、手を口元にやってクスクスと笑った。

「いらぬお世話である。前回は余の策をお主が力で破る、といった話であったな。今回はお主が過信するその力を、策で破ってやろうではないか」

「俺に触れることすらできん貴様たちに、何が出来るというのだ」

「さて、どうかの？　戦うのは余ではないからな」

　僕は一歩前に出ると、

「今度は絶対に触れる」

　そう宣言した。

　スペルヴィオがニヤリと笑う。

「威い勢せいだけはいい負け犬が、まだ吠ほえるか」

　僕は能力を発動させる。

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」

　刻印が赤く発光し、ドクンドクンと脈動を始めた。

「〝愚者は従うトラスト・ミー〟」

　相対するスペルヴィオも、淡あわく光を漂ただよわせる濃のう緑りよく色しよくの駒こまを握にぎり、反はん撃げきの態勢を整える。

「行くよ」

「返り討うちにしてやる」

　僕はスペルヴィオに向かって駆かけた。

　あくまでも、こちらの最善手は、相手の攻こう撃げきを躱かわして身体に触れること。それに変わりはない。そして、スペルヴィオは最初と同じ、受けの姿勢でこちらを待っていた。

　至近距離で僕の動きを止めて、攻撃するつもりのようだ。

　イラの力を使うために、憤ふん怒どの感情力を溜ためなければならないように、彼もまた自分の力を使うために、傲ごう慢まんであらねばならない。

　それゆえに、スペルヴィオは自分の力に絶対の自信を持つ。

　しかし──。

　その傲慢さ、想定通りの反応こそが、こちらの勝機だった。

　僕は自分の左胸に手を当てて、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を発動させる。

　そして、もう一度、

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」

　能力を発動させた僕が手を伸のばすと、スペルヴィオは勝利を確信した表情で、言葉を発した。

　そして、僕は──。




　その体からだに触ふれた。




「両手両足の機能を、破壊する」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、崩くずれ落ちるスペルヴィオは、

「──！」

　何事かを叫さけぶ。




　だけど、僕は、

「ごめん。何を言っているのか、全くわからない」

　自分の声さえ聞こえない、無音の世界に居た。




　僕が消去したのは、自分の聴ちよう力りよくだった。声に従ってしまうのなら、聞かなければいい。

　能力を使う対象は、相手だけに限らない。短時間、聴力を失ったところで、問題になるわけでもなかった。スペルヴィオの能力さえ無効化できれば、やはり、こちらが圧あつ倒とう的に有利であることに変わりはないのだ。

　やがて、シンとした辺りの静せい寂じやくが戻ってきた。音が聞こえるようになって、僕は安あん堵どする。イラを疑うわけではないが、本当に戻ってくるのか、少し不安だったのだ。

「終わった……」

　僕は小さく息をつく。

「スペルヴィオよ。お主の敗因を教えてやろう」

　イラがコンテナから飛び降りる。

「自尊心プライドである。己おのれの力を過信するがあまり、他ほかの手を使おうとしなかった。最初に言ったであろ？　バカの一つ覚え、であると」

　スペルヴィオは、なぜか笑う。

「……面おも白しろい。俺の力をすり抜ぬける方法があるとはな。貴様の言う策の力、あながち侮あなどれんものだ。俺がそれを手に入れれば、まさに無敵。そうか、竜姫よ、俺の配下になるがいい！　俺のこの鍛きたえ上げられた筋肉と、貴様の知略が合わされば、幻想世界ギルテイアの統一、いや、この世界さえも俺のものだ！」

　イラは深くため息をついた。

「この状じよう況きようで、よくそのような思考ができるの。呆あきれて物も言えんわ。それに、余の策ではない。そこにいるレイジの考えた策である」

「では、貴様も俺の配下になれ！」

　思考が単純で豪ごう快かいで、真っ直すぐな所に変な魅み力りよくがある。

　僕はスペルヴィオという男が嫌きらいになれなかった。

　その時。

　何か金属音のようなものが聞こえた気がして、ふと天てん井じようを見上げる。

　切り取られた星空。ここから、見えるはずのない空が見えた。

　──落ちてくる屋根の残ざん骸がい。

　既き視し感かんを憶おぼえるそれから、僕は咄とつ嗟さにイラの身体からだごと抱かかえて地面に転がった。

「のわ！　何なのだ!?」

　間かん一いつ髪ぱつの所で、落下してきた残骸を躱す。

　残骸は次々と床ゆかに落ちて、激しい衝しよう撃げき音を立てる。

「スペルヴィオ！」

　次に僕が心配したのは、スペルヴィオのことだった。残骸が落ちてきた場所から少し離はなれてはいたが、身体を動かせない状態では避よけようがない。

　僕は粉ふん塵じんの中に目を凝こらす。

　その時、ブウウウウン、と耳みみ障ざわりな羽音が聞こえて、上空から何かが飛来した。

　それは、一いち陣じんの金色の風となって、僕とイラの頭上を旋せん回かいし、吹ふき抜ける。

　ふわりと鼻び孔こうをくすぐる、甘い香かおり。

「アハハ！　やったぁ！　いいもの拾った♪」

　無む邪じや気きで幼い声。

　闇やみに溶とけるような漆しつ黒こくのドレス。

　異形の鎌かまは溶けて血へと変わり、妖よう精せいの形をした白い駒の中に吸い込まれていく。

　透とう明めいな羽で浮ふ遊ゆうする、煌きらめく金きん髪ぱつの少女。

　華きや奢しやな腕うでであるにもかかわらず、軽々と片手でスペルヴィオを持ち上げ、もう片方の手には、白色の〝暴食〟のシンボルと、濃緑色の〝傲慢〟のシンボルの二つが握られていた。

「グーラ！」

　イラが叫ぶのと同時に、僕は思わず拳こぶしを握りしめる。

「こんばんはボンソワール。レイジ、あたしのお気に入りさん」

〝暴食〟のグーラは妖よう艶えんな微び笑しようを浮かべた。

「期待通りの甘さで、思わずヨダレがでちゃいそう♪」

「おお、よくやったぞ！　グーラ！」

　身体の自由が利きかないスペルヴィオは、為なす術すべもなく持ち上げられている。

「俺が身体の自由を取り戻もどすための時間を稼かせげ！　俺と貴様が力を合わせれば、竜姫など──」

「ばーか」

　グーラはその言葉を遮さえぎって、

「食べ物が偉えらそうに、あたしに口をきくな」

　スペルヴィオを自分へと引き寄せると、その首元に嚙かみ付いた。

「ぐああああああああああああああ！」

「……ウフフ。種族王なだけあって、すごい力だ。格別だね」

　グーラはふわりと優ゆう雅がな動作で着地すると、用無しとばかりにスペルヴィオから手を離した。重い音をたてて、意識を失ったスペルヴィオが床に倒たおれ伏ふす。

　そして、血に塗まみれた口元を、妖艶な手つきで拭ぬぐうと、

「さて──〝血化粧ブラツデイドレス〟、首刈り鎌サイズ」

　大きな鎌を創つくり出した。

　その鎌は前回よりもかなり異形で、遥はるかに力強く、不ふ吉きつなオーラを放っている。

　グーラはその鎌をクルクルと回してから、握り締しめると、目の前にあった大きなコンテナに向けて、軽く斜ななめに振ふるった。いとも容た易やすくコンテナは切断され、鋭えい利りな切断面をのぞかせて崩れ落ちる。

　スペルヴィオの血を吸ったせいか、姿形だけでなく恐おそろしいまでの威い力りよくになっていた。

「うーん……まだまだイケるなぁ。さすが腐くさっても幻げん獣じゆう種の王。人間のとは比べ物にならないね」

　グーラは〝暴食〟のシンボルを掲かかげる。

「〝血化粧ブラツデイドレス〟、身に纏う衣装ウオードレス」

　白い駒から赤い液体が溢あふれて、グーラの身体にまとわりつく。やがてそれは凝ぎよう固こし、厚い花びらを幾いく枚も重ねたような真しん紅くのドレスとなった。

「あらららー♪」

　グーラはドレスの裾すそをつまんで、

「ねぇ、これ、可愛かわいい？　レイジも、あまりの可愛さに思わず、ヨダレもの？」

　こちらにヒラヒラと振ってみせた。

「お主、いつからここに？」

　焦あせりを隠かくせない声で、イラが聞く。

「んー。そこの筋肉バカとケンカを始めたくらいから？　二人とも気配を隠してなかったから、居場所はバレバレだったしね。ちょっと待てば、竜りゆう姫ひめか筋肉バカの血を吸えるかも！　って思ったんだ。賢かしこいでしょ？」

　グーラは屈くつ託たくなく笑う。

「甘いレイジのおかげで、〝傲慢〟のシンボルも手に入ってラッキー♪」

　僕はそれとなく、左胸の刻印を確かく認にんする。

　案の定、スペルヴィオ戦で使い果たしていて、ほんの少しあるかないかといった程度だ。

　この窮きゆう地ちを脱だつするためには、もっと感情力を溜ためなければならない。

「……グーラ」

　動どう揺ようする気持ちを抑おさえて、僕は聞いた。

　不安と心配で、心臓の鼓こ動どうが速まる。

「血を吸った相手のことを、どう思ってる？」

　思ったよりも自分の声はか弱かった。イラの言うように、僕が誰だれかのために怒おこる人間なのだとしたら、それを聞くことで、感情力を溜めることができるかもしれない。

　思い描えがくのは萌花の姿。宙を漂ただよう、ぼんやりとした意思のない瞳ひとみ。

〝みんなの代わりに怒ること〟

　その言葉を思い返す。

　そうだ。僕は怒らなくちゃいけない。

　みんなのために、みんなの代わりに。

　僕は──。

「ゴミのこと？」

　グーラは冷ややかな視線をこちらに向けた。

「いらなくなったゴミは消えてなくなればいいのに、って思うよ」

　予想していた通りの非情な言葉。
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　しかし、そんな言葉を聞いても、僕は何とも思わなかった。

　むしろ、自分の打算的な問いかけに、うんざりしていた。

　僕がそう言わせたのだ、という気持ちが拭い切れず、ひどい自己嫌けん悪おに苛さいなまれる。

　──他に感情力を溜める方法は。

　思考を巡めぐらせるほどに、感情は冷えて、焦りが募つのっていく。

　無理だ。冷静な思考が、それを告げる。

　僕には誰かの代わりに怒ることなんてできない。だから、誰も助けられないし、グーラには勝てない。そんなネガティブな思考に心を支配されるばかりだった。

　今すぐにでも背を向けて逃にげ出したい。

　やはり、僕はそんなことを考える卑ひ怯きようで臆おく病びような人間だった。

　戦う力を失い、逃げることも出来ないこの状況に、僕はただ恐きよう怖ふしている。

　怒らなければならないという抑よく圧あつが、僕から怒いかりの感情をさらに遠ざけた。

「萌花は──」

　僕はそこで言葉を詰つまらせる。ここでその名前を用いるのは、あまりに卑怯だと自分でも思った。僕は萌花をダシに怒ろうとしているのだ。

「もう良い」

　背後から声が聞こえた。

「蚊かの鳴くような声で、血を吸った相手のことをどう思うか、だと？　なんと打算的で、幼よう稚ちな質問か。あわよくば、憤ふん怒どできるとでも思ったか」

　見み透すかされ、心をえぐられるようなイラの言葉に、僕は頭の中が真っ白になった。泣きたくなるくらいの情けなさと、恥はずかしさで胸が満たされる。

「心底、お主の偽ぎ善ぜん者ぶりにはうんざりさせられる。この期ごに及およんでも、他人にいい顔をすることばかり考えておるのか？　それとも、正義のヒーローにでもなったつもりか？　自己主張も出来ぬお主に、何が出来るというのだ」

　別人にすら見える冷れい酷こくな表情で、イラは僕を鼻で笑った。

「血を吸われた人間がどうなろうと余の知ったことか」

　信じられない言葉に、耳を疑う。

「人間など、欲よく望ぼうのエネルギーを生み出すための家か畜ちくに過ぎん。その生命をどう使おうが、上位種である我らの勝手であるわ。生せい殺さつ与よ奪だつの権利はこちらにある。のう、グーラ？」

「そうだよ。食べ物はおとなしく、消費されればいいの。あたしを楽しませてこそ、生きる価値があるんだよ。食べ物はね、美味おいしく食べてもらって、みんな嬉うれしいって思ってるんだから」

　違ちがう。

　イラはわざと僕を怒らせようとしているだけだ。

　きっと、そうに違いない。

「お主を怒らせようとしておるのではないぞ。余の本音である。それに、噓うそをついているのは今ではない。今までが噓である」

　僕の考えなど容易く見み抜ぬいて、イラはそう断言した。

「今まで騙だましておっただけだ。異世界の住人と、こちらの人間の感覚が同じはずなかろ？　上手うまく合わせてやっただけである。お主を救ったのも、ただの余興。そうでもせんと、皇位継けい承しよう戦争が面おも白しろくないからの。だが、とんだ期待はずれであったわ。余が手をかけてやっても、自分の感情すら表現できぬ軟なん弱じやく者だったとはな。全く、使えぬ駒こまよ」

　僕はイラを信じている。

　あの時、涙なみだを流したイラの言葉を信じている。

　偽善でもいいといってくれた、あの言葉が本心だと知っている。

「一つ、良いことを教えてやろう」

　イラは艶然と微笑んだ。

「余が萌花とグーラを引きあわせて餌えさにしたのだ」

　違う。違う。そんなこと、イラはしない。

　否定の言葉が、胸の中で渦うず巻まいている。

　しかし、その一方で──。

「萌花が自発的に、行動するはずがなかろ？　誘ゆう導どうしたのだ。余がグーラに近づくと、気配を察知されてしまうのでな。さすがのお主でも、萌花が犠牲になれば怒るだろうと考えたのだ。正解であったな。軟弱者のお主が憤怒する姿、実に見ものであったぞ」

　その言葉を真実だと思ってしまう自分もいた。

「……噓、だ」

「答えは既すでにお主の中に出ておろう」

　イラは僕から視線を切ると、静かにグーラの方へと歩いて行き、

「顔も見たくないわ。さっさとどこなりと消え行け」

　すれ違いざまにそう告げた。

「さて、グーラよ。場所を変えようではないか。ここは辛しん気き臭くさくて敵かなわん」

「あはは、やっぱり、レイジってすっごく甘そうだね。本当にヨダレものだよ。大だい丈じよう夫ぶ、あとであたしがちゃんと、食べてあげるからね」

　グーラはひらりと空中に舞まい上がると、妖よう精せいの羽を震ふるわせてその場から飛び去った。

　イラは背中越ごしに、

「信じることは、難しいの」

　そう呟つぶやくと、グーラの後を追った。




　取り残された僕は呆ぼう然ぜんと立ち竦すくみ、必死にイラの言葉を否定していた。

　噓だ。違う。騙されてない。

　でも、イラがそう言ったのだから。

　噓だ。違う。僕は騙されてなんか──。




「……ははは」

　気づくと僕は笑っていた。

　いつものように、ヘラヘラと愛あい想そ笑わらいを浮うかべていた。




　僕は、やっぱり、必要となんかされていなかった。

　全部が噓だったのだ。

　僕は笑う。

　そうでもしなければ、心が壊こわれてしまいそうだった。

「何がおかしい」

　その声に振ふり向いた瞬しゆん間かん、僕は殴なぐられて地面に転がった。







　第六章　憤怒　Wrath







「さて、俺のシンボルを返してもらおうか」

　スペルヴィオがそこに立っていた。

「どうして、動けるんだ……？」

　口の中に血の味が広がる。

「む？」

　スペルヴィオはゴキゴキと首を鳴らして、肩かたを回した。

「気がついたら、動けるようになっていた。ただそれだけだ」

「グーラに血を吸われたら、心を失うはずなのに──」

「俺をそこらの軟弱な人間と同じだと思うな」

　拳こぶしを前につきだして握にぎりしめる。

「見ろ。鍛きたえ方が違う。種族王の力は失くしたが、俺にはこの筋肉がある。血を吸われて大きくパワーダウンもしているが、貴様を倒たおして、シンボルを再びこの手に取り戻もどすくらいなら充じゆう分ぶんに可能だ」

「……僕は持ってない」

　つかつかとこちらにやってきたスペルヴィオは、僕の襟えりを摑つかんで持ち上げた。

「どういうことだ？」

「〝傲ごう慢まん〟のシンボルはグーラが持っていった」

　スペルヴィオの片眉まゆが上がった。

「竜りゆう姫ひめはどうした？」

「たぶん、グーラと戦ってる」

「だったら、なぜ、貴様がここにいる？」

　心がギュッと締しめ付けられる思いがした。

「……もう必要ないからだよ」

　言葉にすると、深い悲しみが湧わいてくる。

「言っている意味がわからん」

「僕は必要ないんだ」

　僕は取り繕つくろったような笑えみを浮かべた。

　スペルヴィオは再び、僕を殴りつける。

　地面に転がって、痛みに耐たえた。殴られた右みぎ頰ほおがジンジンと痛む。

「俺を欺あざむこうとするな。真実を話せ」

「……噓なんかじゃない」

　立ち上がろうとする気力さえ湧いてこなかった。

「僕の役目は、もう終わったんだ」

「貴様の役目とは、竜姫の代わりに戦うことではないのか？」

「……そう、だったけど。もういいんだ」

「もういい、だと？　貴様は戦わずに、ここで生き恥はじをさらしているのか？」

「僕に死ねっていうのか？」

　僕は自じ嘲ちよう的に呟く。

　一度死んだ身だ。このままスペルヴィオに殴り殺されるのも、いいかもしれない。

　きっとその方が楽だ。

「竜姫のシンボルは、貴様が持っているのだろう？」

「それは、ここに──」

　左胸を押さえる。

　ふと、刻印が三割ほどに増えているのに気づく。

「貴様がシンボルを持っているのに、グーラはなぜ竜姫と戦わねばならんのだ。弱体化した竜姫など放っておいて、貴様からシンボルを奪うばえば済む話だろうが」

　スペルヴィオの言うとおりだった。

〝憤ふん怒ど〟のシンボルが、僕の身体からだの中にある限り、グーラがイラに勝ってもシンボルは手に入らない。イラには当然それがわかっている。

　それなのに、なぜ、一人でグーラと戦おうとしているのか。

　冷静になって、感情力が溜たまっている理由も併あわせて考えれば、答えは明白だった。

　僕は萌もえ花かの事になると、平静ではいられなくなる。

　この一週間で何をされても怒おこらなかった僕が、唯ゆい一いつ怒ったのは萌花のことだけだ。

　だからこそ、イラは、あえて萌花のことを持ちだして揺ゆさぶりをかけ、平常心を失った僕を欺き、怒らせて感情力を溜めたのだ。

　何のために？

　もちろん、グーラと戦って、勝つためだ。

「俺にはよくわからんが、とりあえず、シンボルを奪わせてもらうぞ」

　スペルヴィオがこちらに歩み寄ってくる。

「待ってくれ」

　僕はそれを手で制した。

「命いのち乞ごいか？」

「違ちがう」

　僕は考える。

　今すべきこと、そして、これからすべきこと。

　僕は、なんとしても、グーラには勝たなければならない。

　グーラにだけは、絶対に。

「僕の身体からシンボルを奪ったら、スペルヴィオは、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を使えるのか？」

「使えん。勲くん章しようみたいなものだ。ただの飾かざりにしかならん」

「だったら、今シンボルを奪った所で、グーラには勝てない」

「……俺にはこの筋肉がある」

「僕には策がある」

　その言葉に、スペルヴィオがニヤリと笑みを浮かべた。

「ほう。面おも白しろい。聞かせてみろ」

　初めて会った時なら、スペルヴィオは聞く耳も持たなかっただろう。

　しかし、今は違う。その重要性を痛いほどに知っている。

「その前に、幾いくつか聞きたいことがある。グーラに血を吸われて奪われた力を取り戻せるかどうか、それが知りたい」

「おそらく、可能だ。俺は今も力を奪われた、という感覚を覚えている。失ったのではなく、奪われているという感覚をな。それならば、取り返せるのが道理。貴様、あの小こ娘むすめの能力がどんなものなのか知っているか？」

〝血化粧ブラツデイドレス〟、初めて会った時には、その力で大きな鎌かまの武器を創つくり、さっきは、真しん紅くのドレスを身に纏まとった。

「たぶん、血を吸った相手の力を、武器や防具に変える能力だと思う」

　スペルヴィオは腕うでを組んで考える。

「血を吸って奪った相手の生命力を、道具に変える能力なのだろうな。それならば、あの小娘の意思で、奪った生命力を返させれば良いのではないか？　能力の解除だ」

　能力の解除。グーラの意思で、奪った生命力を返させる。

　どうすれば、それが可能となるのか。

〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が一回使えるくらいの感情力は溜まっている。

　だけど、この能力では駄だ目めだ。

　能力の破壊や消去ではなく、解除させることが必要なのだから。

「確かく認にんしたいんだけど、〝愚者は従うトラスト・ミー〟は、自分の言葉で相手を強制的に動かす能力、でいいんだよね？」

「そうだ」

　スペルヴィオは頷うなずく。

「ただし、一言でなければならん」

「それと、グーラとイラの居場所は分かる？」

「〝憤怒〟の気配はお前からしている。だが、〝暴食〟の気配も近くに感じ取れるな。それを追うことは可能だ。能力を使っている間は、気配を隠かくせんからな。グーラは〝血化粧ブラツデイドレス〟を今もどこかで使っているのだろう」

　それなら、いけるかもしれない。

「……一時的に僕と手を組まないか？」

「俺に何のメリットがある？」

「〝傲慢〟のシンボルを取り返してやる」

「ほう」

　僕は自分の考えをスペルヴィオに伝えた。

　それを聞いたスペルヴィオは、

「いいだろう。乗ってやる」

　満足そうに頷いた。

「ありがとう」

　僕は思わず、感謝の言葉を返してしまった。

「お前は不思議だな。どうだ。俺の配下になって、この世界を掌しよう握あくせんか？」

　それは──。

「残念だけど、僕は平和主義だから」

　スペルヴィオは豪ごう快かいに笑った。




　　　　※




　いつのまにか月が出ていた。

　イラは夜空を見上げる。

　埠ふ頭とうの先、暗い海の上にある、薄うすく鋭するどい下か弦げんの月。

　それは、グーラの浮うかべている表情に似ていた。

　腰こしくらいまでしかない背の低い街路灯が、ポツポツと周囲を照らしている。

　自分が背にしているのは、眩まばゆい街の明かり。人の気配がする温かなそれとは違い、正面で浮ふ遊ゆうしているグーラは、歪いびつに大きな赤い鎌を手に、冷たく微び笑しようしていた。

〝血まみれ妖よう精せい〟

　そんな風に呼ばれていたはずだ。

　イラには、まるで命を刈かり取ろうとする赤い死神みたいに思えた。

　胸むな元もとの刻印を確認する。

　三割といったところか。

　強ごう引いんな方法で、零れい司じを怒らせることには成功したようだが、自分の使える手は、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟と、感情力を直接相手にぶつけて吹ふっ飛ばすことくらい。

〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が使えないのが、決定打に欠ける。

　もし、刻印が六割程度あれば、決め手たり得る手段がもう一つ増えるのだが、この場に零司のいない今となっては、感情力が増えることはもうないだろう。

　今ある刻印で、グーラと戦って勝つしかなかった。

　ふう、と小さくため息をつく。

　これほどまでに、旗色の悪い状じよう況きように陥おちいったことが、今までにあっただろうか。

　七種族の最強たる〝憤怒〟の竜りゆう種に挑いどむものは、蛮ばん勇ゆうで知られる〝傲ごう慢まん〟の幻げん獣じゆう種くらいだった。それも、小こ競ぜり合いレベルでしかなく、イラが矢や面おもてに立って戦ったことなど一度もない。

〝憤怒〟の竜種は他者を寄せ付けぬ圧あつ倒とう的な力を誇ほこり、全すべての種族の頂点に立つ、絶対優位の種族である。そのはずが、こちらの世界にやってきて、零司にシンボルを埋うめ込み、その力をほぼ失くした。

　たとえ零司が完全に感情力を溜めることができても、シンボルがこの手にあった時の一割程度の力にも及およばないだろう。

　今の自分はこちらの世界の、どこにでもいる少女ほどに微び力りよくだ。

　種族王の中でも、最強から一転して、最弱となったといっても過言ではなかった。

　相対するグーラは、人間の血を吸い、スペルヴィオの生命力を奪い、幻想世界ギルテイアにいた時よりも、遥はるかに強さを増している。

　この力の差はどんな策を以もつてしても、覆くつがえせないように思えた。

　自分は、ここで負けるのだ、という確固たる予感がある。

「竜りゆう姫ひめ、さぁ、シンボルを見せ合いっこしよう」

　楽しげにグーラがひらりと夜空を舞まう。

「〝暴食〟と〝傲慢〟のシンボルはここにあるよ。あたしに勝てば二つも手に入るね」

　その左手には、白色と濃のう緑りよく色しよくの駒こまが二つ握にぎられている。

　能力を発動する時には、シンボルは手に持っていなければならない。

〝傲慢〟のシンボルを一いつ緒しよに持っているのは、単純に、あの赤い花びらみたいなドレスには、仕し舞まえる場所がないからだろう。見せ合うも何も、こちらのシンボルの在り処かを聞き出したいだけのようだ。

「残念だが、余のシンボルはここにはない」

「ええー!?　なにそれー、噓うそだー、絶対、隠し持ってるでしょ！」

「持っておらぬ。だが、余を倒たおせば、その在り処がお主にも分かるはず」

「ふーん」

　グーラは不満そうな顔をしていたが、「ま、分かるなら、いっか」と赤い鎌を肩かたに担かついだ。

「じゃあ、ルール無しで、殺した方が勝ちでいい？」

　その言葉の重みをグーラが思い知る日がくるのだろうか。

「良かろう。だが、余はお主を殺す気はない。こちらの勝利は、お主を倒してシンボルを奪うばう、それだけで良い」

「ふーん。別にいいけど……じゃあ、始めるよ！」

　即そく座ざにグーラが赤い鎌を振ふりかざして、一直線にこちらに突つっ込んでくる。

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟

　横に薙ないだ一いつ閃せんを左に跳とんで躱かわした。

　その斬ざん撃げきは銀ぎん髪ぱつの一ひと房ふさと、近くにあったクレーンのアームを巻き込んで切断する。

　アームが軋きしんだ音を立てて、地面に倒れた。

　太いアームをも容た易やすく切り裂さくほどの、恐おそろしい切れ味。

　攻こう撃げきが当たれば、即そく死しに違いない。

　それに加え、〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使っていても、目でやっと捉とらえることができるくらいの速さ。能力を常時使用しなければ、避よけ続けることは難しかった。

　形勢はかなり不利だ。感情力はすぐに尽つきるだろうし、スペルヴィオの生命力で作られたあの赤いドレスに、攻撃が通るかどうかもわからない。

　勝ち目など無いように思えた。

　それでも、イラは不思議と、この状況を楽しんでいた。

　何と刺し激げき的な日常か。

　死力を尽くして戦える相手。

　人が溢あふれ、交流し、毎日が新しい発見に満ちていた日々。

　幻想世界ギルテイアにはなく、こちらの世界にある物。

　幻想世界ギルテイアではなく、こちらの世界にいる者。

　今まで手に入れられなかった、在ることすら想像もできなかったモノたち。

　どれもがイラを魅み了りようしてやまないモノばかりだった。

　そういえば、クレープといったか。あれは実に美味であった。

　できることなら、あれをもう一度食べてみたいと、ふと思う。

「フフフッ」

　生と死を薄うす皮かわ一枚隔へだてた状況にありながら、そんなことを考え、いつしか、声に出して笑っていた。

「何、笑ってんの？　気持ち悪い！」

　大おお振ぶりな鎌の一いち撃げきを、紙かみ一ひと重えで躱す。

　グーラは、そのまま何度も斬撃を重ねてくる。

　それら全ての攻撃を、ぎりぎりの所で躱していく。

　鎌かまでの攻撃方法は少ない。横に薙ぐか、上から切り下ろすか、斜ななめ下から撥はね上げるか、或あるいは、背後につきだしてから、引くか。その程度のパターンしかない。

　驚きよう異い的な威い力りよくも、当たりさえしなければ、恐れることはなかった。

　ただし、それも感情力が残っている限りの話ではあるが。

「もうっ！　あたんないし！」

　振るう方向に、毎度刃やいばを向けなければいけないのも、予備動作を増やすデメリットである。鎌は武器として、とにかく扱あつかいづらいのだ。

　イラは鎌を振り切ったその隙すきをついて、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、手に感情力を集めてグーラの身体に直接当てた。

　スペルヴィオを数メートルは吹っ飛ばしたそれは、

「そんなの、効かないもん！」

　赤いドレスに全ての威力を吸収されてしまう。

　下から掬すくい上げるような鎌の攻撃に、イラは後方に大きく跳んで距離をとった。

「やはり、攻撃が通らんな」

「無む駄だだってば！　だから、もう逃にげないで、今すぐ死んで！」

「それでは、面おも白しろくなかろ？」

　なぜ皇位継けい承しよう戦争がこちらの世界で行われるのか、今のイラには分かる気がする。

　幻想世界ギルテイアの住人は人間の欲よく望ぼうを糧かてに生きる種族だ。

　我々は人間無しに、我々たり得ない。

　欲望とは何か。それを生む人間とは何か。

　幻想世界ギルテイアにいては、考えることも、知ることもなかっただろう。

　こちらの世界があるからこそ、幻想世界ギルテイアが存在するのだ。

　だからこそ、学ぶべきことは多い。

　煌こう帝ていになるには、自分はまだ赤子のように何も知らなすぎた。

　胸元の刻印を見る。

　何も知らないまま終わる、そのタイムリミットが間近に迫せまっていた。

「グーラよ、なぜ、煌帝になりたいのだ？」

「……うーん」

　グーラは攻撃を止め、空中で静止する。

　戦せん闘とう行こう為いが一時的に中断した。

　イラは〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を解く。時間稼かせぎのつもりはなかった。

　ただ、終わってしまう前に、その理由を知りたかっただけで。

「生態ピラミッド？」

　何かを思いついたように、グーラは天てん真しん爛らん漫まんに答える。

「煌帝って一番偉えらいんだよね？　だから、あたしがその頂点に立つの！　そうすれば、全ての生き物は、全部あたしに消費されるモノになる。〝暴食〟の種族が、全ての種族の上に立つの！　人間も他ほかの種族も、全部、〝暴食〟の種族のために存在すればいい。何をしてもいいし、踏ふみつけても殺しても食べても、誰だれからも文句を言われない、あたしが自由にできる世界！　そのために煌帝になるんだ！」

「ふむ。常じよう軌きを逸いつしたその感性、理解に苦しむが──」

　イラは淑しとやかな仕草で顎あごに手を当てる。

「お主も煌帝の器うつわに相応ふさわしくないな」

「相応しいとか相応しくないとか、関係ないじゃん」

　再び、グーラは赤い鎌を高く構えた。

「この世界は、弱肉強食なんだから！」

　ふわりと飛ひ翔しようして、グーラが突っ込んでくる。

　イラは〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を発動させた。

　代わり映ばえのない横よこ薙なぎの攻撃をイラは、同じように横に跳んで躱す。

「でも、もう終わり！」

　グーラは振り切ったままくるりと回転して、先ほどと同じ軌道で鎌を振るった。

　そして、

「〝血化粧ブラツデイドレス〟、叩き潰す槌ハンマー」

　左手に持つ〝暴食〟のシンボルが淡あわい輝かがやきを放つ。

　瞬しゆん時じに赤い鎌が、巨きよ大だいな槌つちに形を変えた。

「なっ！」

　驚おどろきで思わず、身体が竦すくんで反応が遅おくれる。

　避けられない、そう判断したイラは両手を突き出して感情力を集め、威力を相そう殺さいしようとする。しかし、遠心力を乗せた重い一撃には、抗あらがうこともできずに、そのまま簡単に弾はじき飛ばされてしまった。

「やった！　当たった！」

　全身の骨が軋む音が聞こえる。

　イラの身体は勢いよく飛ばされ、建物の壁かべに衝しよう突とつした。

　あまりの衝しよう撃げきと痛みに意識を失う。その数瞬後、意識を取り戻もどし、目を開けた時には、グーラは既すでに正面にいて、巨大な槌を高く振り上げていた。

「おやすみボン・ニユイ、竜姫♪」

　下か弦げんの月が浮うかんでいた。

　身体に力が入らない。

　たとえ動けたとしても、逃げる猶ゆう予よはない。

　状じよう況きようを理解する前に、終わりを肌はだで感じ、自らの終わりを悟さとった。

　呆あつ気け無なく迎むかえた最後を思い、イラは瞳ひとみを閉じる。




　信じることは、難しい。

　だけど──。




　最後まで信じられる者が、いて良かった。




　そして、イラは零司の背中を幻げん視しする。

　最後に至って、ありえない夢を見てしまう、そんな自分が腹立たしかった。

　でも、自分が酷ひどく傷つけた、もう二度と見ることもないその姿に、少しだけ救われる気がした。




　　　　※




　信じることは、難しい。

　だけど──。




「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」




〝憤ふん怒ど〟の力は、最強の力。全すべてを消し去る力。全てを破壊する万ばん能のうの力。

　だからこそ、正しい方法で。

　だからこそ、誰かのために。

　傷つけ、壊こわすのではなく、守るために使えたら。

　それは自分らしい使い方だといえるのではないか。




「邪じや魔ますんな──────！」

　グーラは絶ぜつ叫きようする。




「その威力を破壊する」

　僕はグーラの巨大な槌を片手で受け止めていた。




　声は聞こえていた。

　グーラとの会話も聞いていた。

　でも、黙だまって聞いていた。

　イラの戦いを邪魔することはできなかったから。

　僕には使える力が無かったから。

　僕は隠かくれて、見守ることしかできなかった。




　だけど、それでも、僕を信じて欲しい。




　僕は今、怒おこっている。

　臆おく病びようで弱くて格好悪い自分に怒っている。

〝暴食〟過ぎるグーラに怒っている。

　傷つけられた萌花の代わりに怒っている。

　誰かに強しいられたものではなく、ありのままの自分の感情で怒っていた。

　だから、今は戦える力がある。

〝善人〟だから、怒らないなんてことはない。

　怒れないなんてこともない。




　憤怒は、全ての感情を駆く逐ちくし、心の制約を凌りよう駕がする。

　心の枷かせを破壊する感情だ。




　左胸にある刻印は、赤く輝き、鼓こ動どうして。

　完成された刻印は、怒いかりによって完全な〝憤怒〟たる竜りゆうの紋もん章しようとなっていた。




　──今だけは、〝善人〟の振ふりをやめる。

　傷つき、傷つけることを覚かく悟ごして、言葉を発する。

　感情の赴おもむくままに、意思を、想おもいを相手に伝える。




「立場が上だからって、何をしても許されるわけじゃない」

　グーラの思考は、全ての生命に対する冒ぼう瀆とくだ。

「他の生命なしに、たった一人で生きることは出来ないんだから」




「うるさい！」

　グーラは再び、赤く巨大な槌を振り上げる。




「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」

　感情力は充じゆう分ぶんにある。いくらでも戦える。その気になれば、なんだって出来る。

　振り下ろされた巨大な槌を、再び、僕は片手で受け止めた。

「チッ」

　舌打ちをして、グーラが大きく後退し、空へと舞まい戻る。

　正体の摑つかめない〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の力を危険視してのことだろう。

「あたしは何にも悪いことしてない！　レイジだって、食べることで生きてるじゃん！　そのために生き物を殺すでしょ！　強いから、他の生命を奪うばえるんだ！　強いから、奪ってもいいんだ！　強かったら、何をしてもいいんだ！」

　僕は喚わめくグーラから視線を外して、イラのもとに歩み寄った。

「……遅おそかったの」

　力なく倒たおれているイラは、今にも消えてしまいそうに、弱々しく呟つぶやいた。

「ごめん」

　しゃがみこんでイラを抱かかえる。

　腕うでの中で、イラはゆっくりと手を伸のばす。

「……実に、見事な、我が〝憤怒〟の紋章、だな」

　僕の左胸にある刻印にそっと触ふれる。

　でも、遅すぎた。

　たったの一いち撃げき。グーラの一撃で、イラは瀕ひん死しの状態にあった。

　僕は唇くちびるを嚙かみ締しめる。ひどい怪け我がに見えた。

　遅すぎた。

　イラはもう──。




「余の思ったとおり、お主の憤怒は実に心地ここちよいな」

　ぱっちりと目をあけ、

「お主、いつまで余に触れておるつもりだ？　動きにくいわ。さっさと放すがよい」

　僕の腕から逃のがれると、立ち上がって、思いっきり伸びをした。

「……元気だな」

「うむ。感情力は余のエネルギー。これだけ満たされた状態で、お主に埋うまっておるシンボルに触れられるならば、この程度の怪我など、すぐに治せる」

　実にすっきりとした様子だった。

「なんかちょっと、あれだ」

　シンボルで治せるのは僕の身体からだだけ、なんてイラは一言も言ってなかった。

「騙だまされた気分だよ」

「イライラ大作戦に追加するか……壮そう大だいに騙される、とな」

「別に、それで怒ったわけではないけど……」

「ふむ？　そうか。残念だの」

　イラはグーラへと向き直ると、赤いマントを翻ひるがえした。

「さて、反撃と参ろうか」

　さすがの僕もグーラだけは見過ごせなかった。

「少し、反省してもらおう」

　これ以上被ひ害がい者しやは出さない。

　グーラはここで止める。




「あーっもう！　あと少しだったのに！」

　グーラは苛いら立だちを隠せない様子で、僕を指さした。

「でも、もう分かったもん！　〝憤怒〟のシンボルはレイジの身体の中でしょ？　レイジが〝憤怒〟のシンボルそのものになってるんだ！　だから、そんなことが出来るんでしょ！　さっき気配を探さぐればよかった！　そしたらすぐにわかったのに！」

　スペルヴィオは相手のシンボルは勲くん章しようみたいな飾かざりで、持っていても能力は使えないと言っていた。言われてみれば、僕がイラの力を使えるのはおかしい。

「僕が〝憤怒〟のシンボルそのもの？」

「言ってなかったか？」

　しれっとした顔で、イラは答える。

「全く同じではないが、シンボルを埋め込んだ以上、お主という人間が、余の〝憤怒〟のシンボルに限りなく近いことは間ま違ちがいない。言わば、〝憤怒〟のシンボルのようなモノ、であるな。ということは、皇位継けい承しよう戦争はお主争そう奪だつ戦でもあるということでもあるな」

　思わずスペルヴィオが、僕を抱だきかかえている情景を想像してしまった。

　実に笑えない。

「うーん、レイジはデザートのつもりだったんだけど、仕方ないなぁ。もういいや。なんだかもうあんまり甘くないし」

　グーラは僕に視線をやると、

「とりあえず、潰つぶしてシンボルを取り出そう」

　左手に握にぎった〝暴食〟のシンボルを掲かかげる。

　その手にはもう一つ、濃のう緑りよく色しよくの〝傲ごう慢まん〟のシンボルも握られているのが見えた。

　スペルヴィオとの約束を果たすためには、あの〝傲慢〟のシンボルを取り返さなくてはならない。

「〝血化粧ブラツデイドレス〟　回転式機関砲アヴエンジヤー」

　巨きよ大だいな槌つちが瞬またたく間に、少女の姿に不ふ釣つり合いなガトリング砲ほうへと変へん貌ぼうする。

「む、あれはいかんな」

　その脅きよう威いを察したイラが身を引く。

「前言撤てつ回かい、戦略的撤てつ退たいである！　余を抱えて逃にげよ！」

　またか、と思ったが、僕も同意見だった。見み掛かけ倒だおしでないとしたら、正面からガトリング砲に立ち向かうのはあまりに無む謀ぼう過ぎる。

〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟を使って、前からイラを抱え上げた。

　上空ではモーターが回転する音が聞こえ始める。

「全部、壊こわれちゃえ！」

　グーラの構えたガトリング砲から、砲ほう弾だんがばら撒まかれた。

　コンクリートの地面を抉えぐり、建物の壁かべを砕くだき、辺りを蹂じゆう躙りんし始める。

　ガトリング砲は自身の一部を弾丸として飛ばしているらしく、着弾した後に再びグーラのもとへと還かえっていく。弾切れは期待できそうもない。

「あはは、これ、楽しー！」

　無む邪じや気きな破は壊かい者は快楽に酔よっていた。

　僕は角を曲がって、近くの倉庫に身を寄せるとイラをその場に下ろす。

「飛んでいるのさえ、何とかできれば──」

　こちらの手が届かない場所から、攻こう撃げきをされたのではどうしようもない。

　それに、また空を飛んで逃げられることも避さけたかった。

「撃うち落とせるぞ？」

　イラが自信ありげに答える。

「あの羽を破壊すればよいのであろ？　余だけが使える遠距離攻撃がある。ただし、感情力の六割を消費するがよいか？」

　残りの感情力を確かく認にんしてみる。

　九割近くもあった。

〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を二回も使った割に、感情力が残っているのは、まだグーラへの怒りが冷めていないせいだろうか。

「こっちは〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を一回使えたら、それでいいよ」

「良かろう」

　イラはニッと笑った。

「エネルギーのチャージに多少時間がかかる。それまでに、二分程度。お主がグーラを引きつけよ。用意ができたら、知らせる。あとは、そのタイミングで、お主の好きにするがよい。余の攻撃は、グーラにしか作用せぬから安心せよ」

「わかった」

「では、別行動である」

「……その攻撃、外れたりしないよな？」

　さも心外だとでも言いたげな目で、イラは目を細めた。

「必中である！　光より速く動けなければな」

「見つけた♪」

　空に〝血まみれ妖よう精せい〟の姿。

　近くにあったドラム缶かんが、ガトリング砲の掃そう射しやで吹ふっ飛ぶ。僕は姿勢を低くして、注意を引き付けるために、あえてグーラのいる方向へと駆かけ出した。

「逃げても無む駄だなんだから、早く潰れちゃえ！」

　激しい砲撃の音が、背後から迫せまってくる。

　赤いコンテナの背後へと飛び込んだ。

　腕うで時ど計けいで時間を確認する。

「どうせ、隠かくれる以外に何もできない癖くせに！」

　イラが消費する感情力は六割。今から一度でも〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟を使ったら残りはほとんどなくなる計算になる。それに〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟は、運動量が多くなるほどに、消費が増えているような気がする。現状ではできるだけ、感情力の消費を避けたかった。〝身体能力の向上フイジカル・アドバンス〟で感情力を消費しすぎると、〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が使えなくなる恐おそれもある。

　さらに〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟が発動しても、破壊するものに見合っただけの感情力がなくて不発してしまったら終わりだ。できるだけ、その破壊対象も小さく留とどめる必要があった。

　となると、今打てる手は──。

「グーラ！」

　僕はあえて、コンテナの陰かげから姿を現した。

「血を吸った相手を元に戻もどす方法があるのかを知りたい」

　会話でこちらに注意を引きつけた上での時間稼かせぎ。

　僕が抱いだいているグーラの人物像は、無邪気で素す直なお。それに、言葉が通じる相手に思えた。乗ってくる可能性はそれなりにある。

「あるよ」

　案の定、グーラは攻撃の手を止めて、答えた。

「あたしが返そうと思えば、元通りになる。絶対、そんなことありえないけどね。あはは！　残念だったね！　みんなあのゴミクズ同然のまま、あたしに利用され続けて死ぬんだ！」

　時間稼ぎだけのつもりだったが、思いがけない幸運だった。

　勝利を確信するグーラは、その優位性から油断をしていた。スペルヴィオの言葉が正しいことが確認できた上に、僕の立てた作戦が保証される。

　これで萌花を元に戻す算段が整った。

「これ以上、誰だれの血も吸わず、今まで吸った人たちに力を返すと約束するなら、今日は引き分けにしてもいい。だけど、約束できなかったら、今から僕は無む理り矢や理りにでも、君からシンボルを奪うばう！」

　ちらりと腕時計を確認する。

　残り三十秒。

「はぁ？　何言ってるのか、全然わかんない。そんなこと約束するわけないじゃん。笑えないし、つまんない！　バカじゃないの？」

　グーラは再び、ガトリング砲をこちらに向ける。

「さっき、弱肉強食の世界だって言っていたよな」

　いつガトリング砲が火を吹いてもおかしくはなかった。

　その無機質な砲口に、冷や汗あせをかく。

「それが何？　あたし以外の全すべてが、あたしの力になる。だから、あたしが一番強い。それくらいわかるでしょ？」

　たったの三十秒が、恐ろしく長く思えた。

「確かに、この世界は弱肉強食の世界かもしれない。弱者は命すら軽く扱あつかわれてしまう。でも──」

　僕は右みぎ腕うでを掲げる。

「〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟」

　胸の刻印が赤く発光し、脈動を始めた。

「そんな世界だからこそ、君は一度、弱者の気持ちを味わうべきだ」

「うるさい！　もう、死ね！」

　ガトリング砲のモーター音が唸うなりを──。

「グーラよ、余はここである！」

　建物の上に立つ、銀ぎん髪ぱつをなびかせた、赤いマントの少女。

　グーラの視線が僕から逸それる。

　その隙すきに僕はグーラへと向かって駆かけた。

　前方に切断されたクレーンのアームが、空に向かって斜ななめにそびえ立っているのが見える。

　あれを踏ふみ台にして、できるだけ、グーラの近くへ。

　僕の考えが間違ってないなら──。

「刮かつ目もくせよ！　全てを破壊し、無に帰す、憤ふん怒どの光を！」

　イラが右手で宙に刻印を描えがくと、竜りゆうの紋もん章しようが光を放って浮うかび上がった。

「〝破壊光線レイジ・レイザー〟」

　宙に浮かんだ竜の紋章から、純白の光線が発射される。

　それは一いつ瞬しゆんにして、グーラの全身を飲み込み、その光線は空へと吸い込まれていく。

　夜を昼に変えるほどの光量。

　あまりの眩まばゆさに、僕は目を細める。

　いつか、廃はい工場で見たレイザービームのような光の柱。あれと同じものだった。

　光が収まった時、グーラは空の高みから、落下を始める。

「きゃぁああああ！」

　妖精の羽は背中から消失していた。

　その時、僕はクレーンの先を蹴けって、跳ちよう躍やくした。
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　手を伸のばし、グーラの左ひだり腕うでを摑つかんで、その身体からだを抱きとめる。

「え？」

　まるでありえないものを見たように、グーラは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　僕は言葉を言いかけて、止やめる。

　どう言葉にしても、うまく伝えられないような気がする。

　イラが撃ち落とすと言った時に、この状じよう況きようを想定していた。

　僕が選んだ行動は、遥はるか高みから、グーラが落下するのを助ける、ということ。

　つまりは、〝偽ぎ善ぜん〟だ。

　そして、グーラを抱かかえたまま、地面に着地する。

　その瞬しゆん間かん、グーラは氷のように冷たく微び笑しようし、

「〝血化粧ブラツデイドレス〟、刺し貫くナイフダガー」

　右手にあるガトリング砲ほうをナイフに変化させ、

「レイジって、すごくバカで甘くて、ほんっとに、ヨダレものだよ！　もう、たまんない！」

　ナイフを振ふり上げると、無防備な僕の心臓めがけて──。

　そのグーラの右腕を誰かが摑んだ。

　僕は言う。

「左手の握あく力りよくを、しばらく破は壊かいする」

　能力が発動し、グーラの手から、〝暴食〟と〝傲ごう慢まん〟のシンボルが地面にこぼれ落ちる。

　そして、グーラの右腕を摑んだ者が、空いた方の手で両方のシンボルを拾い上げた。

　僕が〝破壊と消去レイジ・イレイザー〟の宣言をすることが、スタンバイの合図だった。

「〝愚者は従うトラスト・ミー〟」

　その人物は言う。

「奪った力を返せ」

「嫌いやぁあああああああああああ！」

　グーラの纏まとっていた赤いドレスも、手に持ったナイフも、元の血のようなものへと変化し、〝暴食〟のシンボルへと吸い込まれていく。

　そして、再び空中に噴ふきだすと、雲うん散さん霧む消しようした。

「ふむ。無事に俺の力が、戻ってきたな」

　スペルヴィオは、自分の力を確かめるように、拳こぶしを握にぎりしめた。

「やはり、俺の配下にならんか？　悪いようにはせんぞ」

「悪いけど」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のグーラを地面にそっと置くと、

「怒おこりっぽいお姫ひめ様の下にいるのが、好きみたいだから」

　その筋肉に抱えられるのは御ご免めんだと思った。




　　　　※




「互たがいに手を組んだのか」

　コンテナの上に腰こしをかけ、イラは微笑んでいた。

「どうだ？　人間は面おも白しろかろ？」

「ああ、そうだな」

　スペルヴィオは濃のう緑りよく色しよくの〝傲慢〟のシンボルを手で弄もてあそぶ。

「俺の能力が、永続的に効果があるものならば、今ここで、無理矢理にでも俺に従わせてやるものを」

「お主にはやらんぞ。それは余のシンボルだからな」

「ならば、仕方ない」

　スペルヴィオは、もう一つ持っていた白い〝暴食〟のシンボルを、イラに投げて寄よ越こした。

　イラはそれを受け取ると、

「む。良いのか？」

　意外そうに尋たずねた。

「己おのれの力で手に入れなければ、意味が無いからな」

「なるほど。誇ほこりはあるようだな。少しは見直してやろう」

「フン。共きよう闘とうは終わりだ。貴様たちとの勝負は一いつ旦たん預ける」

　スペルヴィオは踵きびすを返すと、

「だが、次は俺が勝つ」

　こちらに背を向けて去っていった。

　イラはコンテナから飛び降りると、

「ルール通り、〝暴食〟のシンボルを奪わせてもらった。余の勝ちだ」

　肩かたを落として、地面にへたりこんでいるグーラに声をかける。

「余が全てのシンボルを集めるまでは、お主にもこのシンボルを取り返すチャンスがある。だが、力を失ったお主にはもう無理であろう。その羽が治るのにもしばらくかかるだろうしな。大人しく幻想世界ギルテイアへと帰るがよい」

　俯うつむいたグーラは何も答えない。

「全ての生命を貪むさぼり食くらって、己が一人だけ存在しても、世界は成り立たん。他者あっての自分であることを、心得よ」

　不意にクスクス、とグーラは笑う。

「ねぇ、レイジ。どうして、あたしを助けたの？」

　僕は返答に困る。

　でも、何とか自分の気持ちを表現しようとする。

「誰であっても、助けられるものなら、助けたいと思ったんだ。たとえ、偽善だと言われても、その偽善を許してくれる人がいるから」

　僕はできるだけ怒りたくないし、誰も傷つけずに済むならそうしたい。

「なんか、モヤモヤするなぁ」

　グーラは立ち上がると、左胸を手で押さえた。

「ここが苦しい。すっきりしない。気に入らない」

　黒いドレスをひらりと回転させると、

「だから──またねオ・ルヴオワール、レイジ」

　下か弦げんの月を思わせる笑えみを残し、すっと闇やみに溶とけこむように離はなれ、グーラは姿を消した。

　腰に手を当てて、ふう、とイラが息をつく。

「さて、帰るとするかの」

「ああ、そうだ。萌花の病院に行かないとね」

　本当にグーラに血を吸われた影えい響きようがなくなったのか、どうしても気になる。

「萌花萌花と、お主はいつもそればかりであるな」

「……そう？」

　両手を上げて、イラは憤ふん慨がいする。

「余だって頑がん張ばったのだ！　労ねぎらえ！　褒ほめよ！　讃たたえよ！」

「え、ええ？」

　イラの金色の瞳ひとみが揺ゆれていた。

「よくぞ、余の策略に気づき、戻もどってきたな！　信じておったぞ！　褒めて遣つかわす！」

「本当に策略だったのか？」

「さてな？　おお、見ろ！　空に光がたくさんあるぞ！」

「ん。あれは星っていうんだ。知らないのか？」

　博識なところもあれば、知っていそうな事を知らなかったりもする。

　夜空を見上げるイラは、自分勝手で、自信過か剰じようで、自己中心的で、でも、暗い所にいた僕にとっては、射さし込んだ太陽の光みたいに眩まぶしい存在だった。

　僕を必要として、信じてくれたことを素す直なおに嬉うれしく思う。

　イラは僕の視線に気づくと、

「コラー！　余を美しい星を見つめるような目で見るでなーい！」

「……ごめん」

　僕が謝ると、イラは少し間を空けてから、なぜか顔を真っ赤にした。







　エピローグ　Epilogue







　大きな被ひ害がいが発生した電波塔とう近くの埠ふ頭とうは翌日大おお騒さわぎだった。

　しかし、弾だん丸がんの存在しない無数の弾だん痕こんと切断されたクレーンから、何らかの戦せん闘とう行こう為いがあったことが分かっても、誰だれによって、何のために為なされたものなのか、結局判明しなかった。

　当然、Ａ区多発失血事件と関連付けて考える者などおらず、ニュースで大きく取り上げられはしても、次し第だいに忘れ去られることとなった。




　そして、僕は日常へと帰ってきた。

　いつも通りの日常。

　相変わらず、僕は掃そう除じ当番を引き受け、誰に対してもいい顔をしている。

　でも、それが僕の本質なのだろうと思う。

　怒ったり、意見を言ったり、何かを否定するのは、性しように合わないみたいだ。

　それでも、今までと少し違ちがうのは──。

　他人と関係を持つことを、あまり恐おそれなくなったことだろうか。

　僕が顔に張り付けていた〝虚きよ飾しよく〟を剝はがすこと。

　たったそれだけで、前よりも素直に相手を受け入れられるようになった。

　今の僕は〝善人〟を演じていない。

　偽ぎ善ぜんと呼ばれることを恐れず、自分の思うように自然に振ふる舞まえていた。

　異世界のお姫様とも仲良くなれるのだから、こちらの世界の人間と仲良くなれないはずがない。時として人間関係に傷つくこともあるだろうけれど、それよりも、人間関係から得られるものの大事さに、僕は気づけたのかもしれない。

　僕は一歩だけ、ほんの一歩だけ、他人に近づけるようになった。




　雨の匂においがする風が吹ふき始めていた。

　季節は春から、夏へと移り変わろうとしている。

　僕は公園のベンチに座って、頭を抱かかえていた。

　萌もえ花かがいない。どれだけ捜さがしても、見当たらない。

　どうして僕はあの時、最善を尽つくさなかったのか。後こう悔かいだけが残る。

　こんな結果になる前に、もっと何かできたのではないか。

　イラは近くにいるのに、萌花がいない。

　おかしい。これは異常だ。こんなのは、僕の日常ではない。




「ここで、ホットチョコレートソース・アイスクレープを食べないのは、ハンバーグが美味おいしいお店でラーメンを頼たのむのと同じ事なんだって」

　一体どれだけの数があるのだろう。

「でかしたぞ！　萌花！　余はそれが食べたかったのだ！」

　萌花が両手いっぱいに抱えているのは、前にイラと一いつ緒しよに食べたクレープだ。

「フフフ、イラちゃん、好きなだけ食べるといいよ。全部、レイジくんのおごりだから。私もいっぱい食べるけどね。はい、レイジくん、ちょっと持ってて」

　大量のクレープを手て渡わたされる。

　イラと萌花は、一つずつ手にとってベンチに座って食べ始めた。

「実に、美味であるな」

「アイスとホットチョコレートのハーモニーがたまりませんな」

　どうして僕はあの時、リタイアしてしまったのだろう。

　イラと行った調査という名目の、スイーツ巡めぐりが萌花の耳に入り、「私も同じ事をしてもらえないなら、この街の一番高い所から飛び降りて、この世に未練を残したまま、幽ゆう霊れいになって耳元でスイーツと叫さけび続けてやる」と脅おどされたのだ。

　萌花が作成したグーラのノートは、スイーツのお店調査ノートでもある。そこを全すべて巡ることになってしまった。

　その内に、僕は甘い物の食べ過ぎで気分が悪くなってしまい、萌花から目を離してしまった。気づいたら、イラと萌花の姿がなく、僕は迷子になっていた。

　そして、はぐれた時の待ち合わせ場所で待っていたら、この有様である。

　萌花は路上を転々と移動するクレープ屋のワンボックスカーを探していたらしい。

　財さい布ふを預けるんじゃなかった！

「こんにちはボンジユール。ねぇ、それあたしにもちょうだい！」

「……どうぞ」

　金きん髪ぱつのツインテールで碧へき眼がんの、ゴスロリ服を着た少女は、素す早ばやくクレープを一つ奪うばうと、僕の隣となりに座って食べ始めた。

「なにこれ、ちょーあまーい♪　ヨダレもんじゃーん」

　ベンチ一つに可愛かわいい女の子が三人、間に男が一人。

　傍はたから見たら、のどかで羨うらやましいシチュエーションに見えるかもしれない。

　でも実際は、とんでもなく緊きん迫ぱくした状じよう況きようである。

「ねぇ、もうひとつちょうだい！」

「待てい！　それ以上、余のクレープを奪うことは許さん！　そこのヨダレ娘むすめ！　何しに来た！　お主は〝暴食〟のシンボルを奪え！　クレープを奪うでない！」

　イラが立ち上がって憤慨する。シンボルを奪われたら、もっと困るけど。

「ケチー！　それじゃ、ごちそうさまでした、っと」

　グーラもベンチから立ち上がった。

「お主、帰ったのではなかったのか！　暇ひま人じんめ！」

　慌あわててクレープを口の中に押し込んだせいか、イラの顔にはダイナミックにクリームがついていた。

「別にいいじゃん。あたしは今のところ、何の力もない可愛い女の子なんだし。それに、いいこと教えにきてあげたんだ」

　グーラは下弦の月を思わせる笑みを浮うかべる。

「あたしをいじめた仕返しに、竜りゆう姫ひめが力を失ったことを、みんなにバラしちゃった！」

　さらりととんでもないことを暴ばく露ろした。

「これで、全員から狙ねらわれることになっちゃうね。〝嫉しつ妬と〟のお姉さんは死ぬほど喜んで呪のろいの竜姫人形全部燃やしてたし、明日から本気出すの〝怠たい惰だ〟さんは、『ついに明日がきてしまったか』って言いながら、二に度ど寝ねしてたけど」

　その面メン子ツなら案外、大だい丈じよう夫ぶそうな気もする。

「でも、さすがに、〝幻想世界危機ギルテイアクライシス〟を引き起こした〝強ごう欲よく〟さんがこっちの世界来るのは、ヤバイかもって思った」

　不ふ穏おん過ぎる響ひびきの〝幻想世界危機ギルテイアクライシス〟って、一体何だろうか。

「〝色しき欲よく〟の色ボケ姉妹は、既すでに〝ハーレム化計画〟やってるって話だし」

　いや、聞き捨てならないのは、そっちだった。一番敵に回したくない相手だ。

「……ヤバイよね。こっちの世界めちゃくちゃになりそうで、想像しただけでヨダレものだよ」

　それでも、この子が一番危険な気がしてくる。

　そして、グーラは僕に抱だきつこうとした。

「きゃー、レイジー！　シンボル返してくれたら、あたしが代わりに戦ってあげる！」

　しかし、いつの間にか立っていた萌花にその首根っこを摑つかまれて阻そ止しされる。

「私から吸った血と同じだけ、血を流してみる？」

　無表情なだけに怖こわい。

　グーラはその手を振り払はらうと、

「フン！　それじゃ竜姫、あたしが〝暴食〟のシンボルを取り返すまで、誰にも渡わたさないでね！　奪われたら殺すからね！」

　それだけ言うと、ツインテールを揺ゆらして、走り去っていく。

「じゃあ、レイジばいばーい！　またねー！」

　遠くで手を振っているが、あんなキャラだっただろうか？

「ふむ。全員にバレてしまったか。大変であるな」

　他人ひと事ごとのように言って、イラは僕から、もう一つクレープを取って食べ始める。

「これは、レイジが頑がん張ばるしかないの」

　無む茶ちや振ぶりだ。

「うーん、小さくて可愛い。七十六点。強敵だ」

　萌花はまた、謎なぞの採点を行った後、僕からクレープを取った。

「二人とも、太るよ」

　僕が失言に気づくのは、ほんの数秒後のことだった。




〝血まみれ妖よう精せい〟こと、〝暴食〟のグーラに血を吸われた被ひ害がい者しやたちは、無事に回復して元に戻もどり、新たな被害者も現れなくなったことで、Ａ区多発失血事件は、犯人及および原因不明のまま、収束した。




「これからも存分に憤ふん怒どするが良い。ひいてはそれが世界平和のためとなろうぞ！」

　異世界からやってきた、長い銀ぎん髪ぱつで金色の瞳ひとみをした、太陽みたいなお姫ひめ様は、まだ僕のそばで微笑ほほえんでいる。

「もしかして、僕の怒いかりは世界を救うのか？」




「いーや！　余の餌えさである！」

　できることなら、怒おこらずに生きていたい。







　あとがき




　食べられる人にん参じんが育てられる栽さい培ばいセットで、僕は人参を育てていた。

　毎朝起きて、たっぷりの水をやり、よく陽ひに当てた。

　そのおかげか人参はスクスクと育った。

　立派な葉っぱと真っ直すぐな茎くきを見て、人参とはなんと美しい植物なのだろうと思った。

　大変だったけど、やり甲斐がいのある仕事だった。収しゆう穫かくが待ち遠しかった。

　ある日、母が「どうして雑草なんて育てているの？」と聞いた。

　僕は人参と雑草の見分けがつかない母に失望した。なんという愚おろか者だ。

　僕は庭に出て、慈じ愛あいの溢あふれる眼まな差ざしで人参を見つめ、土を掘ほって確かめた。

　ほら、どこからどう見ても、見事に雑草です。

　本当にありがとうございました。




　賞をいただいてから一年間、デビューを目指していた僕は、ライトノベルを作るつもりで、そんな風に違ちがう何かを生み出していたように思います。自分が〝人参〟だと思い込んでいるだけで、それらは売り物にならないような〝雑草〟ばかりでした。

　それでもこうやってデビュー出来たのは、ひとえにスニーカー編集部の方々、指導してくださった担当様、アイデア出しにつきあってくれた小お川がわ博ひろ史しさん、漫まん画が家かの鳳おおとりまひろくん、とあるカレーギルドの皆みなさん、といった人たちの協力あってのことだと思います。本当に感謝しています。

　また、この本を手にとってもらえたのは、ほぼ、ぎん太た郎ろうさんの気合いの入った綺き麗れいなイラストのお陰かげです。これからもよろしくお願いします。萌もえ花か可愛かわいいよう。

　次巻では、黒くろ髪かみロングのツンと澄すました感じの転校生が現れて〝嫉しつ妬と〟を撒まき散らします。そんな転校生と関係を深める零れい司じ、その一方でイラとの関係に変化が訪れ──零司が信用するのはイラか、それとも転校生か。

　何もぎん太郎さんに、自分の欲望を具現化したキャラクターを描えがいてもらうために、今パッとキャラ設定を考えたのではありません。決して。

　今、あとがきを読まれている読者の皆様が、この本を少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは、また次巻、お会いできることを祈いのって。


井いの上うえ　悠ゆ宇う　　












煌こう帝ていのバトルスローネ！
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